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舟橋村は、県東部・富山平野のほぼ中央にあって、緑豊かで住み良い

文化的な都市近郊農村を目指しています。近年は、人口増対策により、

村外からの移住者が増加しております。

それに伴い、村では舟橋村東部団地の造成を計画し、平成 9年度から

平成11年度までの 3ケ年で発掘調査を実施してまいりました。

調査では、弥生時代中期から江戸時代の遺跡が発掘され、これによっ

て弥生時代中期以降の土地利用の変遷をたどることが出来ました。

中でも有孔円盤状石製品、磨製石錐は、ともに県内 2例 目の出土で玉

作 り技術の発達過程を知る貴重な例です。

村の古代史を知る上で、貴重な資料となりました。

おわりにヽ調査実施及び報告書の刊行にあたり、富山県埋蔵文化財セ

ンターをはじめ関係者各位にご援助・ご協力をいただきました。

哀心より感謝申し上げます。

平成12年 3月

舟橋村教育委員会

教育長 藤 塚 孝 雄
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1.本書は、富山県中新川郡舟橋村舟橋に所在する浦田遺跡で、平成10年度・平成11年度に実施した発掘調査の発掘調査報告書である。

2.調査は、舟橋東部住宅団地造成事業に伴い、舟橋村教育委員会が実施した。

3.調査主体は舟橋村教育委員会であるが、調査実施にあたり富山県埋蔵文化財センターより調査員の派遣を受けた。

4.調査事務局は舟橋教育委員会に置き主事吉田昭博が事務を担当し、総務課長金森勝雄が総括した。

5.出土遺物と調査に係る資料はすべて富山県埋蔵文化財センターが保管している。遺物の注記は、舟橋村浦田遺跡を示す「HHUT」 に

調査年度・出土地点等を併記した。また、本書に掲載した遺物には、図版毎にコンテナに入れ収蔵してある。

6。 発掘調査担当者は次のとおりである。

発掘調査 平成10年度 調査担当者 富山県埋蔵文化財センター 文化財保護主事

H

(A～ C地区)

調査員

同       文化財保護主事

同       主     事

高 梨 清

越 前 慶

杉 沢 禎

越 前 慶

高 橋 真

志

祐

子

祐

実

平成11年度 調査担当者 富山県埋蔵文化財センター 文化財保護主事

(D地区) 同       文化財保護主事

7.各年度の発掘調査面積は、平成10年度約8,800r、 平成11年度は約2,100Υ である。

8,本書の作成は、富山県埋蔵文化財センター職員の協力を得て、調査担当者がこれにあたった。ただし、本書の「第4章 附載 自然

科学分析」については、井堰の樹種同定分析は富山県林業技術センター塚本英子氏、樹種同定・軟X線写真撮影・珪藻分析・花粉分析・

植物珪酸体分析・放射線災素年代測定はパリノ・サーブェイ株式会社、ガラス玉蛍光X線分析非破壊法・「ガラス質物質」分析は奈良国

立文化財研究所埋蔵文化財センター遺物処理研究室長肥塚隆保氏にそれぞれお願いした。塚本英子氏、パリノ・サーヴェイ株式会社か

らは玉稿を頂いた。なお、調査担当者執筆箇所の文責については文末に記した。

9.本書は本文・計測表と巻末図版 (挿図・写真図版)か らなる。本書の挿図・写真図版の表示は次のとおりである。

1)遺構番号は基本的に年度毎にかつ遺構の種別ごとに付した。しかし、調査時点で明らかに同一遺構であることが確認された場合は

この限りではない。遺構番号・表記は、原則として調査中に付した番号・表記を使用している。掘立柱建物―SB、 柵列―SA、 精

円柱穴建物―楕円柱穴建物、土坑―SK、 柱穴・小穴一P、 溝一SD、 井堰・護岸―SG、 水田跡―SX、 サク状遺構―SFと 表記

している。なお、遺構番号は遺構検出時点で付したため、井戸もSKと表記している。

2)本書で示す方位はすべて真北、水平基準は海抜高である。

3)事実記載におけるH9調査・H10調査・H ll調査は、それぞれ平成 9年度 。10年度・11年度の各調査を指す。なお、H9調査は、

東部住宅団地造成事業および主要地方道立山水橋線道路改良事業に伴う調査を、H10調査はA～ C地区の調査すべてを指す。

4)本文中の遺物呑号は、(年度―遺物番号)と 表記し、(H9)(H10)(H ll)は 、それぞれ平成 9。 10。 11年度の出土遺物である

ことを示している。同様に、遺構についても紛らわしいものについては、遺構番号後の ( )内 に記した。

5)引用・参考文献は著者と発行年 (西暦)を [ ]で文中に示し、巻末に一括して掲載した。

6)土層の色名や土器・陶磁器の胎土・釉薬色調は、農林水産技術会議監修「新版標準土色帖」 (1994年版)に基づいている。

7)遺構図版は、弥生・古墳時代および古代の全体図はA地区から順に載せ、中世 。近世は平成10・ 11年度の各地区を合せて載せた。

なお、掘立柱建物および施設を伴う井戸以外は個別の遺構平面図は載せていない。それぞれの遺構の平面形および土層図のセクショ

ンポイントについては、それぞれの全体図を参照願いたい。

8)遺物実測図版・遺物写真図版は、年度毎におさめ、基本的に古い時期の遺構出上の遺物の順に配置した。同じ遺構出上の遺物はな

るだけまとめて配置したが、スペースの関係上必ずしも徹底していない。番号は、写真図版におさめた遺物を基本に、時代・遺構・

種類を問わず年度毎に通し番号にした。なお、平成 9年度調査出土遺物は、平成 9年度発掘調査報告書に未掲載の遺物について、代

表的なものを実測・掲載した。なお、本文 ,図版・写真図版および各計測表・観察表中における番号は共通である。また、本文中に

おいて、(番号)は遺物計測表の番号を表す。

9)遺構図版・遺物図版凡例は、計測表と巻末図版の間にまとめて載せた。

10)遺構図版の縮尺は、原則として1/40と し、古墳時代住居跡・古代掘立柱建物は1/60、 中世掘立柱建物は1/80と した。

遺物実測図版は、土器は原則として1/3と し、一部陶器類はスペースの関係上1/4と した。井堰の部材については1/4・ 1/6と した。

石器・玉類は原則として等倍とし、一部1/2と した。

遺物写真図版については、陶器類の大型破片・復元品は1/3と し、その他の上器類は1/2と した。なお、井堰の部材は1/10と した。

石器・玉類は、その大きさによって1/2・ 等倍 ,3倍 とした。また、顕微鏡写真は10倍である。

10.整理期間中、下記の方々の協力を得た。

船崎貴子・村井 (志鷹)章子・田中恵子・横川美雪・森田陽子 (整理作業員)

■.発掘調査中および報告書作成中に下記の方々・機関から多大な御教示・御協力を得た。記して深甚なる謝意を表したい。

(敬称略、五十音順)

赤澤徳明・宇野隆夫・岡本淳一郎・門脇禎二・川越俊―・河野一隆・川村浩司・肥塚隆保・久々忠義・補 正勝・澤井 斉・

島田修―・神保孝造・鈴木景二・高橋浩二・冨山正明・富山県林業技術センター・国立奈良国立文化財研究所 。福海貴子・

松村恵司・宮田進―・安 英樹
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1.調査に至る経緯

当地に事業計画が最初に持ち上がったのは、平成 2年のことである。当初、地元の土地区画整理事業として計画が

持ち上がったが、平成 4年 に村直営事業とすることが決定した。その後、平成 6年に農地転用許可申請および開発申

請が提出された際に、事業地内に埋蔵文化財包蔵地 (浦田遺跡)があることが判明した。

遺跡の取 り扱いをめぐって、村教育委員会 (以下、村教委)と 富山県埋蔵文化財センター (以下、県埋文センタ

ー)・ 文化課 (現在の文化財課)と協議がおこなわれた。その結果、事業地内において耕作が行われなくなって久し

いため、表面踏査による遺跡範囲の確認は困難と判断された、平成 7年 に調査依頼を受けた県埋文センターによつて

試掘調査が実施されることとなった。

試掘調査 調査は、平成 7年 5月 23日 ～5月 31日 にかけて、総事業面積約23,700♂のうち約19,000♂ を対象に実施し

た。計39本の試掘溝 (基本的に幅 lm)を設定し、遺構 。遺物の遺存状況を確認した。調査面積は1,230♂ であつた。

その結果、弥生時代、古代～中世にかけての遺構・遺物を検出し、西側で確認した埋没河道を遺跡の西端とした。事

業対象地内で約17,800ポ の遺跡の広が りを確認 した。その結果を基に事業計画の見直し。設計変更などをした結果、

最終的に約16,100♂ を対象に本調査を実施することとなった。

本調査 村教育委員会が主体となり、平成 9年度から3年計画で実施された。なお、実際の調査は、村教委の依頼を

受けた県埋文センターが調査員を派遣 して実施 している。調査は、工事請負方式で実施され、村の要望により周回道

路をまず調査 し、順次宅地造成部分を調査することとなった。なお、調査は、事業地に隣接する主要地方道立山水橋

線道路改良事業に係る調査も同時に実施することとなった。

平成 9年度調査 平成 9年 4月 22日 ～11月 25日 にかけて、事業地東狽jの団地周回道路部分および主要地方道立山水橋

線道路改良事業に係る調査を実施 した (本文中では平成 9年度調査区として一括 した)。 調査対象面積は、約6,000♂

である。主な遺構は、古代掘立柱建物群、中世区画溝・掘立柱建物群・溝、埋没河道などがある。遺物は、旧石器時

代～近世に至る各時代のものがみられた。報告書は、事業別に2冊が年度内に刊行されている。

平成10年度調査 平成10年 4月 22日 ～11月 30日 にかけて、宅地造成部分の北側から調査を実施した。当初、A・ B地

区合わせて約6,350ドの予定であった。しかし、調査が予定以上に早 く進んだため村教委・事業課と協議を行い、さ

らに約2,450ポの調査を実施することとなった。その結果、廷べ調査面積は約8,800だ となった。なお、計画段階にお

いては、遺構検出面は 1面 を想定していたが、対象地西側では2面で遺構検出を行つた。上面では中世後半～近世の

遺構が、下面は弥生時代～中世前期の遺構を検出した。主な遺構は、弥生時代溝・井堰、古代掘立柱建物群・溝・サ

ク状遺構、中世区画溝・掘立柱建物群、近世の溝などがある。遺物は、縄文時代～近世に至る各時代のものが出土し

た。また、 8月 1日 には現地説明会を実施 した。報告書は、前年度に引き続き単年度刊行の予定であったが、次年度

の調査面積が少ないことから二年度分を合わせて刊行することとした。

平成11年度調査 当初、前年度までの調査終了分を除いた約3,000ポの調査を実施する予定であった。しかし、遺跡

の取 り扱いの変更に伴い、村教委と県文化財課との協議の結果、一部を盛土保存することで調査対象から除外するこ

ととなった。調整がなされた結果、約2,100ド を対象に調査を実施することとなった。調査は、平成11年 4月 26日 ～ 8

月31日 にかけて実施した。 8月 21日 には現地説明会を実施 した。主な遺構は、弥生時代埋没河道・土坑、古墳時代住

居跡、古代溝・サク状遺構、中世掘立柱建物・水田跡・溝などがある。遺物は、縄文時代～近世の遺物が出土し、中

でも弥生時代中期の遺物がまとまって出土 した。また、周回の水路掘削に伴う立ち会い調査を8月 末に実施 している。

これによつて、事業地内におけるすべての調査を終了した。 (越前 )
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図1 周辺の遺跡 (S=1/50,000)
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2.遺跡の立地と環境

富山県は東・西・南には山地をひかえ、北には広義の富山平野が広が り富山湾に面 している。南の飛越県境の山地

は北へ伸びるに従い高度を下げ射水丘陵に変わり、その一部はさらに北東へ延びて呉羽山丘陵となり富山県を呉西と

呉東に三分 している。呉西の平野は射水平野・氷見平野の海成堆積低地と小矢部川・庄川扇状地などの河成堆積低地

である砺波平野に細分される。呉東は河成堆積低地により構成されており、神通川・常願寺川扇状地などの狭義の富

山平野、片貝川・早月川 。上市川などの複合扇状地である新川平野、黒部川扇状地による黒部平野に細分できる。

(1)周辺地域の概観と遺跡の立地

浦田遺跡 (1)は狭義の富山平野の東部、常願寺川右岸扇状地の扇端部に位置 し、舟橋村と立山町にまたがって広

がる。ここでは遺跡が位置する常願寺川右岸扇状地扇端部を中心として上市川・白岩川周辺の地形を概観 し、その後

地形と遺跡の立地について述べる。地形の記述に際しては、地形種により地形変化速度に違いがあり、現在の地形と

単純には比較出来ないため出来るだけ過去の地形の記載に努めた。なお、地形区分の範囲とその名称は『土地分類基

本調査』 [富山県1980年 ]をか考とし、地形学的な用語は鈴木隆介氏 [鈴木1997]の 区分を用いている。

常願寺川は立山連峰にその源を発する日本でも有数の急流河川として知られている。山間部を抜け標高190mの大山

町上滝を扇頂とする半径1lkmの広大な扇状地を形成 し標高15m付近で蛇行原に入り富山市水橋で富山湾に注いでいる。

常願寺川右岸には東から上段・下段・岩崎野の各旧扇状地が隆起 し三段の河岸段丘が形成されている。上段段丘は立

山町吉峰から石坂を経て藤塚までの範囲を指すが、吉峰地区を一段高い独立 した段丘とする区分もある。下段段丘は

立山町下田から金岡1寺 を経て横越までで、上段段丘を浸食し明瞭な段丘崖が発達 している。岩崎野段丘は立山町岩崎

野から五百石を経て遺跡が所在する浦田まで広が り下段段丘を浸食 している。各段丘と新扇状地を分ける段丘崖は上

流部分では明瞭だが下流域ではその境界は不明瞭となる。新扇状地は岩崎野段丘から以西に広がり、現富山市街地は

新扇状地上に位置している。地学的調査では新扇状地の形成時期は縄文海進以降と考えられ、縄文時代中期頃の流路

表 1 周辺の遺跡

遺跡名 遺跡番号 種 別 時代 4・lQ 遺跡名 遺跡番号 種別 時代

1 浦田遺跡 321005 集落 縄文～近世 若宮A遺跡 323044 集落 縄文～近世

2 小平遺跡 集 落 孫亀文 弥生 古墳 古代 中世 近世 辻遺跡 322090 集落 城館 縄文～近世

3 浦田西反遺跡 323026 散布地 弥生～近世 37 下田遺跡 323040 散布地 縄 文

4 浦田馬渡 し遺跡 散布地 古代～近世 中小泉東遺跡 322094 散布地 古代 中世

5 浦田石田遺跡 散布地 縄文～近世 若杉神田潰跡 322095 散布地 中世

6 大藪塚 経塚 中世 三杉置跡 322014 散布 lt 縄 文

仏生寺城 321002 城 館 中世 41 斉神新古墳群 322020 古墳 古 墳

8 竹内天神堂古墳 321003 古墳 古墳 42 稗田大門添遺跡 322072 散布地 集落 古代

9 竹内館跡 城館 中世 稗田 C遺跡 322076 集落 古 代

10 団重遺跡 散布地 弥生 古代 近世 堤谷横山窯跡 32206ユ 窯 古代

11 塚越 I遺跡 321009 集 落 縄文～近世 45 堤谷村上遺跡 322065 散布地 縄 文

12 塚越古墳 323001 古墳 古増 46 柿沢古墳辞 322067 古墳 古墳

13 鉾の木 I遺跡 323005 散布地 縄文～近世 47 湯榊子 A損跡 322068 散布地 集落 縄 文

14 利田横枕遺跡 3231108 集 落 縄文～近世 亀谷窒跡 322084 窯 古代

15 横沢 Ⅱ遺跡 321012 散布地 縄文 古代 ～近世 柿沢城跡 322083 幽城 中世

16 横沢 I遺跡 323013 散布地 縄文～近世 合田砦跡 322080 山城 中世

17 五郎丸遺跡 323012 散布地 縄文 古代 ～近世 5] 中山王古窯跡群 322079 窯 古 代

三ソ塚経塚 323021 経 塚 中世 弓の庄城跡 322078 城館 中 世

ニツ塚遺跡 323022 集落 縄文 古代 ～近世 日中城跡 323095 城館 中世

20 大明神経塚 323029 経塚 中世 「D4 藤塚古墳 323090 古墳 古墳

21 稚児塚古墳 323032 古墳 古墳 日中涙兵衛腰遺跡 323091 集落 縄文 古増

清水堂 A遺跡 集落 古代 日中玉橋腰経塚 323097 経塚 中世

23 清水堂古墳 201243 古墳 古墳 57 野沢狐幅遺跡 集落 縄 文

清水堂 B遺跡 201242 散布地 古代 金剛新遺跡 323069 集落 縄 文

清水堂 D漬跡 201245 散布地 古代 中世 白骨根骨遺跡 323105 集落 墓 縄 文

放生ケ瀬南遺跡 322108 散布地 中世 白上藪ノ上遺跡 323110 集落 先土器 (旧 石器)縄 文

下荒又遺跡 322111 教布地 中世 61 自岩尾掛遺跡 323111 集落 縄 文

江上 A遺跡 322003 散布地 弥生 越中瀬戸古窯跡辞 323112 空
一

近世

江上 B遺跡 322002 集落 弥生 中世 甚平裟 323113 窯 近世

飯坂遺跡 322004 墓 弥生 大偉寺遺跡 323116 寺 院 中世

中小泉遺跡 322005 集落 弥生 中世 上末古窯跡辞 323118 空
〔

古 代

正印新遺跡 322007 集落 弥生 中世 近世 米道古墳 323078 古墳 古墳

神日遺隊 322008 集落 古代 67 吉峰遺跡 323123 集落 先土器 (1日 石器)縄 文 古代～近世

若宮 B遺跡 323045 集落 縄支～近世 岩雌野潰跡 323074 集落 縄文 近世
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図3 周辺の地形分類図
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は現在とは違い谷口を出た後、北西に流れ現富山市街地の北を経て神通川と合流して富山湾に注いでいたが、平安時

代以降に流路が東偏 し現河道に固定されたと考えられている [富 山県1980年 ]。 この様に、右岸の各段丘は洪水など

常願寺川による直接的な影響は早い時期に受けにくくなくなっており、多 くの遺跡が段丘上で確認されている。この

ことは安政五年 (1858年)の飛越地震の影響で起こつた鳶山の崩壊による大洪水の被害が、この新扇状地の範囲に限

られており右岸の旧扇状地上ではほとんど被害を受けていない事からもうかがえる。

上市川は立山連峰を形成する大日山塊の一角である早乙女岳にその源を発する流長28。 lk皿 の 2級河川である。標

高約65mの上市町北島を谷日とし半径約 6 kmの扇状地を形成する。現在、上市川は谷口を出て北流し、左右に河岸段

丘を形成して、上市町市街地の北を経て郷川と合流し富山湾に注いでいるが、江戸時代初めまでは谷口を出て西流し、

上市町正印新辺 りで白岩川と合流 していた。

白岩川は立山連峰の前山である大辻山に源を発する流長29。 lkmの 2級河川である。山間部を抜けると常願寺川上

段段丘の東で谷底平野を形成して北流し、立山町横越付近で北西に流れを変え、浦田遺跡の北で支流の栃津川と合流

する。ここから再び北流し、蛇行 しながら富山湾に注いでいる。白岩川は水源地からの土砂供給が少なく扇状地を形

成せず、常願寺川 。上市川扇状地がほぼ現在の形となった縄文時代中期以降、両扇状地が接する凹地に沿って流れて

いる。また、この両扇状地から伏流水の供給を受け排水河川として豊富な水量をほこる①

次に遺跡立地と地形に関係について時代ごとに概観する。常願寺川右岸扇状地における最も古い遺跡は旧石器時代

に遡 り、上段段丘に位置する白岩藪の上遺跡 (60)・ 吉峰遺跡 (67)な どが代表的なものである。縄文時代前期まで

の遺跡のほとんどが上段段丘に位置 し、その多 くが縄文時代の最盛期である中期まで存続 している。例外的に、岩崎

野段丘上に縄文時代早期の遺物を出土 したニツ塚遺跡 (19)。 若宮A遺跡 (35)が位置するが、これらの遺物は包含

層出土で、当時の生活圏内ではあったもののこの場で定住 した可能性は低い。低位段丘の岩悌野寺段丘までに定住が

確認されるのは新扇状地が形成された糸電文時代中期以降である。代表的な遺跡としては岩崎野遺跡 (68)や 先に触れ

たニツ塚遺跡などがあり段丘上の遺跡は最盛期を迎える。縄文時代後・晩期になると中期と比べ遺跡の絶対数は少な

くなる。特に高位段丘の上段段丘上では遺跡数は少なくなり、集落は金岡I新遺跡 (58)な ど低位段丘である下段・岩

崎野段丘を中心とした地域に移る。

弥生時代なるとこれまで段丘上で営まれた集落は、扇状地扇端部や蛇行原の自然堤防上に移る。代表的な遺跡は、

浦田遺跡をはじめ小平遺跡 (2)。 江上B遺跡 (29)・ 正 E「新遺跡 (32)な どが挙げられる。この時代以降、再び段丘

上に開発の手が伸びるのは古代、場所によつては中世までまたなければならない。常願寺川右岸流域では弥生時代前

期の遺跡は確認されていないため詳細は不明であるが中・後期では常願寺川と上市川扇状地扇端部が接する白岩川流

域で多 くの遺跡が営まれるようになる。古墳時代は弥生時代の遺跡の分布とほぼ同様な広がりを示す。代表的な遺跡

は竹内天神堂古墳 (8)。 塚越古墳 (12)や 県内最大の円墳である稚児塚古墳 (18)な どが挙げられる。

古代では 7世紀と11世紀は資料が少なく不明な点が多いが、8,9世紀は新扇状地上や蛇行原の自然堤防上を中心

とし、弥生時代以降開発が行われなかった上段段丘上の立山町上末に上末古窯跡群 (65)の操業が開始されるなど常

願寺川右岸扇状地の全範囲で遺跡数が著しく増加する。なお、上末古窯跡群が廃棄された後、近世に至 り再びこの地

に越中瀬戸窯跡群 (62)が操業を開始 しており上末周辺は窯場としての条件が整っていた地域と言える。この時期成

立した東大寺領大藪の荘比定地の一つに、浦田遺跡の隣接地の立山町泉・寺田地区が挙げられており、当遺跡の性格

を考える上で重要な要素となる。古代の代表的な遺跡は先に触れた立山町上末古窯跡群・利田横枕遺跡 (14)・ 辻遺

跡 (36)な どが挙げられ、辻遺跡では郡司・里正など古代智令制を示す木簡が出土している。

中世では古代の 8・ 9世紀と同様、扇状地の全範囲で遺跡の分布が見られる。常願寺川が東偏 し現流路に固定され

るのはこの時期で、上市川が転流するのはもう少 し後の近世初めであるが、ほぼ現地形の景観が形成され現集落の成



2.遺跡の立地と環境

立につながる時期と言えよう。代表的な遺跡としては神田遺跡 (33)。 若宮B遺跡 (34)・ 弓の庄城跡 (52)、 仏生寺

城跡 (7)な どが挙げられる。

¢)浦田遺跡周辺の微地形

浦田遺跡は常願寺川扇状地の扇端部に位置し、南北に細長い微高地の北端に広がっているが、現在、遺跡周辺はほ

場整備が行われており微地形の判断は難しい。大正時代の地形図や明治時代の地籍図には白岩川が支流の栃津川と合

流 した下流で顕者に蛇行流路跡が観察できる。現在この流路跡は富山市と舟橋村・上市町の行政区境となっている。

浦田遺跡が広がる微高地の西東両側にも埋没河道に起因すると思われる低湿地が見られる。西側の低湿地は地籍図

にもその痕跡が認められ、北から「鯰掛」「東沼」「沼」などの低湿地を連想させる字名が細長 く続いている。この埋

没河道は付近を北流する高野川もしくは細川の旧河道と思われ、微高地はこの河道により浸食され蛇行崖を形成して

いる。蛇行崖の一部は平成 9,11年度に調査 しており、詳細は後述するが、出土遺物やその堆積状況から旧河道は縄

文時代に機能し、縄文時代後期にはその活動を停止して湿地化が進んだと考えられる。このことは縄文時代中期の常

願寺川の新扇状地形成、これに伴う岩崎野段丘の成立とほぼ同時期に、この旧河道が活動 して微高地を浸食する蛇行

崖を形成したことを示している。

東側の低地は地形図では栃津川または

その支流の旧河道に浸食されている。平

成 9年度の調査では調査区の東端に南北

に流れる谷地形を確認している。この谷

地形は古代の流路と中世前半の区画溝を

削平 しており中世前期以降に形成された

と考えられる。しかし、この谷地形を河

道の浸食に伴う低地の始まりとするか、

すぐ東側を流れる農業用排水の旧流路で _

あるか現時点では判断できない。東側の

低地の詳細な形成時期に関しては不明で 暮|

あるが西側の低地が形成された時以降と

考えて矛盾はない。この様に遺跡が広が

る微高地は岩崎野段丘とほぼ同時期に形

成され段丘先端部もしくはそこから延び

る自然堤防と考えられる。この地に最初

に集落が営まれた弥生時代中期の景観は、

微高地の東西を浸食 していた河道はその

活動をすでに停止 した状態で河道内は低

湿地化していたと考えられる。 (高梨) て

籠/素

¨

寺

瞬

図4 調査地周辺の字割と旧流路の復元
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第 2章 査の概要

1.調査の方法

グリッドの設定 (図 5) グリッドは2m方眼で、事業地内の全域をカバーできるように設定 した。グリッドの基準

には国家座標を用い、平成 9年度の事業開始時点にX77,180Y13,500を XOYOと して設定した。

調査区は、平成10,11年度を便宜上A～ D地区とした。

発掘調査方法 調査内容は、 a.表土除去、b.サ ブ トレンチ掘削、 c.包含層掘削、 d。 遺構検出 。発掘、 e.遺

構の記録写真撮影 。実測図化、 f.平面図測量、 g。 分析用サンプリング、h.土壌洗浄である。

a.表土除去 試掘調査結果に基づき、調査員立ち会いのもと重機による表土除去を実施 した。表土は一部搬出し、

その多 くは調査区外にキャリアダンプを使って山積みした。

b.サ ブトレンチ掘削 表土除去後、調査区内のグリットに合わせて、10m毎のグリット杭の東側および南側に幅30

cm程度のサブ トレンチを設定した。さらに、杭を中心に幅30cm程度のセクシヨンベル トを残 し、すべてのセクション

ベル トで基本層序の観察・記録を行つた。深さは、基本的に地山 (4層 )を 若干掘 り込む程度とした①

c.包含層掘削 10m毎の畦で層序を確認 しつつ人力によリスコップで行つた。出土遺物は、グリッド毎に適宜取 り

上げた。

di遺構検出 。発掘 人力によリジョレンやねじり鎌で遺構検出を行つた。確認 した遺構は、スプレーペンキでマー

キングを行い、縮尺1/100で 地区毎に概略図の作成を行った。遺構番号は、基本的に各地区毎に遺構の種類毎で番号

をつけた。なお、溝のように複数の地区にまたがるものについてはこの限りではない。A地区は 1香から、B地区は

一部遺構を除き101番から、C地区は一部遺構を除き301番 から、D地区下層遺構は401か ら順につけた。しかし、D

地区の上層遺構は不手際から1番から順につけてしまいA地区の遺構番号と重複してしまった。紛らわしいものは調

査年度をカッコ書きにして付 した。遺構は、埋上の埋積状況を観察・記録するためのセクションベル トを残 し、明ら

かに攪乱と思われるもの以外は移植ゴテで発掘 した。

e.遺構の記録写真撮影・実測図化 セクション図はすべて1/20で 図化 した。掘立柱建物をはじめ建物の柱穴および

小穴は、検出状況で1/10で平面図化 し、空中写真測量後にすべてを断ち割った。その際、平面で柱痕を確認できたも

のは柱痕部分で、それ以外のものは中心部を通るように実施 した。写真は、セクションについては基本的に35almカ メ

ラで、個別の完掘写真や重要な箇所についてはプローニー版カメラも合わせて撮影した。全景・ブロック写真は、35

11mカ メラ・ブローニー判カメラ 。4× 5イ ンチ判カメラで合わせて撮影した。フイルムは、35mln・ ブローニー版は主

にカラーと白黒で撮影 し、一部カラースライドを使用 した。 4× 5イ ンチ判は、カラースライドと白黒を使用した。

なお、ブロック・全景撮影に際しては、主にクローラータイプの高所作業車を使用した。

f.平面図測量 上層遺構の平面図測量は、基本的に平板測量で行い、図化縮尺は1/40で ある。下層遺構の平面図作

成にはアジア航測株式会社に空中写真測量を委託 した。撮影にはヘリコプターを使用 し、 8× 10イ ンチ判で測量を行

つた。図化縮尺は1/20で ある。なお、一部遺構は1/10。 1/20で手測量した。

g.分析用サンプリング 樹種同定・軟X線写真撮影・珪藻・花粉・植物珪酸体・放射線炭素年代測定・ガラス玉蛍

光X線分析非破壊法 。「ガラス津」の各分析を実施 した。樹種同定分析は富山県林業技術センター塚本英子氏、樹種

同定・軟X線写真撮影・珪藻・花粉・植物珪酸体・放射線炭素年代測定はパリノ・サーヴェイ株式会社、ガラス玉蛍

光X線分析非破壊法 。「ガラス淳」の分析は奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター遺物処理研究室長肥塚隆保氏

にそれぞれお願いした。塚本氏およびパリノ・サーヴェイ株式会社には、現地で直接サンプリングをしていただいた。



1.調査の方法

hi上壌洗浄 埋没河道・古墳時代住居跡周溝の埋積土は、一旦土嚢袋に詰めた後、ウォーターセパレーションを使

用して洗浄した。乾燥後、内容物を採集した。

整理作業 作業内容には、 a.遺物整理作業 b。 図面整理作業 c.写真整理作業がある。

a.遺物整理作業 土器・石器は、調査に並行 して現場プレハブにて水洗・注記作業を行い、土師器を中心にバイン

ダー処理を施 した。注記はポスターカラーを使用 し、その後、遺構・グリッドごとに分け接合作業を行った。溝・建

物周辺出土遺物などは、できるだけ年度・地区間の接合を試みた。実測は、遺物の時期や出土状況を勘案しながら、

遺構出土のものを中心に行った。井堰の各部材は、現場で計測・分析用サンプル採取後、い三菱ガス化学のRPシ ス

テムを使つてパックした。土壌洗浄の結果得られた微細遺物は、種類・地点毎に小ビニールに入れて保管 している。

遺物の写真撮影は、主に4× 5イ ンチ判フイルムを使用し、ビューカメラでス トロボ撮影をした。
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b.図面整理作業 現場で製作した記録図面はB3版で約250枚にのぼった。各図面は、地区毎に断面図 (基本的に

1/20)。 平面図 (基本的に1/40)に分け、それぞれの図面の内容をタックシールを付け明記した。

c.写真整理作業 現場で撮影した写真は、年度・地区・フイルムサイズ毎にネガアルバムに整理し、それぞれの内

容をタックシールを付け明記した。遺物写真は、平成10・ 11年度分を1冊のアルバムに整理した。

2.調査の経過

(1)平成10年度調査の経過

A・ B地区の重機による表土除去は、4月 22日 より開始 した。除去 した土砂および平成 9年度調査の残土を搬出す

る必要があったため予想より時間を要し、終了したのは5月 7日 であつた。 5月 11日 より調査員 2名 、作業員40名程

度、補助員 3～ 4名の体制で発掘作業を開始 した。当初は、遺構密度が高いことが予想されたA地区の調査を優先さ

せながら調査を進めた。調査中、 6月 13日 に隣接する立山町立北部小学校 6年生の遺跡見学があつた。また、6月 15

日より、県埋文センターで実施している埋蔵文化財専門職員研修の研I多生 1名 が加わった。空中写真測量の日程が決

まった7月 中頃、SD01で井堰が確認された。梅雨末期の雨が′心配されたが、7月 24日 には予定通 りA地区の空中写真

測量を実施 した。 7月 28日 には県埋文センター主催で小学生を対象とした「ふるさと考古学教室」の遺跡見学があり、

8月 1日 現地説明会を実施した。調査の進捗状況が早いことから次年度調査区を一部調査することとなり、 7月 13日

よりC地区表土除去開始した。A地区は、8月 2日 より柱穴・小穴の断ち割 り作業や井堰部材の取 り上げを実施し、

8月 11日 に終了した。この遺跡は、当初遺構検出面を 1面のみ想定していたが、B・ C地区では、上・下 2面が確認

できた。B地区は、低位部のため降雨の度に水没し、排水が調査中常に課題となった。しかし、10月 1日 にB地区の

空中写真測量を実施、10月 5日 には残務も終了した。C地区は、本格的な作業開始は8月 盆明けからであった。SD307

が予想以上に深かつたことやサク状遺構の密度が高かったことから、時間がかかつたがH月 24日 に空中写真測量を実

施、11月 25日 に調査を終了した。

似)平成11年度調査の経過

遺跡の取 り扱いの変更に伴い、村教委 と県文化財課との協議の結果、約1,800ぽ を対象に調査を実施することとなっ

た。しかし、調査区がちようどSD307の流路を縦割 りするかたちになったため、拡張して約2,100∬ をすることとなっ

た。重機による表土除去は、4月 26日 より開始した。調査区内は、表土の上に盛土が約 lmあ ったため時間を要した。

G.W明 けの 5月 10日 より調査員 2名、作業員25～35名程度、補助員 2名で発掘調査を開始 した。遺構検出面は、

上・下 2面確認された。当初、上面は SD307以外の遺構は少ないものと考えていた。しかし、サブ トレンチセクショ

ン観察・遺構精査の結果、基 3,4層 を削 り残してつくられた水田畦畔が確認されたため、上面遺構の調査に予想以上の

時間を要した。6月 15日 には舟橋村立舟橋小学校 4～ 6年生の遺跡見学があった。下面遺構も、当初の予想を上回る遺

構が確認され、特に埋没河道・古墳時代初めの住居跡に時間がかかることが予想された。上面の遅れに加え、下面で

も遅れる可能性が出てきたため、村担当課と協議をもったが、工事の関係上、 9月 上旬までの調査終了要望が強かつ

た。そのため、遺構埋積土を一旦土嚢袋に詰めた後、ウォーターセパレーションを使用 して洗浄することとした。空

中写真測量は、当初 8月 盆前を予定していたが、降雨のため準備が間に合わず、結果 8月 19日 に実施 した。また、 8

月23日 には現地説明会を実施 し、その後、建物柱穴および小穴の断ち割 りなど残務作業を行い、8月 31日 に終了した。

土壌洗浄は、現地にて行った。約5,000袋 を洗浄するのに8月 20日 頃から9月 中旬までかかった。乾燥後に選別を行

ったが、その作業には lヶ 月以上を要した。しかし、管玉作 り関連遺物・石器・剥片・炭化米・種子など多 くの成果を得

ることが出来た。 (越前 )
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3.基本層序

基本層序の性格と時期の決定は次の手

順で行った。調査にあたり10mグ リッド

に従い断面観察用のサブ トレンチを設定

した。 トレンチ断面で基本層序の垂直・

平面的な広が りと遺構の掘 り込み面を確

認した後、包含層掘削に着手した。包含

層掘削とこれに伴う遺物の取上げは基本

層序に従い、断面観察用の畦はすべての

遺構を完掘するまで残 し、遺構掘 り込み

と平面的な広がりを再確認 している。各

基本層位の帰属時期は包含層出土遺物と、

断面観察による遺構の掘込み面とその遺

構からの出土遺物との関係を整理し、層

位間で矛盾が生 じない時期を採用 した。

この項では各基本層位の性格や遺構・地

形との関係、その堆積時期を一部推定を

交えて述べる。なお、基本層位名は浦田

遺跡において過去に行われた調査と同じ

であるが層序を理解する上で細分化 した

層がある。

今回の調査区の地形は、先の遺跡の立地と環境で述べたように、岩崎野段丘の先端部もしくはそこから延びる自然

堤防上に位置 し、東西両側を河川により浸食を受けている。調査区内の地形は段丘 。自然堤防の先端部である微高地

(A・ C地区)・ 後背低地 (B地区)と埋没河道 (D地区)の三つに分けられる。

基本層序は大きく1～ 4層 の4つ に分けた。 1層 が現表土、 2層 は褐灰色を基本とした遺物包含層、 3層 は有機質

を多 く含む黒色上の遺物包含層、 4層 は明黄褐色土の無遺物層でいわゆる地山である。各時期の遺構は 2・ 3層 内か

ら掘 り込まれる。

1層 は現表土で下層には鋤床が発達し、 2層 との層界は平坦画然である。

2層 は旧水田耕作土とその鋤床でD地区を除くA・ B・ C地区に広がる。後背低地であるB地区では2層 はさらに

a～ fの 6層 に細分化でき、ここでは3回の田直しの跡を確認した。 a層 は旧耕作土で直下の b層 はこの鋤床となり、

同様な関係が c層 とd層 、 e層 とf層 にもある。 2層 の帰属時期は次のように判断した。最も新 しい遺構であるSD

102・ 104は a層上面から掘 り込み、 S D102か らは越中瀬戸の皿 (213)、 S D104か らは近代の陶磁器 (216・ 217)が

出土 している。 2層最下層であるf層 から確実に掘 り込む遺構は確認できなかったが、出土遺物のほとんどが中世後

期の遺物に占められ、直下の 3層 からは中世後期の遺物は出土せず、最も新 しい遺物が中世前半であるなどのことか

ら2層 の帰属時期は a～ d層 までは近代 。近世、 e・ f層 は中世後半と考えられる。なお、断面では水田畦畔と思わ

れる盛 り上が りをf層 上面で確認 しているが、その平面的な広が りは確認できなかった。D地区ではS D307の上に近

世の水田畦畔が確認でき、同時期の水田畦畔が微高地上に広がっている。微高地の一部では近世の畦畔下に別時期の

畦畔を確認 した。遺構の切 り合い関係からS D307が機能していた時期の水田畦畔と考えられ、時期的にはB地区の f

Fθ
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図6 基本層序

1層  黄灰色シルト質土 (25Y4A)[表 土 現耕作土 ]

2層  暗褐色シルトとにぶい黄褐色ンルトの互層 (10YR3/R5β )

[中 世後期から近代に力Wナ ての耕作土 ]

3層 黒色シルト/粘質土 (10YR1 7/1)

[縄文時代後期から中世前期に力■)ての上壌化した層位 ]
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層上面で確認 した中世後半の水田畦畔と同時期と考えられる。 2層 と3層 の層界は平坦画然であり2層が 3層上面の

一部を削平した後堆積 したと考えられ層位間は堆積の連続性はない。

3層 は有機質に富み、ほぼ調査区全域に分布 している。分布範囲等からa・ b・ cの 3層 に細分 した。 a層 は微高

地上に分布 し、後背低地に分布するb層 と比較して砂の含有度が多いため区分 したが、この土性の違いは地形種の違

いによる堆積環境によるものと考えられ堆積時期などは同じである。 c層 は地山である4層 との漸移層である。なお、

D地区の埋没河道の覆土は3層 と酷似するものの、現用水が基本層序を切断しているため相関関係は不明である。 a・

b層からは弥生時代中期から中世前期の遺物が出土 している。この層では中世 (S B01)古代 (S D01・ 13・ 114・

116・ 122)弥生時代 (S D413・ 414)な ど各時代の遺構を確認 した。これらの遺構の掘 り込みは3a・ b層 中からで、

さらに各時代ごとの遺構面に区分されるものと思われるが、遺構の立ち上が り部分は上部に行 くに従い不明瞭になっ

ていき肉限による断面観察では時代ごとの区分は不可能であった。 c層から掘 り込む遺構は確認 していないが層位内

から縄文時代後期の土器が出土している。以上のことから3層 は縄文時代後期以降地形的に安定したことにより4層

が有機質層化 したものと考えられる。

4層 はいわゆる地山で、B地区とC地区の境では確認面から約1.5m下 まで 4層 が堆積 しているのを確認 している。

性格的には土性は地点により砂土からシル ト質壌土と変化するが性格的には同質で、遺跡が広がる微高地の整形層と

考えられる。平成 9年度の調査ではこの後ふれる埋没河道の肩部から先土器 (旧石器)時代と思われる石器が 1点出

土しているがこれまで述べてきたように遺跡が広がる微高地の形成時期等を考慮すれば周辺に先土器 (旧石器)時代

の遺跡が存在する可能性は低 く、河道に伴う流れ込みとして判断するのが妥当と考えられる。

過去 3年間の調査で噴砂跡を数力所で確認した。B地区では噴砂が 4層 と3c層 を切 り3b層の中程で止まってい

るのを確認した。 3b層の堆積時期は弥生時代中期から中世前半までと長期間にわたるが、噴砂が中程で止まってい

るのを考慮すれば噴砂の時期は古代の可能性が高いものと思われる。D地区では2層 内で地震痕跡が確認されたため、

自然科学分析を行った。詳細は附編の自然科学分析を参照頂きたい。

埋没河道であるD地区の層序についての詳細は遺構の章で述べるが、それぞれの層位の帰属時期は出土遺物の分布

状況と堆積状況を整理して4時期に分けた。上から、古墳時代以降の①層、弥生時代後期の②・④層、弥生時代中期

の③・⑤・⑥層、縄文時代晩期頃の⑦ o③層である。特に②・④層と③・⑤・⑥層の境にはマンガン斑の発達が見ら

れ、出土遺物の垂直分布もこの層界で古墳時代以降の遺物の出土量は極端に減り、かわりに弥生時代中期の遺物の出

土量が急激に増えるようになる。このことは縄文時代晩期の進積である⑦ o③層である程度埋没していた河道が再度

河川作用により浸食・堆積し、①から⑥層が堆積した結果と思われる。最下層の⑦ o③層と地山の4層 との層界には

漸移層が発達 しており、堆積状況や遺物の出土状況は基本層位の3c層 と酷似 している。 (高梨 )
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4.縄文・弥生 。古墳時代

(1)概   要

縄文時代後・晩期の遺物は、主に調査対象地西側を中心に散見できる。明確にこの時代の遺構と捉えられるものは

ない。なお、D地区で晩期の土器・玉類が出土 した埋没河道や晩期の浅鉢が出土した土坑 (SK418)が あるが、後者

は、土坑底面より浮いた出土であることから混入の可能性が高いと考えている。

弥生時代中期になると、D地区で土坑が数基散見できるほか、先述の埋没河道より中期 (Ⅲ様式～Ⅳ様式初め)の

遺物が多 く出土している。この埋没河道の埋積土は、土壌洗浄を行い、管玉作 り関連遺物・ガラス玉などを得ること

が出来た。また、埋没河道東側一帝の古墳時代以降の遺構中にこの時期の遺物が目立つ。本来遺構があったものが中

世後期の水田開発により削平されてしまったものと考えている。弥生時代後期には、A地区で井堰を伴う大溝 (SD01)

とそれに伴う溝を、D地区で最終末～古墳時代初めの溝を確認 している。SD01中で確認された井堰は2基ある。 1基

は後期初め (猫橋式期)、 もう1基は古墳時代初頭 (古府クルビ期)と 考える。しかし、この溝・井堰の時期決定には、

いくつかの問題もある。これについては後で詳述するが、この報告では、SD01の時期を弥生時代後期～古代 として扱う。

古墳時代には、D地区で古府クルビ期の住居跡を3棟確認している。いずれも周溝を伴い、このうち 1棟は埋没河

道と切 り合つており、これを切つている。この辺 りは中世後期の水田開発に際し、地山が少なくとも15cmは削平され

ているため、いずれの住居跡にも周堤帯等は確認されなかった。

以下、弥生・古墳時代の各遺構について地区毎に詳述する。

(2)A地区の遺構

a.弥生時代

SD01 A地 区を南東から北西に斜めに横切る溝である。この溝は、H9調査で南北の 2カ所で続きが確認されてい

る。現況で、幅3.0～ 5.Om深さ0,7～0,9m程度を測る。断面形は、逆台形を呈する。なお、土層断面観察により上部

は削平されていることが分かる。また、X82Y84・ X91Y78付近で時期が異なる SG01・ 02の 2基の井堰が確認され

た。それぞれの井堰によって分水された水は、SD06・ 05へ流れる。また、全体に直線的である流路は、X97Y71付近

で北に向きを変えそのまま直線的に北流する。これらは、人による溝の掘削・管理があつたことを伺わせる。

概要の項で、「時期決定にいくつかの問題がある」とした点について詳述する。SD01の埋積土は、埋積状況・土質など

より大きく3つ に分けられる。下層部は、基本層序 4層 (以下、基本層序の各層は「基○層」とする)に起因すると思われ

る責灰色・灰黄色・にぶい黄色砂などと基 3層 に起因すると思われるシル ト混 じりの黒色・黒褐色砂の互層で、粗砂も多

く混ぎる。所によつては地山と見間違うほどで、検出段階の溝の肩部までほぼこの上で覆われる。普段の水量はさほど

多 くないものの、たびたび大水の被害に被つたようである。中層部は、下層部よリシル トっlFい黒色・黒褐色砂を基本に

黄灰色・灰黄色・責褐色砂などが混ざる。この埋積土で埋まる溝は、下層部埋積土を切つており、両堆積土の堆積には時

間的断絶があつたことがわかる。また、川幅も狭 く浅 くなる。上層部は、より土壌化 した黒色・黒褐色砂質シル トが埋積

し、鉄分の沈着・植物の根の痕が多 く確認できる。なお、2基の井堰は、中層部の完掘後あるいは下層部を掘 り下げ中に

木組みの上端が見え始めた。遺物は、下層部からは弥生時代後期 (猫橋式期)～古墳時代初頭 (古府クルビ期)の遺物のみ

が、中層部からはそれに古代 (8世紀後半以降)の遺物が混じり、上層部からはさらに柱状高台の土師器皿 (12世紀中頃)

が出土している。ただし、遺物の総数としてはさほど多 くない。さらに、井堰の部材数点を放射性炭素年代測定した結果

も古墳時代初頭以前の値を示している(附載参照)。 なお、上層部は、中世前期の掘立柱建物 SB10,03に 切られる。これら

から、この溝の初現を弥生時代後期に求め、完全に埋没した時期を12世紀代と考えた。しかし、ここで問題となるのがそ

の存続時期の長さである。この付近の地山である基 4層 は、粒子の比較的粗い黄褐色砂である。調査中も降雨の度に遺

構の肩が崩れたり埋まったりし、小さな流路が出来た。このような状況下で、SD01の存続期間は不自然なように思われ

=2
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る。「時期決定にいくつかの問題がある」としたのはこの点についてである。一応、下層部の流路埋没後も窪地として名

残がみられたか、浅いながらも自然流路として残っていて、古代の時点で新たに掘 り直されたか大水による開削で流路

が生まれた可能性があると考えている。埋積土の自然科学分析等があれば解決できたかもしれず、後悔される点である。

SD06 X82 Y84付近でsD01よ り分岐し、これに沿つて北流する溝である。ただし、分岐点は SD01中層段階の流

路に壊されている。平面検出状況・断面観察により、大きく2つの流れ (SD06 1・ SD06-2)に分けられる。SD06-2

の埋積土は、sD01よ り粗砂が多 く混ざるものの SD01下層部と類似する。SD06 1の 埋積土は、SD01中層部とよく似る。

前者は、幅1,0～ 1.6m深 さ0.5m前 後を測る。なお、調査区内において底面のレベルはほとんど変わらない。断面形は、

南側では「U」 字形でいくぶん袋状となるが、北側では皿状を呈する。埋積状況より水量が多い時と少ない時とが幾

度とあったようである。sD06底面とSD01底面の比高差は、20～ 30cm程度あり、井堰による分水機能が働いていたこ

とを示すものであろう。後者は、幅0,7～ 1,Om深 さ0.3m前後を測る。SD06-2よ りさらにSD01に近いところを流れ、

SD01肩部 (中 ・下層部埋積土)を一部切る。

SD05 X91 Y78付近で SD01よ り分岐し、北流する。ただし、分岐点付近は SD01中層段階の流路に壊されている。

幅0,9～ 1.Om深 さ0.4～ 0.5mを 測る。埋積土の違いから、大きく2つ に分けることが出来る。しかし、いずれも埋積

状況が SD01下層部に似ていることから、SD01同様古墳時代初めには埋没していたと考えている。

SG01 SD01中 のX82Y84付近で検出され、SD01の流れにやや斜行 して構築されている。一部西側は SD01中層段

階の流路に壊されているが、検出時点で長さ7.Om前後、基底部幅2.Om程度、高さ0。 5m前後を測る。井堰としては、

上市町中小泉遺跡 (弥生時代中・後期)[上市町教委1981]、 小杉町南太閤山 I遺跡 (古墳時代 5c)[県教委1983]、

福光町梅原胡摩堂遺跡 (16c前半)[福光町教委1996]、 大島町北高木遺跡 (弥生時代)[未報告]に次いで県内 5例

目である。構造を見ると、まず、長さ1.0～ 1.4m程度・断面の 1辺が 7～ 10数cm程度の角材を鉛直方向に25cm程 度の

間隔で40～ 50cm程 度の深さまで打ち込む (縦材 )。 次にその縦材を中心に同じ程度の長さで厚さ数 cmの角材を斜めに

打ち込み (斜め材)、 さらに横木を渡 して (横材)固定する。横材は、他の材より細 く短いものが使われたようである。

いわゆる直立型堰と合掌型堰の中間的な構造である。斜め材の一部にヨシ・アシ類の植物遺体が少量見られたが、こ

れが井堰を構成する部材の一部であったかどうかは不明である。なお、構築部およびその後背部力MOcm程度窪む。こ

の部分の埋積土には粗砂・玉砂利が多 く見られることや類列が中小泉遺跡以外にないことから、井堰が破棄されたあ

と水流によりえぐれた可能性が高いものと思われる。なお、井堰に直接伴う遺物の出土はなく、時期決定は検出状

況・埋積土 。自然科学分析結果などから推定するしかない。それらから弥生時代後期を考えている。

SG02 SD01中 のX91Y78付近で検出された。遺存状況が極めて悪 く、数本の杭が確認されたのみである。そのた

め、構造の詳細は不明であるものの、縦材と斜め材が確認できることからSG01と 同様の構造であったと推測できる。

また、構築部分と推測する窪みの形から、ほぼ南北方向に構築されたものと思われる。このことと、SD01中層段階の

流路を考えあわせると、この時期の sD01は ここで屈曲していたと推定できる。この井堰に直接伴う遺物の出土は見

られない。しかし、SD01下層部埋積土中の SG02上面より古府クルビ期の赤彩重が出土 しており、これをこの井堰の

下限と考えている。このことは、自然科学分析結果とも矛盾 していない。

SG03 SD01中 のX94Y76付近で確認された杭列である。現況は長さ2m余 り、15～ 20cmの 間隔で矢板状の板材を

打ち込んでいる。sG02のすぐ北側に位置し、SD01中層段階の流路に壊されているが、本来はより南側まで延びて SD05

との分水部付近の護岸だったと推測する。時期は、SG02と 同時期と考えている。

僧)D地 区の遺構

a.弥生時代

埋没河道 今回の調査において、調査期間・湧水 。調査区の形などの制限から十分な土層観察・遺構精査が出来た
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とは言い難い。そのため、埋没河道に切 り合っていたと推測される古墳時代以降の遺構の確認が出来なかった。そう

いった状況下で、確認できたことについて述べる。調査は、玉作 り関連遺物の出土を想定し、調査区に50cmメ ッシュ

を設定し (東西軸A～ W・ 南北軸 1～ 35)、 上部から深さ5～ 7 cm毎 に①から順に土嚢袋に詰めて取 り上げそれを洗

浄した。その結果、層序を無視 した形となったが、各層序の時期決定に際し多分に参考となった。この埋没河道は、

当遺跡範囲の西側境となるもので、H9調査でも確認されている。今回の調査における最深部は標高10.4m、 肩部と

の比高差は1.4mを測る。底面は比較的平坦で傾斜 も少ない。セクションの 7・ 8層 は、H9調査の SD70埋積土に

あたり、 5'6層 はH9調査の 2・ 3層 にそれぞれ対応すると考える。埋積土は、他の遺構と異なリシル ト分が多い

砂質土である。 2・ 4層 と3・ 5・ 6層 との境には鉄分・マンガン斑の沈着が多 く見られ、埋没過程に断絶があった

ことが推測できる。また、 7・ 8層 は、ヨシ・アシ類の地下茎が多 く見られる。出土遺物・埋積状況からその堆積時

期は、 7・ 8層 は縄文時代晩期、 3・ 5・ 6層 は弥生時代中期、 2・ 4層 は弥生時代後期、 1層 は古墳時代以降の時

期を考えている。ただし、 1・ 2・ 4層の堆積時期が弥生時代中期～後期である可能性も否定できない。それは、 1

層に古代・中世の遺物が多 く混じるのは、当該期の遺構が切 り合っている可能性や中世後半以降の水田開発時に攪乱

を受けた可能性、水田の耕作土の一部となっていた可能性があるためである。 2・ 4層 も埋没河道を切つている古墳

時代初め (古府クルビ期)の住居跡に伴う遺物が混ざっているだけの可能性も否定できないためである。

出土遺物には縄文時代晩期、弥生時代中・後期、古墳時代初め、古代、中世の各時代のものが見られる。縄文時代

晩期の遺物は、 7・ 8層 の出土で中屋Ⅱ式期深鉢形土器・小玉がある。弥生時代中期の遺物は量的に最も多 く、畿内

Ⅲ様式～Ⅳ様式初めの上器・石器が出土 している。また、ガラス小玉、管玉作 り関連遺物 (製品・未製品・磨製石

錐・打製石錐・有孔円盤状石製品)、 ヒスイ原石・荒割片などもある。これらは 3・ 5層 を中心に 1・ 2・ 4層から

の出土である。弥生時代後期・古墳時代の遺物は、量的に極 く少量である。なお、天王山式系土器が 2個体分出土し

ている。その所属時期は、一般的には弥生時代後期とされている。しかし、これらの出上位置・層位が 5層上部に相

当していること、付近からは信州の栗林式土器を含む弥生時代中期の土器の出土しか見られないことなど、後期と即

断しかねる状況にある。ガラス小玉は、奈良国立文化財研究所埋蔵文化センター遺物処理研究室長肥塚隆保氏による

蛍光X線分析非破壊法の結果、カリガラスであることが確かめられている。なお、出土遺物の中に、一見「ガラス滓」

ではないかと見受けられるガラス質の物質が大量に存在 している。大きさは0.2Hlln程度の微小なものから41m程度のも

のまである。形状は、不規則な多面体・球状・不整形などバラエテイに富み、いずれも気泡が多 くみられる。色調は、

緑・深緑・黒などのものがある。その所属時期としては、出土層位より弥生時代中期を考えている。しかし、この物

質をガラス小玉同様、肥塚氏に分析を依頼 したところ、『「ガラス淳」からは、クリス トバライ トが検出されており、

人工的なものとすればかなりの高い温度で加熱されたものと推定される。ガラスの製造にはこのような物質は生じる

ことはなく、ガラスの製造とは関係のないものである。』との所見を頂いた。しかし、この物質が何に起因するもの

であるかは不明のままである。

SK4呵 3 南北1.3m東西0.55mの楕円形、深さ0,3mで袋状の断面形を呈する土坑である。平面プランおよび壁面と

地山との境は不明瞭である。これは、同時期の遺構 (SK420～ 421)|こ おいてもいえる。南端に弥生時代中期 (Ⅲ様

式)の土器が 1個体潰れた状態で出上した。出土した土器は、その類例を長野県松本盆地周辺に求められそうである。

SD411-1・ 2 D地区中央部を北流する。本来 1本の溝で、時期により多少東西に溝がふれた結果、数条の溝とし

て検出されたものである。各溝は、幅40cm前後深さ25～ 30cm程度の溝である。SD411 1が SD411 2を 切 り、SF401は両

溝を切る。調査区南側の SF401と 重複する辺 りでは、古代の遺物も若千見られるがサク状遺構の掘削に伴う混入であ

る。南接する地区を1986・ 87年調査の際にも確認されている (立山町教育委員会1986・ 1987)。 その際の調査結果や

今回の出土遺物から、この溝の存続時期は弥生時代終末期～古墳時代初めと考えている。この溝は、その位置関係か

どを
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ら後述する住居跡群と有機的関連があったと思われる。

SD421 埋没河道を切るが、その部分のプランは明瞭に確認できない。出土遺物は弥生時代後期の土器がある。

小穴群 遺物の出土もなく、時期決定の決め手に欠けるため平面図には載せていないが、sD411西側を中心に多数

の小穴群を確認 している。これらのうち、直径15～ 20cm程度で輪郭が不明瞭なものが散見できる。sK413・ 420な どの

例からみて弥生時代の遺構と考えるのが妥当と思われる。埋没河道や古墳時代住居跡中の遺物量などから、本来あっ

た弥生時代中期の遺構群は、中世後半の水田開発時に削平を受けたものと推測している。

b.古墳時代

SB03・ SD413 古墳時代初め (古府クルビ期)の住居跡で、SD413が周溝にあたる。周溝は隅丸方形に巡 り、その

中央部に4本柱の建物が建つ。プランは sBo4・ SD414の住居弥と重複する。調査区内において直接切 り合い関係は確

認できなかったが、sD418と それぞれの溝との関係からSB04。 SD414が新 しい。SK406と の切 り合い関係ははっきり

しないが、sK405に は切られる。周溝の南西部が途切れることから、この部分が建物の出入 り口であったと思われる。

SK407は、この建物に伴う可能性があるものの性格は不明である。柱穴は、深さはSB04の柱穴と大差ないが、直径は

やや小さい。 4本中3本の柱穴で、柱の木質が残存 しているのが確認できた。

出土遺物は少なく、図化可能なものは弥生時代中期の鉢 (Hll-64)程度である。

SB04・ SD414 古墳時代初め (古府クルビ期)の住居跡で、SD414が周溝にあたる。周溝は円形に近い隅丸方形に

巡 り、その中央部に4本柱の建物が建つ。SB03'SD413と 比べるとひとまわり小さくなるが、周溝幅・深さおよび柱

穴規模はむしろ大きくなる。周溝は、SB03。 SD413同様に南西部で途切れ、その部分でやや幅が広 くなる。幅は約4

mを測 り、入 り口部分と考えられる。なお、柱痕は確認できず、むしろ人為的に埋め戻 したようであった。

周溝および柱穴内からは古府クルビ期の上器を中心に弥生時代中期の土器などが豊富に出土している。特に、入 り

口両側の周溝内からは大小の甕、赤彩高郭、滑石製勾玉模造品、滑石製臼玉などがまとまって出土している。また、

P4からは拳大のヒスイの原石が出上した。

SB05。 SD422 古墳時代初め (古府クルビ期)の住居跡で、SD422が周溝と考えている。SB05Plお よび sD4221よ

埋没河道を切る。しかし、sD4221よ 、調査区西端で急に浅くなったり、東西で続きが未確認であるなど周溝とするに

は不確定要素が多いことを断つておく。

SB05Plか ら石包丁の小片と研磨途中のヒスイ片(Hll-375)が SD422よ り出土 しているのみで、時期は特定できない。

SD418 古墳時代初め (古府クルビ期)の溝で、SD413を 切 りSD422に切られる。住居跡の周溝の可能性もあるが、

他の周溝と比較して浅いことや出土遺物がないことから断定しかねる。

SK405 南北1.9m東西0.9m深さ数 cm程度の浅い土坑で、SD413を 切る。埋積土には焼土・炭化物が比較的多 く混

ざるものの、底面・壁面に被熱した痕跡は認められなかった。

出土遺物には弥生土器があるが、この遺構の時期を表すものではない。なお、sBo4・ SD414に伴う遺構の可能性も

ある。                                               (越 前)

表 2 古墳時代住居跡一覧

建物番号 建物方向 建物規模 梁  行 梁行柱間 桁行柱間
桁  行

(平均 )

周 溝 径
(平均 )

周溝深さ
(平均)

周 溝 幅

SB03 N‐ 37° ―W 1× ユ 3.32 3.34 3.34 13.6 0.23 0.25

SB04 N‐ 43° ―W 1× ユ 2.52 2.52 2.9 2.9 10.32 0.3 0.46

SB05 N‐ 8° ―W 1× ユ 2.98 0.28 0.57

*長さの単位は、いずれもmである。
*建物方向は、桁行主軸が真北よりどれだけ振れるかを示したものである。
*梁行は北側を計測、桁行は西側を計測した。(た だし、SBo5については、それぞれ東側および北側を計測)

*柱間は、柱痕が確認できたものを除き芯々で計測している。

Zσ
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(1)概   要

調査区を含むこの付近は、 8世紀中頃に成立し10世紀末頃まで存続 した「東大寺領大藪荘」の比定地となっている。

この荘園は、県内に多い東大寺領の荘園でも最も開発が進まなかった荘園であったとされている。

調査の結果、 5棟の掘立柱建物と大小の溝およびサク状遺構が確認された。掘立柱建物群は、すべてA地区で確認

され、4棟は SD14に沿って整然と並んで確認された。この掘立柱建物群は、さらに南に延びてお りH9調査でも3

棟が確認されている。サク状遺構は、BoC,D地区を中心に調査区の1/2程度の面積で確認されている。また、SD14

以東にサク状遺構がほとんど見られずそのあり方に興味が持たれる。遺構内出土の遺物は、一部の溝を除いてほとん

どなく、各遺構の時期決定は包含層中の遺物および切 り合い関係など相対的関係より行つた。

包含層出土のものも含めて、 7世紀代の須恵器が若千あるが遺物量が増えるのは8世紀後半であり、10世紀代のも

のまで各時期のものが出土 している。ただし、調査区東側より西側出土の遺物の方が新 しいものが多い。

以下、各遺構について詳述する。

¢)掘立柱建物

SB04～ 07の 4棟は、SD14に沿い建物方向を揃え整然と並ぶ。その間隔は約 4mを測る。同時期に存在 していた SD01

中からも、この時期の遺物は少ない。また、この時期の集落に一般的に見られる竪穴住居も確認されていない。これ

らのことから生活域ではないと推定され、建物群は倉庫と考えている。また、sB 142も 含めたこれらの掘立柱建物群

は、付近の包含層出土遺物・SD14の時期から、 8世紀後半～ 9世紀前半頃の時期を考える。

SB04 唯―の総柱建物である。P10-P12は、梁行の柱列にズレが大きく、各柱穴は人為的に埋められたような埋

積状況を見せる。そのため、この部分は庇の可能性があるが、柱間が大きいことや他の建物の建物方向を考慮 して東

西棟と考えている。なお、柱穴はいずれも直径30cm前 後で規模に差はない。床面積は39ポ である。

SB05・ 06 両建物の桁列にズレが少なく、両建物間は数十cmしかない。そのため、 1棟の建物の可能性があるが、

柱穴規模・柱間から2棟の建物とした。位置関係から見て、いずれも東西棟の建物と考える。SB06の 各柱穴は、直径

40cm程度深さは20cm程度を測る。SB05の 各柱穴は、直径25cm程 度と小さいが深さは20～30cm程度を測る。桁行の柱間

はいずれも不規則である。床面積は、SB05が 14♂、SB06が22.5rを測る。なお、両建物が 1棟 とすると33ぽ となる。

SB07 倉庫群と考えている4棟の建物中、最も建物規模が大きく柱列の歪みもほとんどない。柱穴の掘 り方は基本

的に方形で、 1辺 (直径)55cm前後を測る。柱痕が確認できたものは少なく、埋積土は、灰黄色・にぶい黄色砂を基

本としたものが多 く、地山に極めてよく似ている層もある。床面積は37♂ である。

SB142 H9調査で確認された建物の続きである。3年間で確認された建物中最大である。SB04～ 07の建物方向と

は向きがずれること、SD14に規制されていないことから時期差があるものと考えられる。身舎部分の柱穴の掘 り方は、

方形で 1辺55～ 70cm程度である。南側に 1間の庇がつくが、その部分の柱穴は直径35cmと 小さい。なお、P2-P5

列およびP ll― P14列 の東狽1延長上3.2mの ところに身舎柱穴と同規模の柱穴が存在する。H9調査時点ではP6-P

14列 までの建物として報告されている。しかし、 P15・ P16に加えP17の存在から庇の可能性がある。柱間が広い点

が気に掛かるため、今回は可能性があるとして破線で表記するにとどめた。南側庇のみの建物とすると床面積は36.5

だ、南・東側の 2面庇と考えると床面積57ポ となる。なお、梁行狽1に庇が付 く建物は、1986・ 87調査においても確認

されている (建物一 I-05)。 建物― I-05の床面積は2面庇としたときのSB142と ほぼ同じ57.5♂ である。1986・ 87

調査の報告からみると、建物― I-05は SB142の 後身といえるかもしれない。

僧)溝

SD01 詳述は、前節に述べたためここでは簡単に触れるにとどめる。中層部段階は掘立柱建物群と、上層部段階は

どδ

代
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西側溝群とほぼ同時期にあたる。埋積状況から見るとさほど流量はなかつたと思われる。井堰や護岸などの施設もな

く、遺物の量もさほど多 くない。この時期の利水状況がどの様であつたかは不明である。

SD14 掘立柱建物群の西側約3.5mを 北流する溝である。幅40～ 50cm深 さ10cm前後を測る。北側で途切れるが、sD01

に合流 していたと思われる。削平を受けた可能性もあるが、サク状遺構は、一部は SD14を切るが、その東側で明確

な形で確認されていない。

出土遺物は、古代の遺物がなく中世 (H1017)。 近世の遺物のみである。しかし、建物群との位置関係から古代の

溝と考え、これらを混入と考えている。

西側溝群 SDl15(SDl15-1～ 7を 含む)、 sD122・ 123、 SD133(133-1・ 2を含む)、 sD404、 SD406な どの溝群

を総称して呼称する。出土遺物から、これらの溝は 9世紀中頃～10世紀前半の時期幅におさまると考える。これらの

溝の中では SD122・ 123が最も大きく、幅2,Om前後深さ0,3～ 0。 4mを測る。それ以外の溝は幅0.5m～ 1.Om深さ0,3

m前後を測る。それぞれの溝は複雑な切 り合い関係があり、さらに中世以降の溝がこれらを切るという状況である。

そのため、それぞれの溝の細かい新旧関係は把みきれなかった。しかし、SD133・ SD404が最も新 しいものと考えて

いる。埋積土は全般的に、大きく見ると土壌化 してシル ト分が多い黒褐色砂層と粗砂が多い層の互層となっている。

遺物は各溝から出土しているが、SD122・ 123お よび SD404か らの出土が特に多い。弥生土器 (中期～後期)がその

大半を占め、古代の遺物は比較的少ない。古代の遺物の中では土師器碗・皿が多 く見られ、赤彩されているものも多

い。特記すべき遺物には、SD404出土で「勿」の可能性がある墨書土器 (Hll-164)、 SD122・ 123出 上の弥生時代後

期壺 (Hll 152)で シカがヘラ描きされているものがある。

は)サク状遺構

北側の低位部を除くSD14の西側ほぼ全域で確認されている。幅十数cm～o.4cm深 さ数cm～o.25cm長 さ8～ 15m程度

を測る比較的直線的な溝群である。その掘り込みが地山まで届かず、基 3c層 (漸移層)内で終わつてしまうものが

多い。そのため、漸移層が削平され残っていないエリアは確認できない場合が多い。調査区東側で未確認なのはこの

ためである可能性もある。調査区北側の低位部は、水田など別の利用がなされていたようである。

溝は、1.3～ 1.5m間隔で10条程度が一単位として捉えられる。溝方向の違いから、4～ 5グループに分けられる。

ただし、同じ方向であつても他の遺構との切り合い関係をみると必ずしも時期差を表しているとはいえない。さらに、

遺物が極少ないうえ、その性格上その遺物が必ずしも遺構の時期をあらわしているとは言い難いため、時期の特定は

困難である。検出面では農具痕が確認でき、底面にも農具痕の凹凸が激しい。埋積土は、攪拌された基 4層 (黄灰色・

黄褐色・灰黄色砂)ブロックと黒褐色・黒色のシルト分が比較的多く混ぎる砂ブロックの混上である。   (越 前)

表3 古代掘立柱建物一覧

建物番号 建物方向 建物規模 梁 行 梁行柱間 桁 行 桁行柱間 備  考

SB04 N-74° ―W 2× 3 5,4 2.7+2.7 2.5+2.3+2.4 総柱建物

SB05 N-74° W 2× 2 4.0 2.0+2.0 3.5 2.3+1.2 変則的な柱間

SB06 N-74° W 1× 2 3.8 3.8 4.4 2.0+2.4 変則的な柱間

SB07 N-74° ―W 2× 3 2.6+2.6 2.3+2.2+2.6

SB142 N-90° W 3X3(+1) 2.2+2.2+2.0 5.7僣 .9
1.7+2.0+2.0

(+3.2)
南側 (お よび東俣1)

1間の庇

*長さの単位は、いずれもm。

*建物規模の表記は、「梁行」×「桁行」である。
*建物方向は、桁行主軸が真北よりどれだけ振れるかを示したものである。
*梁行は北側を計測、桁行は西側を計測した。柱間は、東端の柱穴を起点に計測している。
*柱間は、柱痕が確認できたものを除き芯々で計測している。
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表 4 古代サク状遺構計測表

地区名 通構番号 平均頓 平均深 さ 最大深さ 最小深.さ| 方 l ln4 切

'合
い関係

127143144

■27143144

307-盟 37

31°  ,S

地区名 通樽番号 平均帳 | 平均深さ 最大深さ 膨卜深さ 方 1向 切り合い関係
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第 2章 調査の概要

6。 中   世

(1)概   要

大きく分けて前期 (13世紀代)と 後期～近世初頭 (15世紀後半～17世紀初頭)の 2時期がある。前期段階の遺構は

基 3c層および基 4層上面で確認し、後期～近世初頭段階の遺構は3層上面で確認している。両時期の間には断絶が

あり、前期と後期～近世初頭とでは土地利用が大きく変わる。

前期段階は、調査区東側 (A地区)で H9調査で確認された一辺約90mの方形に巡る溝 (区画溝)の続きが確認さ

れ、内側にH9調査で確認された建物を含めて大小13棟の掘立柱建物が確認された。井戸など建物に付属する施設は

確認されていない。建物群は区画内の南東部に集中して確認されている。また、調査区南西部 (D地区)で 3棟の掘

立柱建物が確認された。うち2棟は重複 しているが直接切 り合い関係は無い。その他、同時期と考えられる遺構は確

認できない。各建物の柱穴内および区画溝 (SD13)か らは、時期決定が可能な遺物はない。そのため、掘立柱建物群

および SD13の時期決定は、主に包含層出土遺物より推測したことを断っておく。

後期段階になると、調査区中央 (D地区・H9調査)に 2棟の掘立柱建物およびそれに伴う井戸・土壊が確認され

る。同時期、建物の西側ではサク状遺構が確認され、さらに西側には SD307・ 水田跡が確認された。水田跡が確認さ

れたエリアは、近世前期以降も水田として利用され、近・現代に至る水田跡を確認 している。断片的な確認ではある

が、この時期の水田畦畔を調査区北側 (B地区)で も確認 している。掘立柱建物周辺の比較的標高が高いエリアは畑

作を、その他のエリアは水田を行っていたようである。

磁)区 画 溝 (SD13)

SD13は、H9調査でも確認されている区画溝と考えている溝である。幅2.5m前後深さ10～ 20cmを 測る。底面は基

本的に平坦だが、中央部がやや浅 くなっている。この辺 りは、基 3層が遺存しておらず基 4層上面での検出であるこ

とから、本来は少なくとも15～ 20cm程度は深かつたと推測される。埋積土の観察では、比較的シル ト分が多い黒褐色

砂と黄灰 。暗責灰色砂ブロックの混土の堆積が目立つ。ラミナ構造や細かい水平堆積といつた水堆積 したと考えられ

るような層は確認できなかった。ちなみに、H9調査の結果によると区画溝内側で一辺約86mを 測る。同等の規模を

今回の調査区内に求めると、X10o列付近までが区画内であることになる。H9調査の SB190の 存在から考えても妥当

なところと考えられる。しかし、H10調査時にSD13は、X75Y69付近までしか確認されていない。これは、削平を受

けたためとも考えられるが、底面の標高は12.05m前後を測る。同等の標高を後世の削平が地山まで及んでいない調

査区北側において求めると、ほぼ3c層 中にあたる。このため、南側で確認できたものが北側で確認できなかったこ

とは、調査時に見落とした可能性も否定できない。

出土遺物をみてみると、H9調査で古代遺物を中心に中世遺物・近世遺物がある。また、H10調査では古代遺物と

中世土師器小片がある。しかし、H9調査の近世遺物が近世遺構と切 り合っている付近からの出土であること、明ら

かにこの溝に規制されていると考えられる建物群の存在から中世段階のものとした。しかし、いずれの中世遺物も時

期決定が可能なものではない。

(3)掘立柱建物

a.中世前期掘立柱建物

H10。 11調査区内で確認された区画溝内の掘立柱建物は、大規模建物 1棟 と中規模建物 2棟・小規模建物 4棟の 7

棟および柵 1列が確認された。そのうち、調査区内で建物全体が確認できたものは 5棟である。建物同士の重複は少

ないが、建物方向やその位置関係から数時期に分けられる。建物方向・位置関係より考えるとSB01・ o3・ 08～ 11お よ

び SB179・ 187(と もに■9調査)が同時期であるものと考えている。ここで大型建物としたものは床面積100ポ以上

のもの、中規模建物としたものは床面積が50♂以上100ぽ未満のもの、小規模建物としたものはそれ以下のものである。
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6。 中 世

H9年度調査区で確認されたものも含めてみてみると、SB09・ 12以外は大規模および中規模建物に小規模建物が 1棟

ないし2棟付随する。

区画溝西側で確認された3棟の建物のうち、少なくともsB01(H ll)。 SB06(H ll)は 区画溝内の建物群とほぼ同

時期と考えるが、SB02(H ll)は 時期を違えると考える。

建物の柱穴平面プランをみるとほとんどすべての柱穴が多角形をなしている。これは、柱穴掘削の際の道具痕と考

えられ、各辺は直線もしくはやや内湾する。多角形の 1辺は数～25cm前後とばらつきが多いが、10～ 15cm程度の箇所

が多い。このことから、掘削道具は幅10～ 15cm程度のものによると考える。この道具痕は、柱穴断ち割 り断面におい

ても確認されたものがあったが、明確に分かるものはほんのいくつかであった。柱穴埋積土は、柱痕部分を除くと、

多 くが灰黄・浅黄色砂に黒・黒褐色砂極小ブロックが混ざる土である。これらの痕跡は、古代建物群においても方形

の掘 り方をもつ建物以外のもので確認できる。 1辺あたりの長さは中世段階のものと差はみられず、掘 り具に変化は

なかったようである。柱穴規模は、大規模建物と中・小規模建物とで差がある。大規模建物は、その対角線上で40cm

程度を、中・小規模建物は同30cm程度を測る。

SB01・ SB09・ SA01 SB02と 重複 し、SB02,SA01が付随する建物である。総床面積は89ドを測 り、区画溝内の建

物中3番 目の規模をもつ。柱穴の平面 。断面から、同じ場所での建て替えがあつたと思われる。柱列は整然と並ぶが、

柱間には若干のばらつきがみられる。各柱穴間の規模に差はみられない。なお、SB01よ り東2.4mに 位置し、桁方向に

平行する SA01は 、各柱穴の規模は小さいが SB01の各柱列と並びと同じくする。ここでは柵として扱つたが、SB01の

一部である可能性がある。sB09は、SB01の 西約2.8mに 位置する。梁行柱列の並びは、sB01梁行柱列と比べるとずれ

は大きい。 P ll― P12列 をsB01P21_P24列 と揃えていることからsB01と 同時期の付属屋と考える。柱穴規模は、SA01

より大きいが SB01と 比べると若干小さい。なお、SA01と 極めて近接しているが、前後関係は明らかでない。各建物・

柵の多 くの柱穴で柱痕が確認された。SB09の 床面積は、36.5rを 測る。

SB02 概要でもふれたように区画溝内の建物群中唯―の側柱建物である。 Pl― P2間の棟持ちにあたる箇所で柱

穴は確認されなかったが、P8の存在から梁行 2間の建物と考えている。柱穴規模は直径30cm程度と小型であるが、

柱間は3.Om前後とやや広めである。また、建物方向は、区画溝の規制を受けていないようである。柱穴の平面プラ

ンは多角形をなし、柱痕もほとんどの柱穴で確認できた。柱穴内から出土遺物はなく、周辺においても時期差を見出

せる遺物はないことから、具体的な時期は特定できない。しかし、SB01の 前身にあたる建物と考えている。床面積は

45だを測る。

SB08 建物の多 くが区画溝内東側に偏って位置している中で、唯一西側に位置する。柱列は整然としているが、各

柱間は一定でない。床面積は36.5〆を測る小規模建物である。他の小規模建物が大規模建物に付随して位置するな

かで、この建物に付随する大型建物は確認できない。時期が異なるか建物の性格を示すものと考えられる。

SB12 区画内のほぼ中央に 1棟だけ位置する 1間 × 1間の建物である。歪みもあり柱間の他の建物に比べてやや狭

いことから、建物とすること自体問題があるかもしれないが、周辺には柱穴がいくつかみられることから本来はもっ

と大きな建物であつた可能性もある。

SB03 H 9調査で確認されたSB173の 続きで、H10調査では柱穴 3個 を新たに確認 した。埋積土の観察から、P

l,P2は 抜き取 りあるいは人為的に埋めた痕跡が確認でき、P3で柱痕が確認できた。しかし、P3の柱痕は細 く

浅い。床面積は約93ぽ を測る。東側 lmあ まりの所にSB03の付属建物と考えるSB179(H9調査)が位置する。

SB10 H9調査で確認されたSB188の 続きで、H10調査で西側 1間分新たに確認 した。SB03と の間は約2.5mであ

る。なお、 P28は SD01を切る。北側および西側 1間分の柱穴が小規模であること、東側 1間分の柱列は桁行柱列と

のずれが大きいことからこの 3面 を庇と考える。床面積は111.7♂ を測る区画内最大の建物である。
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第 2章 調査の概要

SBll H9調査時には建物 として認識されていなかった。 しか し、H10調査の結果新たに 1間分を確認 したことか

ら建物を 1棟復元 した。 しかし、す ぐ南側に隣接する SB187(H9調査)と の距離を考えると、事実上 1棟の建物 と

捉えるべ きかもしれない。なお、SBll,SB187と SB10の 間は約10mである。床面積は17.8♂ を測る。SBllと SB187

を 1棟 として捉えると、床面積は42.6♂ を測る。

SB01(Hll)調査区南端で確認された大規模建物で、一部調査区外へ延びる。区画溝内の建物の多 くが南北棟で

あるのに対 し、東西棟であると考えられる。柱穴は、中世後期のサク状遺構 (SD433～ 439)に切られる。建物方向か

ら考えると、区画溝内の SB01・ 03・ 08～ 11な どと同時期であると考える。Pl‐ P6列およびP19-P24列の柱穴は、

他の柱列よりやや深めで、柱痕が確認できるものが多い。また、その南側に当たるP25-P29列 は、柱穴規模 も若干小

さいことから庇と考えている。床面積は116ド を測る。

SB02(Hll)各柱間は狭 く、特に梁行の柱間が極端に狭い。柱穴規模は20cm弱 と小さい。 4隅およびP2は 、大

きさの割には深 くすべてで柱痕が確認できる。床面積6.6ポ と他の建物と比べてずば抜けて小さい。

SB06(Hll) 建物のほとんどが調査区外に延びるため詳細は不明である。東西棟と推定 しており、北側 1間は庇

と考えている。各柱間は狭 く柱列もやや歪むようである。

表5 中世掘立柱建物一覧

建物番号 建物方向
建物規模

(梁 ×桁 )

梁 行 梁行柱間 桁 行 桁行柱間 備  考

SB01

(H9-SB184)
N-6° W 3X5 7.0 2.4× 2.5× 2.1 12.8

2.4× 2.6× 2.6
×2.6× 2.6

sB02と 蓮重複

SB02 N-15° 一W 2× 3 2.5× 2.5 9.0 3.0× 3.1× 2.9 恨!柱建物

SB03
(H9-SBl路 )

N-7° 一W 4× 4 9。 2
2.3× 5.0(2間 分 )

×2.3

2.7× 2.6× 2.5
×2.3

南側に 1間 の庇

SB08 N-9° ―W 2× 3 2.4× 2.6 2.2× 2.8× 2.3

SB09 N-7° 一W 2× 3 4.5 2,1× 2.4 2.5× 2.9× 2.7

SB10
(H9-SB188)

N-7° W 4× 5 11.4
2.2× 2.4× 2.4× 2.4

×2.0
9.8

2.6X2.7× 2.5
×2.0

北側及び東西に
1間 の庇

SBll N-84° 一W 2× 2 1.9Xl.9 2.5× 2.2

sB12 N-2° W 1× 1 1.8 平面形は歪

SA01 N-4° ―W 東西2.3
南】ヒ2.2× 2.4×

2.6
SB01の 1吉呂か

SB01(Hll) N-84° 一W 4× 5 10.2 2.1× 2.8× 3.0× 2.3 11.4
2.2× 2.5× 2.5

×2.0× 2.2
側柱建物

sB02(Hll) N-19° ―W 2× 2 1.0× 1.0 1.6× 1.7

SB06(Hll) 3× 1 1,0× 1.7× 1.7 調査区外に延び

る

楕円柱穴建物01(Hll) N-7° E 1× 1 4.2 4.4 中世後期

楕円柱穴建物02(H9) N-4° W 1× 1 3.8 4.4 中世後期

*柱間の狭いほうを梁行としている。
*(H9-SB)内 の建物呑号はH9調査時の建物番号、(H ll)は 、平成11年度調査で確認したことを表している。

*建物方向は、桁行主軸が真北よりどれだけ振れるかを示したものである。

*長 さの単位は、いずれもm。

*建物規模の表記は、「梁行」×「桁行」である。
*梁行は、南北棟の建物は北偵Iを 東西棟の建物は東側を計測した。桁行は、南北椋の建物は西恨Jを 東西棟の建物は北側を計

測した。柱間は、東端の柱穴を起点に計測している。

*柱間は、柱痕が確認できたものを除き芯々で計測している。
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6. 中

b.中世後期建物および付属する遺構

この時期の建物は、H9調査で確認された分を含め2棟が確認された。ともに梁行・桁行ともに 1間の掘立柱建物

で、柱痕規模の割に大型の掘 り方をもち、平面形が楕円形を呈する「楕円柱穴」の建物である。時期決定の決め手と

なる遺物の出土はない。これまでの研究成果から、両建物の梁行・桁行に企画性が高いことから16世紀末～17世紀代

の時期があてられるものと考えている。これは、建物に伴う遺構出上の遺物からも妥当なものと考えられる。

楕円柱穴建物01 H ll調査区の南西端、H9調査区にまたがって確認された。建て替えと考えられる楕円柱穴建物

02と 重複するが、柱穴同士の切 り合いがないため前後関係は不明である。どちらの建物に伴うか判然としないが、sK01

(井戸)。 SK02,SK15な どの土媛がイ半う可能性が高い。柱穴規模は、長軸1.3m前後、短軸0.6～ 0,7m程度、深さ0,8

～0,9mを 測る。柱穴内からの出土遺物はない。

精円柱穴建物02 H9調査の時点で建物と認識されていなかったためここで取 り上げる。建物方向はSBOlと 若千ず

れる。柱穴規模は、長軸1.2m前 後、短軸0.5～ 0,6m程度、深さ0,4～ 0.5mを 測る。出土遺物にはSKH6よ り中世土

師器皿があるが、時期を特定出来るものではない。

SK04・ 05・ 08・ 09。 SK12～ 14・ SK16・ SK18 建物として復元できないが、その規模から楕円柱穴と考えられるも

のである。いくつかでは柱痕が確認できたことから、これらの土娠は、建物の柱穴となる可能性が考えられる。特に

SK09'12は、土娠間力詑.9mを測 り、長軸方向を揃えており調査区南側へ延びる建物の可能性が高い。出土遺物は、

SK04よ り越中瀬戸が、SK10よ り古代土師器が、SK18か らは中世土師器が出土 している。

SK01 長軸2.lm短軸1.Om深 さ1,3mを測 り、平面形は楕円形を呈する。西側はSD317(近世の溝)に切られる。

この井戸には幅30～45cm深 さ15cm程度の溝が接続する。SK01と の切 り合いはみられず、溝の水は SK01に流れ込んで

いたと考えられる。溝の埋積土には、強い流水の跡は確認されていない。井戸は、湧水が激 しく、土層断面図を取る

前に崩落してしまったが、崩落前の土層観察で大きく3つ に分層出来た。上層部は黄灰・灰黄色砂にシル ト混じりの

黒褐色砂極小ブロックが斑に混じる。中層はシル ト分が多いオリーブ黒色砂ににぶい褐 。にぶい橙色砂小プロックが

混ざり、下層は黒・黒オリーブ色砂質シル トで植物遺体が若干みられた。中・下層は、地山に起因すると思われる粗

砂が比較的多 く混ざる。出土遺物には古代土師器・越中瀬戸があるが、出土層位は残念ながら把握できていない。

SK02 長軸80cm短軸70cm深 さ80cmを 測 り、平面形は円形を呈する。埋積土は大きく2つ に分層出来る。上部層は、

黄灰・灰黄色砂にシル ト混 じりの黒掲色砂の極小ブロックがまだらに混 じり、下層部は、黒褐色シル ト質砂に明黄

褐・浅責色砂極小ブロックが混ぎる。最下層はボソボソした感があつた。便所遺構の可能性もあると考え自然科学分

析を行つたが、寄生虫卵などは検出されなかった。

c.溝・水田遺構・サク状遺構

溝 中世段階において溝は、いずれも中期後半～近世初めの溝で、主に調査区西側において確認された。SD3071ま

基幹用水にあたり、これより取水する支線用水に SD02・ 03、 SD08、 17・ H5がある。ただし、sD17・ 115は 近世の溝

に切られるところが多い。SD307西側では水田遺構が広が り、SD08と SDl15の 間にはサク状遺構が確認できた。

SD307 H9調査区でも延長が確認されている。北側と南側とでは幅をはじめ様相がかなり異なる。北側において

は、検出面で幅7.3m前後深さ0.8m前 後を測 り、 3つ以上の流路が確認出来る。なお、上部 2層 は近世前期の水田遺

構の埋積上である。水田遺構の層を除いても3.5m前後の幅がある。それに対 し、南側では深さは変わらないものの

近世前期の水田遺構の埋積土層が無 く、幅も2m以下になる。流路も2つが確認できるのみである。溝の幅や流路の

数に変化がみられるのはFセ クション付近 (X52Y43付近 )か らで、南からほぼ真っ直ぐに北流 してきた溝は、これ以

北では東西に振れるようになる。埋積土は、地山に起因する黄灰・灰黄色砂 と黒褐・暗灰黄色砂の互層で、比率的に

は前者の占める割合が高い。遺物の出土量は、他の遺構に比べ多 く縄文土器から近世陶磁器に至るまでみられる。赤

22

世



第2章 調査の概要

彩土師器碗が多 く、墨書土器の中には「九字」の呪句を記 したと考えるものや「薮」の可能性があるものがある。た

だし、量的に圧倒的に多い古代以前の遺物は混入品である。溝の時期としては、その初現を16世紀代に求めることが

出来、17世紀初めには埋没したと考えられる。この溝は、この辺 リー帯の基幹用水であり、現在も調査地南側を流れ

る用水の前身と考えられる。現在の用水は、常願寺川より取水する高野用水より分水 している用水である。この高野

用水は、何度か改修が行われており当初の流れとは異なることも十分に考えられるが、室町時代 (天正の「石直し」

以前)にすでに出来ていたと考えられている。SD307の初現と考えている時期に合致している点が注目される。さら

に、字割・町村境をみてみると、ちょうどこの溝辺 りが境界となっている。先述の通 り、古代の西側溝群が掘削され

て以降、何条もの溝が、狭いエリアに繰 り返 し掘られている点も注目される点である。

SD02・ 03 SD307の西狽1に近接 して北流するが、SD03は途中で不明瞭になる。さらに、SX06・ 08の北側では SD09

と流れを―にして西に向きを変える。ただし、SD09は SD03の続きとも考えられる。なお、sD03が SD02を切る。sD03

は、地山に極めてよく似た土で埋積 しており、意図的に埋めたかのようである。溝の存続時期は、SD03が中世後半、

SD02は近世前期と考えられる。この溝は、この西側に広がる水田に水を供給していた用水と考えられる。

SD08 X48Y45付近で SD307よ り分かれる。深さ数cm程度の極めて浅い溝で、H10調査区内では確認できなかった。

切 り合いや近世遺構との関係から、SD307埋没後も溝として機能していた。溝の東側に広がるサク状遺構に水を供給

していた用水と考えられる。遺物は、弥生土器から越中瀬戸までみられ、中世段階のものが多い。

サク状遺構 古代のサク状遺構のように規則正しく溝が並ぶのではなく、長さ・方向ともに不規則な溝がみられる。

また、深さも浅 く、凸凹も比較的少ない。サク状遺構がみられるエリアは、SD307東側の30～40m幅 のエリアで、尾

根上に高いところである。この付近は、最近の地図でも畑地として利用されている。

水田遺構 SD307お よび SD02・ 03に西側に広がる。畦畔は、基 3・ 4層 を削 りだして作った高まりに土を盛 り上げ

ている。水田開墾時の掘削した基底面 (以下、水田基底面)の標高は、基本的に西・北側へ向かつて階段状に低 くな

っている。そのため、sxo6の削平は基3b層 中までにとどまるが、SX01で は基 4層 (地山)を 20cm程 度削平 している。

大きさを把握できたものは2枚のみで、16～ 18ポ程度の広さである。畦畔は、その上部がほとんど削平されており、

残 りのよい箇所でも盛土の痕跡が若干残る程度である。SX06と SX03・ 04間 および SXol～ o3と SX04・ 05間 ・SX05北

側の畦畔は、幅50～ 70cm水田基底面との比高差10cm前後を測る大畦畔である。SX06と SX03・ 04間 の畦畔は、SX04の

田直しの際に徐々に削られ幅が狭 くなっていったようである。各水田は、畦畔の内側に浅い溝が巡る。この溝は、途

中途切れたり勾配がついていないことから、畦畔を盛る際に掘られたものと考えられる。各セクションの土層観察の

結果、黄灰色砂ににぶい黄色砂の極小 。小ブロックと黒色砂極小ブロックが斑に混ざる層と、下層部のより暗色でに

ぶい黄色砂・黒色砂の混ざりが少ない層が薄 くみられる層がある。両層とも鉄分の沈着 。マンガン斑が認められたも

のの、顕著な鋤床の発達はみられない。また、さほど土壌化 しておらず、シル ト分も比較的少ない。以上から、短い

スパンで水田の作 り替えが行われたか、水田開墾時の整地層で鋤床の下層部にあたる可能性が考えられる。H10調査

で確認されたこの時期の畦畔は、X98Y55に おいて基 2層 で確認された。この 1カ 所で断面で確認 したのみであり、平

面形・広がりは確認できていない。この畦畔部分の土層観察から、基 3層 を削 り残して作 られたものではなく、周 り

の土を盛 り上げて作つたものであることがわかる。各 SXか らは、弥生時代中期から近世初めに至る遺物が出土した。

弥生時代中期の遺物がかなりみられるが、ローリングを受けているものが多い。また、中・近世の遺物は極少ないが、

出土遺物とSD307な どとの関係から、この水田の存続時期を15世紀後半～17世紀初めと考えた。なお、水田遺構下層

に、さらに古い時期の水田遺構の名残とみられる浅い凹みが確認された。しかし、どの程度時期を逆上れるかは不明

(越前 )である。
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7.近 世

7.近  世

(1)概   要

ここで近世として取 り上
'デ

るのは、SD307が埋没 して以降の時期のものである。この時期の以降は、南北に流れる

溝と水田跡・サク状遺構のほかは、建物として復元できない小穴が確認できたのみである。

水田遺構が明確に確認できたのは、調査区西側のみである。この時期の水田畦畔・埋積土は、基 2層 にあたる。水

田は、近世前期以降何度か田直しがなされている。近世後期の水田は、その上層部が洪水に起因すると推測される粗

砂で覆われている。サク状遺構は、断片的に確認できたに過ぎないが、中世のサク状遺構と重複 したエリアで確認さ

れている。サク状遺構の埋積土中には焼土粒・炭化物がみられた。この時期、SD3071ま 完全に埋没し、この付近で古

代以来各時代で確認された溝群は、極細い溝を残すのみとなった。SD317が SD307に変わる基幹用水であった可能性

もあるが、それにしては貧弱であるのは否めない。そのため、1986・ 87調査の北西部で確認されている落ち込みの肩

部がこの時期の基幹用水で、そのまま現在の用水路の流路に重なっていると考える。

(2)溝

SD100～ 113・ SD317お よび SD06・ SD07な ど調査区内では多 くの溝が確認できる。すべてが同時期に存在 したわけ

ではなく、また、その埋没段階も数時期に分けられる。比較的古い時期の埋積土 (A)は、比較的シル トが混ざる黄

灰・灰黄色砂にやはリシル トが混ざる黒褐・暗責灰色砂がブロック状に混ざる。この土は、中世後期～近世初めの遺

構の坦積上の中でも最終段階の埋積土によく似たものが確認できる。比較的新 しい時期の埋積土 (B)は、よリシル

トが多 く混ざり他の土のブロックの混入が少なくなる責灰・灰黄色砂層が主体 となる。また、この段階、酸化 して橙

がかった粗砂層がいくつかの溝で確認できる。これは、近世後期の水田を覆っている粗砂と同じものと考えている。

そして、最も新 しい段階の埋積土 (C)は、粗砂が主体となる層で埋没する。この溝は、中からガラス瓶やビニール

などが混ざる。各溝は、その埋積土の性質や埋積状況から、埋没最終段階を除きさほど強い流れではなかったようで

ある。なお、Aは近世前期、Bは近世後期、Cは近 。現代の埋積土と考えている。

出土遺物は、古代～近世に至るものが出土 している。それぞれの遺物がどの埋積土からの出土であるかについては

把握できていないが、近世の遺物は18世紀以前の遺物が多い。また、越中瀬戸がほとんどで肥前系陶磁器は極少量で

ある。特に、初期伊万里・唐津は数点がみられる程度である。城端町善徳寺前遺跡 [城端町教委1998]・ 福野町寺家

新屋敷遺跡 [福野町教委1987・ 1988]な ど同時期の遺跡では、肥前系陶磁器が一定量みられることが確認されている。

この差は、白岩川支流の栃津川上流には越中瀬戸窯が存在 し、白岩・栃津川は、製品の輸送に大きな役割を呆たして

いたことによると考えられる。このことは、白岩川流域および神通川下流の当該期の遺跡において、越中瀬戸が圧倒

的な数量を占めていることからも伺える。

(3)水田遺構

SD307埋没後、その上部は水田として利用された。最も明確に平面形が確認できたのは、SD01と SD08に挟まれた

SX07で ある。SX07は じめ SD307上部の各水田は、数回の田直しが行われ、SD01西側には3層 を削 り残 した畦畔が確

認されたほか、中世後期～近世初めの水田埋積土を削 り残 した畦畔を確認 した。しかし、個々の水田を確認するには

至っていない。X53列付近・Y40列付近以西のこの時期の水田は、酸化 して橙がかつた粗砂に一面覆われていた。この

時期の水田埋積土は、肉眼観察においても土の動きが認められ、軟X線写真撮影分析によって地震痕跡であることが

確かめられた。この地震は、1858年 (安政 5年)の飛越地震 (通称、安政の大地震)が考えられる。また、水田を覆

う砂は、飛越地震後に起こった大洪水時に堆積 したものと考えていた。しかし、関連資料 [立山カルデラ砂防博物館

1998、 立山町史下巻1984]・ 軟X線写真撮影分析の結果、大地震前の堆積であるという結論となった。 (越前)



第 2章 調査の概要

8.出土遺物概要

出土遺物は平成10年度の調査では遺物整理箱で約40箱分、平成11年度の調査では箱分の計120箱が出土 した。これ

に平成 9年度の調査で出土した遺物を加えると、3ケ 年の調査の総出土遺物量は360箱 となる。当報告書では平成10。

11年度調査分の出土遺物を中心に掲載した。なお、巻末には参考資料として、遺物整理等の都合で掲載されなかった

平成 9年度調査分の遺物のうち代表的なものを掲載した。なお、出土遺物の計測数値など基本データーは観察表に盛

り込んだため、本項では遺物の分類など全体的な事項を中心に記載する。

(1)縄文時代の遺物

後・晩期の土器・石器が出土 している。当該期の遺構は確認できず、多 くは3c層からの出土である。なお、晩期

の深鉢 (HH-1)や、小玉 (H l1 323・ 324)な どは埋没河道最下層の出土である。H l1 255は 、日縁端部外面を肥

厚させ頸部位に2条の沈線を巡らせる。日縁部には斜縄文が、胴部には縦縄文が施されている。後期前葉の気屋 正式

である。H9-231よ 、胴部上半部で直線的に外傾 し、口縁部がわずかに内屈ないしはほぼ直立する波状口縁深鉢の口

縁部片と考えられる。文様は、単節RL縄文を施 した後に屈曲部直上を幅 l cmあ まりで磨 り消す。そのうえで、口縁

端部に沿って沈線を施 しその直下を棒状工具によって連続刺突する。また屈曲部位にはヘラ状工具によつて連続 した

刻みを施 している。帰属時期については全容が不明であり判然としないが、一応、後期中葉 :酒見・井口 I式期と考

えたい。H ll-1は 、上半部が緩 く張 り出した胴部に「く」の字状に外折する口縁部を持つ深鉢である。日縁部は、

日唇部内面を肥厚させて突起を表出し小波状口縁を呈する。また、内面端部には段を有する。胴部は、上半部に7条

の平行沈線を巡らせる。頸部位の沈線間は地紋の縄文 (単節LR)を 磨 り消し、その下位の沈線間は列点文と変形 し

た鍵の手文が施されている。また、胴部内面上半部には炭化物が厚 く付着する。形態 。文様の特徴から晩期中葉 :中

屋Ⅱ式期に比定できよう。H ll-55は 、SK418出土の晩期の浅鉢底部で、底部に網代痕が残る。■11-84・ 851よ、外面

は細かいLR縄文を施文す。縄文の付 きかたから、粘土が堅くなった時点で施文したとみられる。

なお、石器は、打製石斧が数点散発的に出土した以外は、SD411よ り蛇紋岩製の小型磨製石斧 1点 と埋没河道より

蛇紋岩製の小玉が 2点出土したのみである。

は)弥生時代中期の遺物

この時期の土器は、櫛描文土器を中心に、信州栗林式系土器・天王山式系土器が若干混ざる。その他、玉作 り関連

遺物や石鏃・石包丁などの石器が多数出土 した。日縁部を中心とした施文方法には、単に刻むだけのものと、波状を

作 り出すものがある。前者は、面取 りした口縁端部を上方から刻むもの・下方から刻むもの 。側方より刻みを施すも

のがみられる。後者は、先端の尖つた工具により口縁端部に沿つて沈線を巡らせ、日縁端部内側を押圧 し連続した刻

みを施 し、小波状を表出したもの ,口縁端部内面を押圧 し、波状を作 り出したものがある。刻み・押圧はヘラ状の木

口を用いる。日縁内面には、同様の工具を用いた羽状刺突文・扇状文・斜行単線による施文のほか、 2粒 1対の粘土

粒貼 り付けによる突起を施すもの・櫛状工具による細かい波状文を描いたものがある。また、胴部上半部の施文には、

頸部付近に沈線を施すもの (H ll-8、 H930・ 34)や集畳文を施 したもの (Hll 10・ 37・ 38・ 77・ 103、 H9-31・

36・ 37)、 櫛描で波状文・流水文を施したもの (H ll-17・ 32・ 33・ 88)な どがある。H ll-152は 、簡略化されたシカ

が描かれている。これらは、畿内第Ⅲ様式～第Ⅳ様式初めと考えている。H ll-36・ 75は、栗林式系土器で、小破片

は他にも数片見られる。日縁端部には指頭圧痕が残 り、ヘラ状工具で数条の沈線を施す。H ll-54は 、土坑より単独出

土 した奏である。条痕文の地紋である。口縁端部を刻み、胴部上半に櫛描による横線を施 し連続 して鋸歯状に区画す

る。この土器は、長野県松本市境窪遺跡 [松本市教委1998]に類例を求めることが出来る。境窪遺跡では、「中期初

頭の条痕紋土器から中期後半の栗林式土器への大きな変化の一部が捉えられるのではないかと考える。」としている。

Hl1 20・ 31は 、天王山式系土器である。20は 、外面は全面に縄文を施 し、内面は頸部より日縁部・口縁端部までに
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縄文を施 している。31は 、口縁端部内外面を刻み、外面は端部直下より沈線で連弧を描いたり交互刺突文を施す。胴

部下半は明らかではないが、確認できる範囲ではヘラ状工具による斜行沈線を施す。

Hl1 325～ 348は 、管玉製作に関連する遺物である。出土した未製品および製作に伴う剥片の形状等から、新潟県柏

崎市下谷地遺跡 [新潟県教委1979]において復元された管玉作 りの工程と大差ないと思われる。この工程にあてはめ

てみると、第 3工程以降の遺物のみが出土している。さらに、量的にはその多 くが第 5工程以降のものである。クサ

ビ状石器の存在から、集落内の他の地点でそれ以前の工程が行なわれていたものと思われる。どの時点で完成品と判

断するかは難 しいが、製品には研磨が十分でなく稜線が残るものも多 くみられる。また、直径 l oll長 さ4 mln以上の安

山岩製磨製石錐 (Hl1 347)(下 谷地遺跡で石針、福井県下屋敷遺跡で玉錐と報告されているものと同じである。)や

玉髄製で打製石錐の可能性があるもの (Hl1 341・ 342)が出土 しているほか、その未製品 (343～ 346)も 出土 してい

る。磨製石錐の製作工程は、下谷地遺跡のそれと同じと思われる。県内では、同時期の遺跡である高岡市石塚遺跡

[高岡市教委1997]か らの出土があるが、径 3剛長さ2.lcmと 大きい。下屋敷遺跡では、大小の磨製石錐が出土してい

る。大きなものは管玉用ではないのだろうか。管玉の子とは、直径1.211m程度のものが多 く、内側の観察が可能なものの

すべてで穿孔痕が確認できる。なお、後期の管玉と考えているH10267に は穿子し痕がみられない。Hl1 330は 、一端

に浅い ドーナツ状の窪みが確認できる。穿孔 しかけて中止 したか、穿子とのためにあたりをつけた痕と思われる。磨製

石錐は、管玉の穿孔に使用されたものと考えられる。また、有孔円盤状石製品は、凝灰岩製である。県内における出

土例は、磨製石錐同様、石塚遺跡のみである。具体的な使用方法は不明であるが、下屋敷遺跡・石塚遺跡など同時期

の工作 りを行っている遺跡から出土 していることから、玉作 りの道具であると考える。

石器は、ほかに石包丁 (H l1 368・ 369、 H9101)・ 石鏃 (H l1 356～ 366)な どがある。なお、石包丁は、図化

したもの以外にも小片が 4・ 5点確認された。しかし、同一個体であるかは不明である。うち、H l1 364・ 365は磨製

石鏃である。H ll-356を 除き、いずれも石材は安山岩を用いている。Hl1 370・ H9399は、スクレーパーで、刃部

が摩滅し光沢が見られる。前者は凝灰岩、後者は粘板岩を用いる。石核の出土はないが、フレイク・チップが多 く出

土している。石材は、緑色凝灰岩・玉髄を除くと、ほとんどが安山岩である。

(0 弥生時代後期の遺物

猫橋式 ,法仏式・月影式の各時期のものがある。猫橋式期のものは、主にSD01(H10調 査)下層部からの出土で、

甕・高杯・無頸壼など (H10-1～ 4)がある。H10-11よ 、擬凹線を施す有段口縁甕で口縁端部はやや内径 し、つまみ

上げられた断面が尖 り気味になる。H10-2・ 41ま 、無形壺である。前者は焼成も良好で丁寧な作 りだが、後者は焼成

も甘 くやや雑な作 りである。H10-3は 、日縁部の長さが短 く、外反しながら急角度で立ち上が り、口縁端部は内面

がやや肥厚する。法仏式～月影式期のものは、主に埋没河道上層部 。調査区西側で散発的に出土した程度である。H

10-5は、SG02上部で出土した赤彩された重である。住居域ではなかったが、弥生時代後期以降は生産域として永 く

利用されていたことが伺える。

141 古墳時代の遺物

ほとんどは、住居跡周溝およびその付近からの出上である。SD413か らは図化が可能な当該期の遺物の出土はなか

つた。SD414か らは豊富な遺物が出土しており、■1165～ 68・ 69～ 72・ 352～ 355は 一括出土である。高杯・器台はす

べて赤彩が施されている。甕は、顕部の屈曲が緩 くやや外反しながらやや長 く延びる日縁をもつもの (H ll-65。 66)、

頸部の屈曲は緩やかであるがやや外反しながら短 く延びる日縁をもつもの (H ll-72)、 頸部を強 く屈曲させ外形する

口縁が比較的長 く直線的に延びるもの (H ll-67)が ある。日縁端部の形状は、HH-66・ 67は尖らせ、Hl1 65・ 67

は九 く納める。胴部形状は、Hl1 65・ 661ま 最大径を胴部中位やや上方にもつ倒卵形、Hll-67は 最大径を胴部ほぼ中

位にもつ球胴化が進んだ倒卵形である。Hl1 72は HH-67に類似 した形状 と考えている。Hl1 65'66は能登形甕、

2δ
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Hl1 67・ 72は畿内系の影響が認められる奏と考える。田嶋明人氏の研究成果 [田嶋1986]に よると、古府クルビ式

期のものと考えられる。Hll-68は 、外面黒色で縦方向に丁寧にヘラミガキがされている。器壁は薄く、頸部は球胴

状の胴部より鉛直方向に立ち上がる。また、中・後期のものも少量ではあるがみられる。

滑石製勾玉槙造品 (H l1 353～ 355)は 、大きさに比 して分厚 く、未穿孔のもの (Hl1 355)も ある。当初、未製

品と考えたが、検討の結果、石製模造品と判断した。先述の一括土器・臼玉とともに祭祀に使われたと考える。

G)古代の遺物

須恵器は郭身・杯蓋・壼・甕などがあり、食膳具が多い。須恵器の多 くは、栃津川上流の上末窯産のもの [富山大

学考古学研究室1989]と みられる。杯身は一部に大型・深身のものがあるが、日径11～ 12cm前後のものが多い。 8世

紀後半～ 9世紀前半と考える。西側出土のものには、日径に差はないが器高が低 く直線的に外傾するものが多 く見ら

れ、 9世紀後半と考える。杯蓋つまみは宝珠形が多いが、潰れて扁平になリボタン状になっているものが多い。頂部

外面の調整は、頂部と縁部の境を帯状に削る帯状ヘラケズリを行うものが多い。なお、Hl1 262・ 263は 、頂部外面

切 り離し時の回転糸切 り痕が明瞭に残る。前者は 8世紀後半～ 9世紀前半、後者は 9世紀後半と考える。

土師器は碗・皿・小甕 。長胴甕があり、やはり食膳具の占める割合が多い。碗・皿は赤彩されているものが多 く、

黒色処理されたものはほとんどない。碗は、底部はいずれも糸切 り痕を残 し、外面体部下半をヘラケズリするもの

(H10-36)も 若千ある。全体が復元出来たものは多 くないが、器高は比較的低いものが多い。皿は量的に少なく、

有高台と無高台の両方がある。古代土器研究会の研究成果 [古代土器研究会1997]や富山市南中田D遺跡の成果 [県

埋文センター 1991]か ら、土師器碗・皿は、 9世紀後半～10世紀前半のものと考えている。全体に、調査区東側出土

のものは8世紀後半～ 9世紀前半頃のものが多 く、西側出土のものは 9世紀後半～10世紀前半のものが多い。 (越前)

俗)中世の遺物

中世土師器・珠洲・瀬戸美濃・輸入陶磁器などが出土 しており、正確な器種構成は出していないが一般的な集落で

見られる器種構成を示 していると思われる。

出土遺物の分類に関しては中世土師器に関しては富山県の土師器編年 (宮田1997)を 参考にして分類を行った。珠

洲に関しては吉岡安鴨氏の分類 (吉岡1996)、 瀬戸美濃分類は藤沢良祐氏の分類 (藤沢 1994・ 1996)、 輸入陶磁器の

分類は太宰府の編年をそれぞれ用いた。

中世土師器はロクロ整形 (A類 )と 非ロクロ整形 (B

類)に三分 し、日縁・全体の形態から以下のように分類

し、観察表に示した。なお、中世土師器については遺物

の遺存状態が悪 く残存率が 1/4以下のものが大半を占

め、そのため全体の形態が明確にわかるものは少なかっ

た。可能な限り図化 し掲載したが、十分に分類 し得なか

ったものもあり、かなり主観的な分類と言わざる得ない

ことを先に断っておく。

ロクロ整形 (A類 )

Al類 柱状高台の底部糸切 り。底部のみの出土で全体

的なプロポーションは不明である。

非ロクロ整形 (B類 )

口縁端部の調整は、Bl～ B3類は二段ナデB4～ B ll

は一段ナデである。

〉   B騨 懃 6

＼
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中世土師器分類図図7

A類 ロクロ土師器
B類 非ロクロ土R�器
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Bl類 口縁部に幅の広い二段ナデを施す。

口縁都しか出土しておらず全体的な形態は不明だが器種には大小がある。

B2類 口縁部に狭い二段ナデを施す。全体的な形態はB6類に似る。

B3類 口縁部に広 く軽い二段ナデを施し、器高が深 く、碗形態になるもの。

B4類 口縁部は一段ナデで端部をつまみ上げるもの。器種は小のみ。

B5類 口縁端部にはつきりとした一段ナデを施すもの。

B6類 短い体部が垂直に立ち上がるいわゆるコースター型のもの。

B7類 体部がやや外反して立ち上がり碗状の形態を持つもの。

B8類 一段ナデで器形が碗状の形態をなすもの。

B9類 口縁部は強 く外反し水平に近い面を作 り出し端部は上方に小さくつまみ上げ、受け口状のもの。全体的な形

態は平底のものが多い。

B10類  口縁端部が肥大 し、器高が浅いもの。

B ll類 口縁端部の調整は軽 く一段ナデを施すかもしくはほとんど無調整のものЬ器種には大小がある。

出土した中世土師器の垂直分布は、基 3a層からはAl類・Bl～ B6類が出土し、基 2層 からはB7類からB ll

類までの出土が多いという傾向が見られた。各分類の帰属時期は富山県の中世土師器編年からAl・ Bl～ 3類は12

世紀中から後半、B4～ 6類は13世紀代、B7～ 11類は小破片が多 く器種の特徴が捕らえ難いため大まかに中世後半

と考えたい。出土水平分布に関しては偏つた分布はなく全域から出土 している。

H108。 9は SD01の最終埋没土から出土 している。また、平成 9年度調査区では埋没した SD01上 に方形区画を

巡らせた建物群が建設されている。このことは12世紀中頃には SD01は完全に埋没 し、地上からはその痕跡が消減 し

ていることを示 している。建物群の建設時期は SD01の埋没時期や方形区画内の基 3層 出土遺物から考えて12世紀後

半から13世紀代と考えられる。

珠洲はⅣ ,V期のものが基 2層 から出土し、 I・ Ⅱ期のものはわずかに基 3層 から出土 している。H10-188は 壺T

種の肩部破片で印花文が叩打されている。H10191は 壼T種の胴部破片で12弁の花弁をもつ菊花状の印花文が叩打さ

れている。H l1 320は 珠洲 3期の日縁部破片で破損後、中央部に刻みを入れ錘もしくは砥石などに再利用 したものと

思われる。H10202～ 204は人尾焼とおもわれる盗器系陶破片。H10-206は 美濃焼尊式花瓶である。

輸入陶磁器の出土量は少量である。時期的には中世前半 (12～ 13世紀代)の ものが多 く、中世後半のものは極端に

少ない。この差は、中世前期には住居域として使用されているが、後期では畑や水田などの生産域として使用された

土地利用の差を示していると思われる。

年)近世の遺物

越中瀬戸、越中九山焼、瀬戸、肥前系陶磁器などが出土している。遺物の垂直分布はそのほとんどが基 1・ 2層 か

らの出土で、わずかにSD307な どから出土 している。出土水平分布はBoC地区の微高地と低湿地の境日で多 く出土

しており、これは数回行われた田直しで遺物が高地から低地へ移動 した結果と考えられる。出土遺物の大半は越中瀬

戸が占めている。浦田遺跡の側を流れる栃津川上流には越中瀬戸窯の彦右衛門窯・山下窯などに代表される各窯跡が

江戸時代をつうじて操業しており、越中瀬戸の出土割合が多いのも窯元に近いという地理的要因によるものと思われ

る。越中瀬戸の器種としては九皿が最も多 く、その他ひだ皿・向付・茶入 。碗・建水水差などが出土している。先述

したように、近世に入 り調査範囲は集落が営まれておらず水田や畑などの生産域として使用されており、これらの遺

物は南側に広がる集落域から廃棄されたと考えられる。

28

(高梨)



第 2章 調査の概要

表 6 出土遺物観察表
遺物観察表 (平成10年度調査分 )

番号 地区名 X Y 選構番号 出土層位 種  類 器 種 口  径 底   径 器  高 色 調 備 考

A SDO] 弥生土器 150 灰黄色 XηY89 3層出土 と接合

2 弥生上器 無票壷 95 浅黄色 体部外面にはけ目、内面ナデ調整

弥生上器 高イ 浅黄色 SDOユ  Xi6Y89,X76Y88 3層 出土 と接合

74 弥生土器 小 壺 10 にぶい黄橙 手づ くla

弥生土器 重 浅黄澄 外面と口縁部内面に施朱 体部外面に軽いミガキあり

6 91 須恵器 黄灰 焼 きゆがみあ り

87 製塩土器 にぶい黄橙 内面にハケメ調整

中世土師器 にぶい黄澄 Al類
9 84 中世土師器 52 にぶい黄澄 Al類

81 土師器 にぶい黄橙

81 土師器 にがい黄橙

82 須恵器 灰

13 84 SD02 須恵器 灰

8o 須恵器 12 2 灰オリーブ 黒色斑 焼 きぶ くれあ り

15 84 須恵器 灰

中世土師器 にぶい黄澄 B8類  口縁ナデ幅1 5cn

73 中世土師器 ユ0 0 にぶい黄橙
B10類 回縁ナデ幅0 8cm 外面には指紋が多く付く
内面にはBヽ 口による調整痕あり

中世土師器 灰白 B10類 胎土に小石混 じる

瀬戸 灰 自
底部回転糸切り 内面と底面に目跡あり 明緑灰の釉
14～ 15世紀代

弥生土器 にぶい澄 外面ハケメ 内面ヘラ削り 回縁内外ナデ

C 須恵器 63 灰 自 黒色斑あ り

SD304 灰 Ⅳ期後半

C 殊生土器 にぶい責橙 日縁部にキザ ミあ り

須恵器 にぶい黄橙 生焼け品

C 67 須恵器 蓋 自灰

C 68 SD307-4 須恵器 短顎壺 灰 X・9Y82 1b層 と接合

C 62 中世土師器 皿 にぶい澄 B10類 回縁ナデ幅0 8cn

33 SD307-4 中世土師器 皿 にぶい責橙 B10類  回縁ナデ幅1 4ca

C 36 SD307-4 珠洲 憂 V期

C S鰐
"-4

珠JH すり鉢 灰 V期 ?

3, C 美濃 盤 灰 白 内底面に目跡あり

32 C 包含層 3層 縄文土器 深鉢 翻 0 にぶい黄橙 後期 粗製土器 RL
33 B 包含層 3層 弥生土器 養 自灰 擬回線

解 A 88 包含層 3層 弥生■器 養 158 白灰 胎土に小石を多く合し

35 B 包含層 堀 弥生土器 霊 淡黄 胎土に小石を多く含む

包含層 9層 土師器 碗 にぶい黄栓 底部糸切 り 9世 紀後半 (Ⅱ 2期 )

B 包含層 2層 土師器 碗 40 浅黄 内面黒色処理 底部系切り 9世紀中～後半 (Ⅱ 2期 )

A 78 包含層 9層 土師器 発 にぶい黄橙 9世紀中頃 (14期 )

C 包含層 2層 土師器 養 澄 内面カキ目 9世紀初め

包含層 3層 土師器 甕 にぶい黄橙 9世紀初め

88 包含層 3層 土師器 奏 戌煮浴 体部カキロ 9世 紀初め

ハ 63 包含層 3層 土師器 霊 にぶい黄橙 8世紀第 4四半期

49 64 包含層 2層 土師器 琵

∞ 包含層 3層 土師器 琵 にぶい黄橙 9世紀中頃

包含層 2層 須恵器 霊 灰 7世紀後半

86 包含層 3層 須恵器 琵 灰 黒色斑  8世 紀代

90 68 包含層 3層 須恵器 蓋 灰

100 包含層 2層 須恵器 蓋 灰

包含層 3層 須恵器 蓋 灰

94 包含層 2層 須恵器 蓋 150 灰

95 儀 包含層 2層 須恵器 蓋 163 灰 白

ψ ●L含層 媚 須恵器 蓋 灰

包含層 3層 須恵器 蓋 灰 白

B 包含層 2層 須恵器 蓋 灰

B 包含層 2層 須恵器 蓋 133 灰

56 B 包含層 3層 須恵器 蓋 灰

57 包含層 2層 須恵器 不 灰

包含層 3層 須恵器 然 灰

93 64 包含層 3層 須恵器 灰 外面に自然釉

包含層 2層 須恵器 不 灰白

包含層 2層 須恵器 不 n3 灰 外面に自然釉

包含層 2層 須恵器 イ 灰

C 9 包含層 3層 須恵器 灰

64 C 包含層 3層 須恵器 63 灰 X“Y33と 接合

C 包含層 2層 須恵器 イ 灰

包含層 2層 須恵器 不 灰

70 包含層 3層 須恵器 杯 灰 胎上に小石を多 く合む

70 包含層 3層 須恵器 浅黄 生焼け 底部に乾燥時についた板の戻あり

C 包含層 3層 須恵器 灰 黒色斑あり

Ю C 包含層 3層 須恵器 14N 40 灰 黄

C 包含層 2層 須恵器 不 灰 黒色斑あ り

84 包含層 1層 須恵器 ホ 灰白 黒色斑あ り
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遺物観察表 (平成10年度調査分 )

番号 地区名 選穂番号 出土層位 種  類 器 種 回  径 底  径 器  高 色    調 縮 考

‐
3 包含層 須恵器 不 灰 自

包含層 3層 須恵器 不 120 浅 黄 生焼け

包含層 2層 須恵器 蓋 64 灰

C 包含層 3局 須恵器 刀ヽ 重 50 灰 底部糸切り 体部下半には軽いヘラ削り調整

C
‐
2 包含層 3層 須恵器 灰

B 包含層 2層 須恵器 甕 口縁部内外面に自然釉

包含尼 3層 須恵器 短顕壺 灰 自 頸部にカキロ調整下半はヘラ肖1り 調整

包含層 2層 中世土師器 16 明応褐 類 二段ナデ ナデ幅0 5cm

81 包含層 3層 中世土師器 皿 にがい黄褐 類 二段ナデ ナデ幅2 0cm 灯明皿として使用

包含層 3層 中世土師器 阻 灰自 類 二段ナデ ナデ幅2 0cm

包含層 3層 中世上師器 にぶい責消 類 三段ナデ ナデ幅2 0cm

包含層 3層 中世上師器 にぶい黄橙
Bl類 三段ナデ ナデ幅2 0cm 内面木日のハケで調
整

94 包含層 2層 中世土師器 にぶい澄
Bl類 二段ナデ ナデ幅1 8cm 端部を少しつまみ上
|ヂる

包含層 3局 中世土師器 浅黄 B8類  軽い二段ナデ ナデ幅2 0cm

包含層 3層 中世土師器 B4類

包含層 3層 中世土師器 皿 にがい橙
B4類  一段 ナデ ナデ幅0 7cm 端部 をつ まみ上げる

包含層 2層 中世土師器 にぶい黄橙
B4類 一段ナデ ナデ幅1 2cm 端部を軽くつまみ上

`デ

る

包含層 2層 中世土師器 皿 浅責橙 B5頻 一段ナデ

包含層 2層 中世土師器 皿 16 にぶい責橙 B5類 一段ナデ ナデ幅04m

包含層 1層 中世上師器 皿 16 淡 黄 B5類 一段ナデ ナデ幅04m

包含層 3層 中世上師器 皿 暗灰責 B5類 一段ナデ ナデ幅0 6em

包含層 3層 中世土師器 ,完黄 B6頻 ナデ幅06m コースター型手づ くね

包含層 2層 中世土師器 皿 64 淡 黄 B6頻

∞ 包含層 3層 中世土師器 皿 淡 責
B6類  ナデ幅0 8cm 内外面とも煤付着 灯明皿 コ
ースター型手づくね

C 也含層 3層 中世土師器 皿 淡黄
B6類 ナデ幅0 6cm 内外面とも煤付着 灯明皿 コ
ースター型手づくな

包含層 中世上師器 皿 灰 黄 B6類  ナデ幅0 0cm コースター型

B C8 包含層 3層 中世土師器 皿 灰 自 B6類

包合層 3層 中世土師器 皿 にぶい黄澄 B6頻  コースター型

包合層 9層 中世土師器 18 浅 黄 B6類  ナデ幅0 8cm コースター型

102 包含層 2層 中世土師器 にぶい黄給 B7類  ,デ 幅2 5cm 内面木回ハケ調整

包含層 3層 中世土師器 皿 灰 白

包含婿 3層 中世土師器 皿 にぶい黄橙 B5類

包含層 2層 中世土師器 79 にぶい責 B5頻  一段ナデ ナデ幅1 0cm 内面木ロハケ調整

包含層 2層 中世土師器 i完 黄 B5類  一段ナデ ナデ幅1 0cm

107 包含層 3層 中世土師器 明責褐 B5類  一段ナデ ナデ幅0 7cnl

包含層 中世土師器 にぶい黄橙 B5類一段ナデ ナデ幅0 8cm

包含屈 3層 中世土師器 浅黄 B5類 一段ナデ ナデ幅1 0cm

10 ●L含層 3層 中世土師器 浅 黄 B5類

包含層 3層 中世主師器 浅黄 B5頬  一段ナデ ナデ幅1 2cm

包含層 中世土師器 にぶい芸 B5類  一段ナデ ナデ幅1 5cn

包含層 2層 中世土師器 100 浅黄 B5類 一段ナデ ナデ幅i Om

包含層 2層 中世上師器 淡黄 B8類

C 包含層 3属 中世上師器 にがい橙 B8類

包含層 2層 中世上師器 120 灰 黄 88頬 ―段ナデ ナデ幅1 0cm

C 包含層 2層 中世土師器 135 にぶい黄 B8類 一段ナデ ナデ幅1 2cm

C 包含層 2層 中世土師器 浅黄橙 B8類 一段ナデ ナデ幅1 5cm

67 包含層 2層 中世土師器 淡 黄 B8類 一段ナデ ナデ幅2 0cm

包含層 2層 中世土師器 黄褐
B9顎  ―段ナデ ナデ幅0 9cm 内面 に媒付着 灯明

C 包含層 3層 中世土師器 B9類

硝 包含層 2層 中世土師器 ■ 8 淡 黄 B9類 一段ナデ ナデ幅0 7cm

包含層 2層 中世土師器 90 i完 責橙 B9類  一段ナデ ナデ幅1 8cm

B 包含層 2層 中世土師器 浅黄橙 B9類  一段ナデ ナデ幅1 7cm

B 80 67 包合層 3層 中世土師器 皿 にがい黄橙 B4類  一段ナデ ナデ幅1 8cm

弱 包含層 3層 中世土師器 にぶい澄 B4類  一段ナデ ナデ幅1 2cm

包含層 2層 中世土師器 皿 18 浅黄橙 B9頻 一段ナデ ナデ幅1 0cm

器 包合層 2層 中世土師器 浅責橙 B9類

包合居 2層 中世土師器 皿 浅黄 B9類 一段ナデ ナデ幅1 5cm

包含層 3層 中世上師器 皿 にがい橙

包含層 3層 中世土師器 皿 灰 白 B10類  一段ナデ ナデ幅1 lcm

包含層 3層 中世土師器 灰 白 B iO壊

包含層 3層 中世土師器 浅 黄 B iO類 一段ナデ ナデ幅09嗣

包含層 3層 中世土師器 浅黄 B10類 ―段ナデ ナデ幅07帥

中世土師器 淡黄 B IO類

包含層 3層 中世上師器 78 灰 自 B IO類

包含層 2層 中世土師器 にぶい黄橙 B10類  一段ナデ ナデ幅0 8cm

8 98 包含層 2層 中世土師器 明赤褐 B10類  一段ナデ ナデ幅12m 端部に煤付着

粥 包含思 3層 中世土師器 18 浅責澄 B10類 一段ナデ ナデ幅0 4cm

包含層 ?層 中世土師器 皿 淡 黄 B IO類 一段チデ ナデ幅1 0cm

C 包含層 ワ層 中世土師器 浅黄澄 B10頻



第2章 調査の概要

遺物観察表 (平成10年度調査分 )

番号 地区名 X 遺穂番号 出土厨位 種  類 器  種 回  径 底  径 器   高 色 調 備 考

包合層 2層 中世土師器 皿 にぶい責橙 B10類  一段ナデ ナデ幅0 7cm

包含層 2層 中世土師器 皿 108 灰貢褐 B10類

C 包含層 2層 中世土師器 灰 白 B10頻  一段ナデ ナデ幅0 8cm

包含層 2厚 中世土師器 136 18 灰黄褐 B iO頻 一段ナデ ナデ幅I Ocm

包含層 2層 中世土師器 120 淡貢 B iO類

包含層 2層 中世土師器 灰 白 BH頌
包含層 ワ層 中世土師器 灰黄 B■類

包含層 つ層 中世土師器 13 淡黄
B9類 一段ナデ ナデ幅0 6cm 内外面に燥付着 端
部に強いナデ

B 包含層 2層 中世土師器 皿 灰 自
Bll類 一段ナデ ナデ幅0 5cm 端部に煤付着 灯明
皿

B 包含層 2層 中世土師器 皿 灰 自 BH類 一段ナデ ナデ幅0 7em

包含層 2層 中世土師器 にぶい橙 1類

B ●L含層 2層 中世土師器 皿 灰 責 1類  一段ナデ

A 包含層 3層 中世土師器 皿 明褐灰
BH類  一段ナデ ナデ幅0 8cm 端都調整不明瞭 端
部に媒付着 灯明皿

包含層 2思 中世土師器 皿 にぶい黄橙 類 ―段ナデ ナデ幅0 8cm 端部調整不明隣

包合層 2層 中世土師器 皿 にがい黄澄 類 一段ナデ ナデ幅0 8cm 端部調整不明瞭

包含層 2層 中世土師器 皿 灰 黄 類 一段ナデ ナデ幅0 7cm 端部調整不明瞭

包含層 2層 中世土師器 淡黄 類 一段ナデ ナデ幅1 lcn

103 包含層 2層 中世上師器 皿 灰 白 類

103 包含層 2層 中世上師器 皿 灰 自 類 一段ナデ ナデ幅0 7cm

包含層 2層 中世土師器 皿 灰 自 類 ―段ナデ ナデ幅1 2cm

包含層 2層 中世土師器 灰白 類 一段ナデ ナデ幅1 0cm

包合層 2層 中世土師器 皿 淡黄 類 一段ナデ

包含層 2層 中世土師器 皿 にぶい責橙 類 一段ナデ ナデ幅1,
包合層 2居 中世土師器 Il 浅黄橙 類

包含層 2層 中世土師器 168 浅黄橙 端部を内湾させる

C 90 包含層 2層 青自磁 皿 32 明青灰 12世 紀代 ?

C 包含層 2層 自磁 皿 136 灰 白 12世 紀代 ?

包含層 2屈 自磁 碗 灰 自 端部力堺 方に折れ鴨状となる V-4a頻  13世紀代
m 也含層 2層 自磁 碗 灰 白 削り出し高台 内面底部に目跡 15世紀代 ?

包合層 2層 青磁 碗 オリーブ灰
内面に蓮華文を片切彫りにする I-2a類  12世紀後
半

C 包含層 2層 音磁 緑灰
回縁部が屈曲して外方折れ、端部力h/1ヽ さく立ち上がる
Ⅲ頻皿 14世紀後半

包含層 2層 青磁 碗 オリープ灰 端部外反 Ⅳ―DI類  15世紀代

包含層 2層 青磁 碗 灰オリープ 端部外反 V― DI類  15世紀代
C 包含層 2層 膏秘 碗 オリーブ灰 15世紀代 ?

解 包含層 2層 青磁 碗 オリーブ灰 内面に文様あ り Ⅳ類 ? 15世紀代 ?

包含層 2層 青磁 盤 緑 灰 皿類 14世紀代

包含層 2層 言穂 碗 オリーブ灰 同安窯系 I-lb類  12世紀代

包含層 2層 吾 磁 碗 灰 14世紀代 ?

180 包合層 ワ層 青磁 小 壺

包含層 2層 珠洲 箋 灰 印字文あリ ロ期

包含層 2層 珠 洲 霊 灰 Ⅳ期後半

包含層 2層 珠洲 霊 灰 Ⅳ期後半

184 包含層 2層 珠洲 整 灰 Ⅳ期後半

包含層 2層 珠洲 茎 灰 V期後半

包含層 2層 珠 洲 霊 灰 Ⅳ期後半

包含層 2層 霊 灰 V期後半

C 包合層 2層 甕 印イと文あ り Ⅳ期

8 包含層 2層 珠 洲 甕 灰

1側 包合層 2層 珠 洲 憂 灰

包含層 3届 珠 洲 霊 灰 装飾叩打文菊花 X99Y75と 接合 I 口期
192 B 70 包含層 3層 壷 Rtt V期

B 包含層 3層 瓦質土器 すり鉢 にぶい黄捜

包含層 2層 珠洲 灰 V期

蠅 包含層 2層 瓦質土器 すり鉢 明赤褐

包含層 2層 奏 灰

包含層 2層 殊洲 甕

包含層 3層 珠洲 すり鉢 X71Yi06と 接合  I期後半

包含層 つ層 珠洲 すり鉢 灰 V期後半

包合層 3層 す り鉢 灰 オリーブ V期

73 包含層 3層 珠洲 すり然 灰 V期後半

202 包含層 2層 八尾 ? にぶい赤褐 越前の可能性 もあ り

203 87 包含層 2層 八尾 灰 X61Y54 2層 と接合

包含層 2層 八尾 ? 鍾 にぶい赤掲 2磁 と同一個体 越前か

C 67 包含層 2層 美濃 平碗 灰釉平茶碗 後Ⅱ期 (15世紀前半)H■ 303と 同一個体
206 C 61 包含居 2層 美 濃 尊式花瓶 オリーブ責 15世紀前半

207 包含層 2層 美濃 ? 灰 自 鉄釉

県内産磁器 碗 浅黄 鉄釉 (飴釉)江戸後期 (18～ 19世紀)

ω 火入れ にぶい黄橙 灰釉 内ハゲ

越中瀬戸 にぶい貢橙 鉄釉 内ハゲ 付け高台風削出 し高台

越中瀬戸 にがい貢橙 鉄釉 内ハゲ 削出 し高台

∂ど



8.出土遺物概要

遺物観察表 (平成10年度調査分 )

番号 地区名 遺構番号 出土層位 種  類 器  種 口  径 底  径 器  高 色 調 備 考

C

“

越中源戸 皿 にぶい黄橙 乳自色の釉 内底面に紬止めあり 削込み高台

B SD102 越中瀬戸 皿 115 にぶい黄澄 鉄釉 折縁皿 削出 し高台

C ∞ SD301～ 306 越中瀬戸 皿 50 にぶい黄増 鉄釉 肖」出し高台

SD301～ 300 越中漂戸 灰 自 鉄釉 外面に他の皿の日縁が融着している

∞ 備前系 すり鉢 黄灰 鉄釉

67 SD104 備前系 すり鉢 170 浅 貨 鉄釉 商台底面に「友Jの印

91 包含層 2層 越中瀬戸 皿 98 浅黄燈 灰釉 内底面に釉止めあ り

包含層 2層 越中瀬戸 103 にぶい橙 乳白色の釉 丸皿 内底面に低い釉止め 削出し高台

220 包含層 2層 越中瀬戸 皿 にぶい赤褐 乳自色の釉 折縁皿 内底面に低い釉止めあり

B 88 包含層 2層 越中瀬戸 皿 114 にぶい橙 灰釉 内底面に釉止めあり 肖」込み高台

B 100 包合層 2層 越中瀬戸 皿 ■ 8 50 灰 灰釉 内底面にF「 花紋 釉止めあり 削出し高台

包合層 2層 越中瀬戸 104 灰 芸 灰釉 肖1出 し高台

B 包含層 2層 越中瀬戸 皿 にぶい橙 鉄 釉

ro2 包含層 2層 越中瀬戸 皿 にぶい橙 字し白色の釉 肖J出 し高台

包合層 2層 越中瀬戸 ll 130 浅黄橙 灰 釉

表採 越中瀬戸 阻 110 橙 鉄釉 肖J出 し高台

228 包含層 2層 越中源戸 皿 にぶい橙 辛L白 色の釉

包合層 2層 越中瀬戸 皿 130 灰白 灰 釉

B 包含層 2層 越中瀬戸 皿 130 にぶい黄橙 灰釉

包含層 2層 越中源戸 皿 128 にぶい黄橙 灰釉 削込み高台

232 B 包含層 越中瀬戸 皿 にぶい橙 鉄釉

B 包含層 2層 越中瀬戸 皿 浅黄 灰釉 内底面に低い釉止めあ り

B 包含層 2層 越中瀬戸 向付 灰 鉄釉 内底面に印花文 肖ι出し高台

B 93 包合層 媚 越中瀬戸 皿 40 浅責橙 鉄釉 肖1出 し高台

B 包含層 2層 越中瀬戸 皿 におい褐 乳白色の釉 肖1出 し高台

B 銘 包含層 2層 越中瀬戸 皿 灰 黄 鉄釉 削出 し高台

B 38 包含層 ワ層 越中瀬戸 皿 にぶい橙 辛し白色の釉 肖1込 み高台

B 包合層 2層 越中瀬戸 ひだ皿 にぶい黄澄 鋤

B 包含層 2層 越中瀬戸 向付 にぶい責澄 鉄釉

B 包含層 越中源戸 向付 浅 黄 鉄 釉

B 包合層 1層 越中瀬戸 向付 黄灰 鉄 釉

611 包含層 越中瀬戸 向付 浅責 鉄釉

B 包含層 2層 越中瀬戸 向付 灰 自 鉄釉

B 104 包合層 握 越中源戸 茶 入 灰 白 鉄釉

B 511 包含層 越中瀬戸 壺 灰 白 鉄釉

B 102 包含層 2層 越中瀬戸 豆 にぶい橙 鉄釉

B 包含層 肥前系 碗 106 灰 責 灰釉

B 包合層 勿霞 肥前系 碗 灰 自 染め付け 18世紀代

B 64 包含層 2層 越中瀬戸 碗 灰 白 欽釉

包含層 2層 瀬戸 ? 碗 灰 自 漆黒釉 拳骨茶碗 18世紀代

C 包含層 2層 越中瀬戸 大皿 明責褐 錆釉

包含層 2層 越中瀬戸 大皿 明黄褐 鉄 釉

254 104 包含層 2層 越中瀬戸 建水水差 にぶい黄澄

包含層 越中瀬戸 建水水差 灰白 外面口縁部に緑釉がかかる

84 包合層 握 美濃 柄つ き片回 灰 自 緑釉 中世

B 99 包含層 肥前系 皿 灰白

258 B 1∞ 包含層 肥前系 皿 灰 白

翻 包含層 2層 肥前系 碗 淡黄

2611 B 包合層 2層 県内産陶器 皿 ? 54 浅 責 越中九山窯

86 包合層 3層 石斧 凝灰者

100 4層 石斧 硬質砂岩

包合層 堀 hR石 泥岩

B 包含層 3層 砥 石 泥岩

B 解 包含層 2層 砥石 泥岩

B 102 包含層 2層 低石 泥岩

包含層 3層 管玉 鉄石英 未製品

遺物観察表 (平成 9年度調査分)

番 号 地区名 選構番号 出土層位 種  類 器 種 口  径 底  径 器  高 色 調 備 考

須恵器 蓋 灰

2 須恵器 蓋 灰

須恵器 灰 転用硯

須恵器 蓋 にがい褐

68 須恵器 杯 自灰

6 64 須恵器 邦 126 にぶい黄褐 生焼け SD■  SD106と 接合

須恵器 蓋 灰

8 須恵器 灰

63 須恵器 蓋 120 灰 墨 書

64 SD106 須恵器 蓋 ■ 8 灰

64 SDi06 須恵器 蓋 128 灰

SD106 須恵器 31 灰 白

92



第 2章 調査の概要

遺物観察表 (平成 9年度調査分 )

番号 地区名 遺機番号 出土層位 種  類 器  種 日  経 底  径 器   高 色 調 備 考

13 須恵器 イ 126 灰白

SD166 須恵器 イ 灰

土師器 長妻 にぶい黄褐

須恵器 藍 120

土師器 長甕 黄褐

須恵器 イ 灰

19 59 102 中世土師器 にぶい責橙

中世土師器 皿 灰自

硝 珠洲 羹 灰 目縁部 よ3世紀後半

22 儀 越中瀬戸 皿 黄灰 肖!込み高台 鉄釉

包含層 2層 終文上器 深鎌 にぶい責橙 縄文後期

包含層 2層 弥生土器 甍 にぶい貢橙

包含層 2層 弥生土器 菱 にぶい黄橙

26 24 包含層 2層 弥生土器 にぶい黄橙 外から内に向けての穿乳あり

20 包含層 2層 弥生土器 にぶい黄橙

28 包含層 2層 弥生土器 /1ヽ 琵 暗灰黄

包含層 2層 弥生土器 菱 にぶい橙

30 23 包含層 2層 弥生土器 甕 160 灰黄褐

3, 閉 包含層 2層 弥生土器 琵 灰黄 体部下半ヘラミガキあり

32 包含層 2層 弥生土器 琵 浅黄

包御冒 2層 弥生土器 箋 浅黄

34 41 包含層 2層 弥生土器 琵 にぶい黄澄 X32Y24 2層 と接合

37 閉 包含層 2層 弥生土器 甕 灰黄褐

包合層 2層 弥生土器 養 褐灰

包含層 2層 弥生土器 養 にぶい黄燈

34 勿 包含層 2層 弥生土器 甕 にぶい黄澄 体部ヘラミガヤ

34 包合層 2層 弥生土器 琵 褐灰

包含層 2層 弥生土器 甍 にぶい黄燈

包含層 2属 土師器 養 にぶい黄澄

包合層 2届 土師器 発 にぶい黄澄

43 包含層 2層 土師器 琵 にぶい黄澄

包含層 2層 土師器 にぶい黄澄

61 Ю 包合層 2層 土師器 箋 にがい黄橙

108 包含層 2層 土師器 発 にぶい黄綸

包含層 2層 土師器 養 浅黄澄

包含層 2層 土師器 浅黄澄

79 包含層 2層 土師器 鉛 にぶい黄橙

卿 73 包含層 2層 須恵器 灰

94 80 包含層 2層 須恵器 20 灰

79 包含層 2層 須恵器 灰

包含層 lb層 須恵器 灰

54 ∞ 包含層 2層 須恵器 8 灰

88 92 包含層 2層 須恵器 126 灰 自

Ю 包含層 須恵器 灰

61 包含層 2層 須恵器 灰

60 包含層 2層 須恵器 10 8 灰

58 包含層 2層 須恵器 灰

包含層 2層 須恵器

包含層 2層 須恵器 灰 自

3】 包含層 2層 須恵器 灰 白

●L含層 2層 須恵器 黄 灰

包含層 2層 須恵器 灰

包合層 2層 須恵器 灰

包合層 2層 須恵器 灰

包合層 2層 須恵器 128 灰 墨書土器

包含層 2層 須恵器 灰 塁曽土器

包合層 2層 須恵器 灰

包含層 lb層 須恵器 76 灰 自

包含層 2層 須恵器 イ 60 灰 白

″ 包含層 2層 須恵器 70 34 灰

包含層 2層 須恵器 淡 黄

″ 包含層 2層 須恵器 不 灰 自

64 27 包含層 1層 須恵器 不 O 灰

72 包含層 2層 須恵器 14N 灰

77 包含層 2層 須恵器 灰

包含層 2層 須恵器 不 灰 自

79 包含層 2層 須恵器 不 灰 白

包含層 2層 須恵器 杯 91 灰 白

包含層 2層 須恵器 灰

包合層 ユb層 須恵器 灰

83 包合層 2層 須恵器 杯 120 灰

脇 包含層 2層 須恵器 不 灰

61 包含層 2層 須恵器 然 n3 灰
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8.出土遺物概要

遺物観察表 (平成 9年度調査分 )

番 号 地区名 Y 遺構番号 出土層位 種   類 器 種 口  径 底  径 器   高 色 調 備 考

包含層 2層 須恵器 14N 灰 白

包含層 2層 須恵器 llN 灰

包含層 2層 須恵器 灰

包含層 lb層 須恵器 灰

包含層 中世土師器 皿 浅貢

包含層 2層 中世土師器 皿 浅黄

包含層 2層 中世土師器 にぶい黄橙

包含層 2層 中世土師器 白灰

包含層 2層 中世土師器 にがい黄橙

包含層 2層 珠 洲 甕 灰 窯印あ り Ⅲ期

包含層 2層 箋 灰 V期

包含層 lb層 昧洲 灰

包含層 2層 殊洲 す り鉢 灰

包含層 ワ層 殊洲 すり鉢 30 0 灰 Ⅱ期

2含層 ワ層 美濃 入子 48 13 白灰 内底面に朱力Ч寸着している 紅皿として使用か ?

包含層 2層 石器 粘版岩 石包丁の可能性あり

遺物観察表 (平成11年度調査分 )

番号 地区名 遺構番号 出主層位 種  類 器  種 口  径 底  径 器   高 色 調 備 考

埋没河遭 縄文土器 深鉢 にぶい黄 縄文晩期

理没河遭 弥生土器 暗灰黄 弥生中期

3 埋没 1可道 弥生土器 菱 にぶい黄澄 弥生中期

埋没河道 弥生土器 甕 暗灰黄 弥生中期

埋没河道 弥生土器 にぶい黄 弥生中期

6 埋没河道 弥生土器 重 にがい黄 弥生中期

埋没河道 弥生土器 奏 にがい黄橙 弥生中期

8 埋没河道 殊生土器 奏 にがい黄澄 弥生中期

埋没河道 弥生土器 発 黄灰 弥生中期

10 埋没河迫 弥生土器 発 にぶい黄 弥生中期

埋没河道 訴生土器 霊 灰 黄 菰と中期

埋没河道 弥生土器 琵 暗灰黄 弥生中期

埋没河遭 弥生土器 壺 にぶい黄 弥生中期

里没河道 Ifr生土器 浅 責 弥生中期

里没河道 P/F生 土 器
土 器

にがい黄 弥生中期

16 里没河道 P/tN生 土器 発 20cm(推定) 黄灰 弥生中期

D 里没河道 株生土器 にぶい黄 弥生中期

D 里没河道 弥生土器 菱 にぶい煮 弥生中期

19 埋没河道 弥生土器 高杯 にぶい黄袴 弥生後期

埋没河道 弥生土器 重 にがい黄橙 弥生 (天王山系土器 )

D IE没河道 弥生上器 灰 黄 弥生中期

D 埋没河道 弥生主器 暗灰黄 弥生中期

23 埋没河道 弥生土器 灰 黄 弥生中期

D 埋没河道 弥生土器 6 黄灰 Fr生 中期

D 理没河遭 弥生土器 浅黄 弥生中期

D 埋没河道 弥生土器 灰黄～黒褐 弥生中期

理没河道 弥生土器 灰 黄 弥生中期

理没河道 弥生土器 高 不 にぶい黄 弥生後期 (月 影 I)

埋没河遭 弥生土器 高郭 弥生後期 (月 影 I)

埋没河遭 弥生上器 高不脚 にぶい黄 弥生後期 (法仏 Ⅱ式 )

埋没NHJ道 弥生土器 壺 浅芸 弥生 (天工山系土器)

埋没河道 弥生土器 壺 灰黄褐 弥生中期

埋没河道 派生土器 壺 にぶい黄澄 7f生 中期

理没河道 弥生土器 壺 にぶい責澄 弥生後期前半 (近江系)

埋没河道 弥生土器 弥生後期

埋没河道 孫生土器 琵 にぶい黄褐 弥生中期後半 (栗林式 )

97 埋没河道 孫生土器 豆 暗灰黄 弥生中期

埋没河道 弥生土器 霊 責褐 弥生中期

埋没河遭 土師器 重 にぶい黄橙 古墳中期 (宮地式 )

埋没河道 土ET器 責灰 古墳 (古府クルど)

埋没河道 土師器 甕 ? にぶい黄 古墳 (古府クルビ)

埋没河道 土師器 黒褐 古墳中期 (宮地式)

埋没河道 須恵器 壺 蓋 10 灰 責 吉代 焼 き台 ? 焼 良奸

埋没河道 須恵器 にがい黄橙 古代 焼 良好

埋没河道 須恵器 にぶい責澄 古代 焼  良好

D 埋没 1可道 須恵器
j4N蓋 灰 8世紀後半～9世紀前半 つまみ宝珠,転用硯

理没 1可道 土師器 碗 にぶい燈 9世紀後半 焼極めて良く硬質 二次焼成を受けている

埋没河適 土師器 皿 にぶい黄 10世紀代

埋没河道 中世土師器 皿 掲 灰

埋没河道 中世土師器 浅 黄

∂ど



第 2章 調査の概要

遺物観察表 (平成11年度調査分 )

番号 地区名 Y 遺構番号 出土層位 種  類 器 種 口  径 底  径 器  高 色 調 備 考

D 埋没河遭 中世土師器 皿 橙

D 埋没河道 中世土師器 橙

埋没河道 土師器 霊 にぶい栓 9世紀後半 ?

r02 SK413 弥生土器 菱 黒 弥生中期

SKh18 縄文土器 浅鉢 灰 黄 縄文晩期

D 19,48 土師器 箋 橙ヽ 古墳初め 古府クルピ)

土師器 にぶい黄橙 古墳初め 古府クルピ)

上師器 甕 にぶい橙 古墳初め 古府クルビ)

p 弥生土器 高杯 勿 にぶい黄橙 弥生後期 月影 I)

40 詠生土器 黄灰 弥生末～古墳

土師器 llT? 黄原 吉墳 外面黒色処理 ?

土師器 菱 黄灰 古墳

D 41 SD411-2 弥生土器 琵 浅黄 弥生中期

64 SD418 株生土器 鉢 黄灰 弥生中期

SD414-〕 上師器 21 にぶい責橙 古墳初め (古府 クルピ)

土師器 にぶい黄 古墳初め 外面黒色処理

67 土師器 12 にぶい黄 古墳初め (古府クルビ)

37 土師器 lr 暗灰黄

ω 37 土師器 高郭 ∝器台 浅 黄 吉墳初め 古府 クルビ 内外面赤彩

土師器 高杯 σ器台 10 浅黄 古墳初め 古府クルビ 内外面赤彩

土師器 器 台 ユO 灰 黄 古墳初め 古府 クルヒ 外面赤彩

土師器 茎 浅黄橙 古墳初め 古府クルビ

73 37 土師器 壺 淡黄 古墳初め 古府 クルビ

弥生土器 黄灰 弥生中期

37 弥生土器 にぶい黄橙 弥生中期後半 (栗林式 )

弥生土器 養 暗灰黄 弥生中期

SD414(拡 張 1) 弥生土器 壺  箋 灰 貢 弥生中期

密 SD414-」 弥生土器 壺 奏 閉 にぶい衰 弥生中期

SD414 土師器 壺 灰 黄 古墳初め (古府 クルピ)

弥生土器 無頭壺 暗灰黄 弥生後期前半

SB∝P2 土師器 養 18 にぶい黄澄 古墳初め (古府クルピ)

弥生土器 甍 浅 黄 弥生中期

SB04P 3 弥生土器 にぶい黄澄 弥生中期

84 51 SDl15-4 縄文土器 ? にがい黄褐

51 縄文土器 にぶい褐

須恵器 灰 古代 焼良好

SDl13-1 縄文土器 深 奏 8 にぶい黄～黒褐 縄文 内面スス付着

88 34 弥生土器 壺 にぶ い煮 弥生中期

土師器 鉢 黄灰 古墳

弥生土器 9 灰 黄 弥生中期

SD421 弥生土器 蓋 黄灰～にぶい褐 弥生後期 (法仏 )

92 Й SD122 123 須恵器 3 灰 8世紀後半～9世紀前半 焼やや不賞

須恵器 灰 9世紀代 内面スス

察恵器 杯 B 8 灰 8世紀後半～9世紀前半 焼やや不良

∞ SD122 128,SD46 弥生土器 艶 黄褐 弥生中期

∞ SD122 123 弥生土器 甕 にぶい橙 弥生後期

SD122 123 箋 灰 自

主師器 発 浅責 古墳

D SD122 123 土師器 高杯げ器台 5 灰 寅 古墳 内面赤彩

SD122 123 弥生土器 にぶ い貢 株生中期

45～ 、
４８

SD122 123,SD107,
SD4∝ ,SD307

弥生土器 壺 にぶい責橙 殊 生

SD122 123 弥生土器 菱 8 にが い貢 殊生

SD122 123 縄文土器 ? 縄文後 晩期

弥生土器 壺 にぶい責橙 弥生中期

D SD122 123 弥■■器 琵 閉 殊生中期

51～
SD404,SD3071層 土師器 碗 5 5 橙 9世紀後半 表面の剥落激しい

SD4o4 土師器 碗 13 こぶい黄橙 10世紀前半 内面赤彩 スス付着

108 SD404 土師器 灰 責 9世紀末～10世紀末 内外面赤彩

109 土師器 碗 におい橙 9世紀後半 内面日縁端部スス付着

D
SD41X,SD3"ユ 層 , 土師器 浅黄 9世紀末～10世紀前半

須恵器 不蓋 灰 8世紀前半 ? つまみ宝殊 焼良好

須恵器 にぶい黄
8世紀後半～9世紀前半 焼酸化硬質 内面墨痕 墨汁
入れとして使用

須恵器 不霊 9世紀後半 焼やや不賞

弥生土器 にぶい黄橙 弥生終末 (月 影Ⅱ)

上師器 鍋 にぶい黄倫 8世紀後半

16 土師器 碗 にがい黄橙 10世 紀代

須恵器 灰 3世紀後半～9世紀前半

18 縄文土器 ? 明黄福 縄文時代 ?

SK403 土師器 養 浅責 9世紀後半～10世紀初 ?

P453 34 にぶい貢橙

35



8.出土遺物概要

遺物観察表 (平成11年度調査分 )

番号 地区名 遺構番号 出上層位 種  類 器 lfG 口  径 底  径 器  高 色 調 考

硝 SBOユ 縄文土器 黄褐 縄文後期 (気屋 正式)

SD307‐ 2 中世土師器 al にがい黄橙

中世上師器 淡 黄

58 中世土師器 にぶい黄橙

中世土師器 にぶい費

中世土師器 にぶい貢橙 炭化物付着

中世土師器 9 にパい黄袴 端部をつまみ上げる

SD30i 珠 洲 霊 灰 焼成賞好

SD307-4, SD404 珠 洲 霊 灰 焼成賞好

SD307-2 珠洲 葵 灰 焼成良好

SD3∝ ] 殊洲 すり鉢 灰 12条/3 4cI 焼良奸

D 硝 妹洲 すり鉢 灰 阻期 おろし目5条 以上

D 珠洲 すり鎌 灰
Vtt or V期 内根1は使用による磨減救しい おろし目
5条 以上 焼やや不良

D SD307-2 珠 洲 すり鉢 灰 I期  おろし目8条

SD307‐ C 肥前 丸碗
胎

釉
灰黄
暗オリーフ

18世紀代

SD307-2 越 中漂戸 灰 黄 18世紀代 底部高台内側に墨書

SD307-1 越中瀬戸 小 巨 13
胎

釉
にぶい黄澄

灰責褐

SD3"-4 露 灰 皿期

土製品 主鍾 10(穴径 ) 46(最大径) にぶ い貢

ヽ
５０

、
４４

SD307-2 須恵器 イ A 灰 8世紀後半～ 9世紀前半

須恵器 不 A 灰 8世紀後半～ 9世紀前半

須恵器 郎 暗灰黄 8世紀後半～9世紀前半 焼良好

須恵器 イ 灰 8世紀後半～ 9世紀前半

須恵器 灰オリープ 9世紀代 上末窯

須恵器 イ 灰黄 9世紀後半 漆付着 (内面)

須恵器 郭 8世紀後半ヽ9世紀前半 焼良好

Ｄ３

つ４

２３

SD307-2,

須恵器 イ B 灰黄褐 8世紀後半～ 9世紀前半

須恵器 イ 灰 9世紀後半

38～
須恵器 郭 B 灰 8世紀後半～ 9世紀前半

50

一

４７ SD307 2 2層 3層 須恵器 不 B 8 灰 9世紀後半

D SD307-4 須恵器 10 にがい澄 9世紀代 焼成やや不良

須恵器 14N B 灰 8世紀後半～ 9世紀前半 墨書土器

須恵器 不 蓋 灰 9世紀前半 焼良好

D SD3∝ ‐2 須恵器 イ 蓋 灰 9世紀前半 転用硯

D SD307‐ 4 須慈器 イ 蓋 13 灰 8世紀後半～9世紀前半 墨普 つまみ宝珠 焼良好

須恵器 奏 灰 9世紀前半

SD307, SD307
土師器 碗 6 橙 10世紀前半 焼やや不良

SD3C7 F 土師器 碗 6 橙 9世紀後半 内面漆膜付着 焼やや不良

SD307 土師器 碗 明責褐 10世紀前半

土師器 碗 にぶい黄橙
9世紀後半 スス (内外面) 内外面赤彩 やや大きめ
の石英 長石混

52 土師器 碗 10世紀前半 内外面赤彩 スス付着 口縁部をつまみ出す

、
９８

52 土師器 碗 にぶい黄橙 10世紀前半 内外面赤彩 口縁端部 を軽 くつまむ

36 ψ 土師器 碗 にぶい橙 10世紀前半 焼成不良

土師器 碗 にぶい責橙 9世紀末ヽ10世紀初 内外面赤彩

土師器 にぶい黄橙 10世紀前半 焼成不賞 はり付け苛台 高台内糸切り痕残す

166 須恵器 霙 灰

167 須恵器 灰

SD3M l層 須恵器 不明脚 灰オリーブ

SD3M l層 土師器 甕 灰 黄 9世紀後半～10世紀初

170 SD304 1層 土師器 鍋 浅黄 9世紀後半～10世紀初

土師器 小 壺 内面スス付着

土師器 甕 にぶい責 9世紀後半～10世紀初

土師器 甕 9世紀後半～10世紀 17U

52 弥生土器 器台 にぶい黄 弥生後期

開 中世土師器 皿 浅黄

殊洲 甕 灰 焼成良好

中世土師器 皿 にぶい黄澄

中世土師器 浅黄

中世土師器 皿 浅黄

SX01 越中源戸 皿 灰 責 17世紀代

珠洲 にぶい黄 焼成良好

SX01 灰白

SX01 灰 黄

SX01 土師器 イ にぶい黄橙 古墳

SX01 弥生土器 にぶい黄 弥生中期

須恵器 ネ 灰オリーブ 8世紀後半～9世紀前半 焼成不良
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第 2章 調査の概要

遺物観察表 (平成11年度調査分 )

番号 地区名 遺構番号 出土層位 種   類 器  種 日  径 底  径 器  高 色 調 備 考

須恵器 灰 8世紀後半～9世紀前半 焼成良好

188 須恵器 イ 8世紀後半～ 9世紀前半 焼成良好

SD04,埋没河道 須恵器 杯 B 灰褐～灰 8世紀後半～ 9世紀前半 焼成良好

須恵器 ネ A にぶい橙 8世紀後半～9世紀前半 焼成酸化硬質

越中瀬戸 皿 2
胎 :浅黄澄

釉 :褐
見込みに トチ ン戻 1個

192 40 越中瀬戸 皿 10
胎

釉
にぶい黄橙
暗灰黄十灰責

193 SX06 肥前 片口鉢
胎

釉
灰黄
暗オリーブ

13世紀代

SDに, SD307-2,
須恵器 霊 8世紀後半

SX06 須恵器 不 12 8世紀後半～9世紀前半

1" D SX08 須恵器 不 にぶい黄橙 古代 焼成酸化硬質

D SX08 須恵器 イ 灰 8世紀後半～9世紀前半 焼成良好

SX09 土師器 露 浅黄橙 古墳 (古府 クルビ)

m 土師器 露 2ユ にパい黄橙 9世紀後半～10世紀初

200 D SD02 1層 肥前 皿 灰 自 18世紀代

D 開 SD05 肥前 丸碗 9 灰 白 18世紀後半 コンニャクF,版

D 中世土師器 浅黄

203 D 40 須恵器 イ 6 灰 8世紀後半～9世紀前

D SD06,SD307 須恵器 イ B 8 黄灰 9世紀後半

D SD06 須恵器 霊 仄 擬格子コPき とカキ目

D 須恵器 黄灰 古代

D SD06 土師器 発 浅 責 9世紀後半～10世紀初

D ψ SD06, SD307 越中瀬戸
胎

釉
にぶい黄栓
淡黄

209 SD07 須恵器 杯 にぶい黄橙 9世紀後半

須恵器 ITNB 8 灰 9世紀後半

SD07 SD307 土師器 碗 にぶい責橙 9世紀後半 内面スス少長付着

土師器 碗 にぶい責橙 9世紀後半

SD07 あぜ 殊洲 壺 灰

D 越中瀬戸 明責褐

SD03内 越中瀬戸 陶錘 11(穴径 ) 28(最大径 ) にぶい責橙

SD3" ユ層 肥前京焼風 碗
黄

黄

浅

浅

胎
釉

57 SD307 1層 越中瀬戸 碗
黄
褐

灰

灰

胎

釉

m SD307 1層 越中瀬戸 皿 3 胎 :灰  釉 :暗褐 見込みに重ね焼痕

54 SD907 1層 越中瀬戸 皿
胎 :に ぶい掲

釉 :褐

220 D 48 SD3∝  1層 ,2層 越中瀬戸 皿 5
胎

釉
にぶい責
黒

墨書、墨痕あ り

D SD307 ユ層 越中瀬戸 5
胎 :灰
釉 :オ リーブ責

SD307 1層 近世陶器 ? 議 ?
胎 :灰責 釉 :黄
灰

層 鉢 灰 寅 15世紀後半 灰釉

D SD307 層 中世土師器 資買

D 層 須恵器 芥A 8世紀後半～9世紀前半

226 D SD307 層 須恵器 ネ B 9 灰 黄 8世紀後半～9世紀前半

D 層 須恵器 琵 橙

223 D 42 SD307 層 須恵器 露 8世紀後半

D SK03 越中瀬戸 小 霊
胎 i浅黄
釉 :黒褐

D 越中瀬戸 にぶい黄橙 墨書あり (文字不明)

D F。9 土師器 暗灰黄 近世

SX07 越中瀬戸 小茎
自
褐

灰
暗

胎
釉

須恵器 ネ B 6 にぶい黄 3世紀後半～9世紀前半

肥前 9
明
ケ付

釉
染灰

自
青

灰
て灰

胎
緑 17世紀前半 初期伊万里

肥前 碗 灰 自 17世紀後半～18世紀前半 ユ条網

肥前系 丸碗 灰白 18世紀後半

SD317内 肥前京焼風
胎
釉

浅黄
にぶい黄

238 肥前 皿
胎

粕
灰
暗オリーノ

18世紀代

239 D 越中瀬戸

橙

禍

黄

黄

い

い

が

ぶ

黄

‥
　
ぶ

胎

釉

に
17世紀代 見込みに重ね焼痕

D 越中源戸 碗
胎 :灰 白
釉 :暗褐

逆中瀬戸 小痘
胎 :灰黄 釉 :浅
黄■にぶい黄褐

内面に内容物 (明 るい紅色のもの)が付着

D SD317 越中瀬戸 /1ヽ 互三 9
胎 :灰費
釉 :に ぶい黄褐

越中瀬戸 小 壷
胎 :に ぶい責
釉 :に ぶい黄褐

D S餌 17 越中瀬戸 小 壷
胎 :に ぶい黄
釉 :黒褐

越中瀬戸 小臣
胎 :灰黄
釉 :に ぶい黄褐

破棄後に2次焼成を受け表面に炭化物付着
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8.出土遺物概要

遺物観察表 (平成11年度調査分 )

番 号 地区名 遺構番号 出土層位 種  類 器 種 口  径 底  径 器   高 色 調 怖 考

SD08 越中瀬戸 チヤ鉢
黄

灰

浅
褐

胎

釉

SD317 宋洲 す り鉢 灰 自 V期  おろし目 9条

SD317 妹洲 甕 灰 焼成長好

珠JH 霙 におい黄橙 焼成還元軟質 (やや不ミ )

須恵器 jTN蓋 黄灰 9世紀後半 焼成良好

D 須恵器 JTN蓋 灰 9世紀前半 内面中央付近磨滅 転用硯か 焼成良好

252 D 須恵器 イ A 8 灰オリーブ 9世紀代 焼成やや不良

259 D 須恵器 灰 黄 8世紀後半～ 9世紀前半 焼成良好だが焼成ぶ くれあ り

D 須恵器 小 壺 灰 9世紀後半か

包含層 3層 縄文上器 灰 黄 縄文晩期

2硝 俳水溝 弥生上器 壺 にぶい黄橙 弥生中期

包含層 3層 菰生上器 甕 浅 黄 弥生中期

258 包含層 2層 弥生上器 壺 灰 黄 弥生中期

包含層 3層 上面 休生土器 養 18 灰 黄 孫生終末 (月 影■)

あぜ 須恵器 イ 蓋 灰 9世紀後半 内面に溶着片あ り

包含層 2層 須恵器 郭 蓋 灰 0世紀後半

サブトレ 須恵器 イ 蓋 褐灰 9世紀後半 焼成長野

包含層 2層 須恵器 イ蓋 13 灰 8世紀後半～9世紀前半

包含層 3層 上面 須恵器 林A 灰 8世紀後半～ 9世紀前半 焼成長野

57 包含層 3層 須恵器 郭 3 灰 8世紀後半～9世紀前半 焼成長好

包含層 2層 ,3層 須恵器 67(推定) 灰 9世紀後半

包含層 3層 上面 須恵器 不 灰 8世紀後半～9世紀前半

45 包含層 3層 上面 須恵器 林 B 9 灰責褐 +灰 9世紀代 内面酸化焼成 焼成長奸

包含層 3層 上面 須恵器 茎 172(推定) 黄 灰 9世紀後半

包含届 2層 須恵器 灰 8世紀後半～ 9世紀前半

包含層 3層 土師器 霊 明黄褐 9世紀後半～10世紀初

D 包含層 3層 上面 土師器 箋 にぶい責 9世紀後半～10世紀初

包含層 3層 上面 中世土師器 皿 浅黄

包御唇 2層 越中瀬戸 無釉小孤 灰 白 18世紀代

包含層 3層 上面 中世土師器 8 にぶい黄橙

2含層 3層 中世土師器 浅 貨

包含層 3層 中世土師器 にぶい黄褐十黒褐 内面スス付活

包含層 3層 上面 中世土師器 浅黄澄 外面スス付着

2含層 3層 中世土師器 皿 8 にぶい黄 内外面スス付着

D 包含層 3層 上面 中世土師器 灰 黄

包含層 3層 上面 中世土師器 皿 12(推定 ) 灰責

D 包含層 3層 上面 中世土師器 皿 にぶい黄橙

D 包合層 3層 上面 中世土師器 皿 浅黄

984 D 包含層 3層 上面 中世土師器 にぶい黄橙

2合層 3層 上面 中世土師器 淡 責

包含層 3層 中世土師器 浅資

包含層 2層 中世土師器 10 にぶい黄橙

2含層 3層 上面 中世土師器 10 灰 責

D 包含層 3層 上面 中世土師器 淡責

包含層 3層 中世土師器 浅黄

包含層 3層 中世土師器 淡 資

包含層 3層 上面 中世土師器 浅黄

包含層 3層 中世主師器 灰 白

ワ94 包含屠 3屠 中世土師器 浅黄

あゼ 中世土師器 暗灰黄 内外面スス多く付着

包含層 2層 中世主師器 にがい黄

D 包含届 3層 上面 中世土師器 とぶい黄

D 包合層 3層 上面 中世上師器 にぶい黄橙

包含層 3層 中世上師器

包含居 3層 中世土師器 淡資

300 D 包含居 3層 土師器 碗 ぶい質澄 10世紀前半 内外面赤彩

包含層 2層 青磁 碗 灰

白

緑
灰

明

胎
釉 14世紀前半～中頃 龍泉窯系 I-5b壊

302 包含層 I層 瀬戸 ? 不 明 10
胎 :灰 自
釉 :オ リーブ黄

近世

包含層 3層 瀬戸 平碗
胎 :灰 自

釉 :オ リーブ黄
灰釉平茶碗 15世紀前半

包含層 3層 上面 瀬戸 おろし皿 灰 資 中世後翔

305 包含層 3層 上面 殊洲 すり鉢 灰 El期  おろ し目 8条

D 48 包含層 2層 宋洲 灰 Π期

包含層 2層 昧洲 灰

包含層 ワ層 昧洲 外面指痕

包含層 ワ層 昧洲 霊 Ⅳ期

包含層 2層 輸入陶磁 VB 灰

橙

青

黄

く
い
橙

ぶ
黄

に
浅

，
‥
付

胎

釉
染

明末清初 牽州窯系

包含層 2層 越中瀬戸 ブ

灰

オ

胎
釉 17世紀代
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第 2章 調査の概要

遺物観察表 (平成11年度調査分 )

玉類・石器計測表 (平成11年度調査分 )

番号 地区名 遺構番号 出土層位 種  類 器 種 口  径 底   経 器   高 色 調 備 考

包含層 2層 越中瀬戸 無釉皿 橙

サブトレ 越中瀬戸 皿 8 淡黄

包含層 2層 越中瀬戸 皿
里
¨

黄
褐

灰
黒

胎
釉

包含層 2層 越中瀬戸 皿 62(推定 ) にぶい責橙 見込みに菊花 (12弁)の押印あり

包含層 2層 越中瀬戸 碗 10
胎 :灰 釉 :オ リ
ーブ褐 +黒 18世紀代

SXあ ぜ 一剛 香炉 8
胎

釉
灰
オリープ黄

包含層 2層 無釉 TA」 器 火入れ 灰ヽオリーブ黄

包含層 越中瀬戸 燭 台
黄

褐

浅

黒

胎
釉

320 包含層 2層 珠 洲 錘 9(長 さ) 46(幅 ) 灰 巨期の壺転用

包含層 3層 上面 金属 銭 ワ4(直径 ) 灰 近世

埋没河道 金 属 銭 24(直径 ) 灰 中世

49 包含層 3層 上面 珠 洲 す り鉢 灰 おろし自7条  日縁に櫛描き 波】大文

あぜ 八 尾 霊

明黄褐～にぶい黄

橙 (表面 :に ぶい

褐 )

焼成やや不良

包含層 3層 上面 八尾 ? 甕
灰 (表面 :に がい
IEl)

肥 前 丸碗 9
Л台:灰 自 釉 :明
オリーブ灰 (来付 :

暗緑灰色)

18世紀前半

埋没河道 縄文土器 深 鉢 黄灰 縄文晩期

包含層 2層 土製品 ■ 鍾 14(穴径 ) 44(径 ) 浅黄

越物番号 地区名 遺構番号 出上層位 器種 長 さ 幅 厚 さ 穴径 石材 備 考

理没河道 白王 上22下38 滑 石

理没河道 日 王 9 上32× 22 下48× 42 滑 石

壇没河道 管 玉 3 緑色凝灰岩 未製品 す り切 り痕あ り

埋没河道 H■0-1～ 3 石錐 安山岩 未製品 磨切 りあ り

埋没河道 谷セクD‐ 7 管 玉 3 緑色凝灰岩 未製品 荒省!り 失敗品

壁没河道 管 玉 緑色凝灰岩 (良 ) 未製品 売割 り失敗品

埋没河道 G-15-4 管 玉 緑色凝灰岩 未製品 研磨途中

埋没河道 K■56 管 玉 緑色凝灰岩 未製品 穴な し

SD414拡 張 管 玉 緑色凝灰岩 未製品

埋没河道 管 玉 緑色凝灰者 (良 ) 未製品 欠損

埋没河道 G-2■ 3 管 玉 34以下 緑色凝灰岩 未製品 下部久損

埋没 1可 道 谷セクD-9 管 玉 緑色凝灰岩 (良 ) 未製品 両端欠損

D 埋没河道 G-8-6 管 玉 緑色凝灰岩 (良 )

D 理没河道 I-20-1 管 玉 緑色凝灰者

瞳没河道 E-3-13 管 玉 23X23 緑色凝灰岩 (負 )

埋没河道 K201 管 玉 8 25× 22 緑色凝灰岩 片面穿孔

煙没河道 し-23‐
1 管 玉 緑色凝灰岩 両面穿子し 稜線少 し残る

厘没河道 L-16ユ 管玉 上16 下14 緑色凝灰岩

厘没河道 打製石錐 ? 王 髄

IE没河道 打製石錐 ? 王 髄

埋没河道 G-18-5 石熊 安山岩 未製品

埋没河道 石錐 安山岩 未製品

IE没河道 石錐 安山岩 未製品 上端はほぼ平 らに研磨

埋没河迫 石錐 安山岩 未製品 腹面を除 く3面研磨

埋没河道 J■ 8-6 磨製石fH 安山者 断面八角形 全周研磨

348 埋没河道 F G 24 有孔円盤状石製品 凝灰岩

349 D 埋没河道 E-13-1 臼王 8 滑 石

埋没河道 臼王 滑 石

埋没河道 臼王 滑 石

352 SD414 C 臼エ 滑 石

勾 玉 最大4 最小」 滑 石

SD414 G 勾 王 8 最大35 最小18 滑 石

切 り合いセク 勾 王 95 9 滑 石 未製品

埋没河道 石鏃 6 チャート

埋没河道 谷セクE‐ 3 石鏃 安山者 片面加工 腹面景1離面

埋没河道 石 鏃 安山岩 未製品

里没河道 G-19-3 石鏃 安山浩 両面加工

埋没河道 F-16-4 石鏃 安山者 両面加エ

堕没河道 F-15-9 石鏃 安山者 両面加工

壇没河道 13 85 凝灰活 基部欠損 腹面剥離面 (片面加工 )

石鏃 安山者 両面加工

埋没河道 磨製石鏃 安山岩

霊没 1可道 M■ 6-2 磨製石鏃 安山岩 未製品

∂θ



8.出土遺物概要

玉類・石器計測表 (平成11年度調査分 )

遺物番号 地区名 遺構番号 出土層位 器種 長 さ 径 幅 厚 さ 穴径 石材 備 考

D 埋没河道 G-14-8 石鏃 28 安山岩 未製品 画面加工

D 星没河道 L-23‐ 1 剥片 安山岩 石鏃未製品もしくはスクレイパー

368 D 壇没河道 1-14‐ 2 石包丁 20 6 安山岩 欠損品 折れ面も磨いている

369 D 石包丁 40 安山君

SD413 剤器 62 凝灰岩 使用痕明瞭

34 剥 片 凝灰岩 使用痕あ り

58 SD4■ 上面 紡錘車か ? 滑 石

SD122,129 打製石斧 108 9 泥岩

磨製石斧 蛇紋岩 刃部欠損

D SD420 剥 片 20 荒割段階研磨痕あり

376 D 埋没河道 谷セクE‐ 6 ガラスI 42X36 2× 16 コバルトブルー

D 硝 58 SD317 砥 石 凝灰岩 仕上げ砥石

382 D 58 3層 上面 砥 石 60 30 泥 岩 仕上げ砥石

SB04P 4 原 石 ヒスイ

386 D 守 SD122,123 石核 凝灰岩

387 SD307 石核 石英閃緑岩

388 D 埋没河道 C-9-4 石核 凝灰岩

剤片 ヒスイ 荒割段階

419拡 張 剥 片 ヒスイ 荒割段階

解 剥片 ヒスイ 荒割段階

392 埋没河遭 C-4-9 剥 片 とスイ 荒割段階

剥片 とスイ 荒割段階

394 D 理没河道 G‐ 6‐ 8 打製石包丁か ? 安山岩

395 D 埋没河道 F‐ 17‐ 7 打製石包丁か 6 安山岩

396 D 埋没河道 J-19‐ 3 石鉄 14 12 3 安山岩

397 D 埋没河道 E-3-9 石鑑 13 安山岩 未製品

398 D 埋没河道 」-19-2 クサ ピ状石器 チャート

399 D lB層 剥片 頁岩 使用による刃こはれ 光沢あり

40
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1。 ま と め

3年間の調査で東部団地造成事業地内および主要地方道立山水橋線道路改良事業地の調査が終了した。また、1986・

87年調査 も含めると、浦田遺跡北端部を延べ約18,200ポ を調査 したことになる。ここでは、これらもあわせて成果を

まとめる。ただし、1986・ 87調査およびH9調査の結果については、一部 H10。 11調査結果にあわせて改変している

ことを了承されたい。また、事実記載の章と重複 した内容となっている点も併せて了承願いたい。

A.縄文時代の遺物は、後・晩期になってみられるようになる。量的には晩期の方が多い。埋没河道最下層より土

器・石器が出土 しているほか、調査区西側を中心に広い範囲で散発的に土器・石器が出土 している。しかし、明

らかにこの時期と断定できる遺構は確認できなかった。生活圏には入つていたものの、居住域にはなっていなか

ったと考えられよう。

B.埋没河道からは、弥生時代中期の遺物がまとまった量で出土 した。出土状況から付近から投棄されたものと考

えている。出土土器は、櫛描文土器を主体 とするもので、天王山式系土器が数個体出土しているほか、信州地方

の栗林式系土器が少量みられる。また、土坑からの単独出土であるが、長野県松本盆地周辺に類例が求められる

条痕の地紋に櫛描文を施す土器がある。この土器は、栗林式系土器に先行する時期のものと考えられている。こ

れらは、比較的長期にわたり信州地方との一定の交流があったことを伺わせるものである。なお、天王山系土器

は、1986・ 87調査においても小破片が出土している。帰属時期は諸説あり断定しがたいが、他の在地土器は、畿

内第Ⅲ様式～第Ⅳ様式初めの時期にあたる。

C.埋没河道からは、土器とともに弥生時代中期の玉作 り関連遺物が出土している。有孔円盤状石製品や磨製石錐

の県内における出土例は少なく、高岡市石塚遺跡がある程度である。但 し、形状、大きさにはかなり違いが見受

けられる。また、玉作 りの道具としての打製石錐は、県内初例である。管玉未製品は、すべて角柱状剥片を作る

段階 (第 3工程)以降のもので、原石・荒割段階のものは出土 していない。磨製石錐の未製品が確認され、管玉

と類似 した製作工程である。打製石錐は、顕微鏡観察の結果でも明確な使用痕は確認できなかったが、その形状

や新潟県・福井県の類例などからそう判断した。石材は、磨製石錐は安山岩製、打製石錐は玉髄製である。これ

は下屋敷遺跡・下谷地遺跡でもみられる特長で何 らかの意識が働いていたようである。埋没河道出土の管玉は、

穿子し痕がはつきりと確認できた。H10調査で出土した鉄石英製管玉未製品には穿子し痕が認められない。磨製石錐

および管玉の穿子し痕は、弥生時代中期中葉頃の一時期のみに確認できるらしい (福井県埋文センター冨山氏のご

教授による)。 また、ヒスイの原石・荒割段階のものが多 くみられた。製品の出土はないが一部研磨されている

ものも確認できた。

D.埋没河道内から出土した「ガラス質物質」は、「ガラス製造とは関係のないもの」という科学分析の結果が出た。

分析で検出されたクリス トバライ トは、各種火山岩の空隙に産する石英の結晶変態の一種で、融点は1,700° で

ある。このことから、火山噴出物の可能性も指摘されたが、弥生時代中期頃の立山・白山など近隣の火山の爆発

的噴火は確認できない。大規模な焼き畑でも出来る可能性はあるらしいが、その認証は得られていない。また、

出土状況やローリングによる摩減は認められないことから二次堆積 とは考えがたい。そのため、今回出土 した

「ガラス質物質」の成因は明らかに出来なかったが、人為的な成因の可能性が高いものと考えている。

F.1986・ 87調査でも弥生時代中期段階の土器と土坑群が確認されている。いずれも径・長軸0。 65～ 1,7m短軸0。 55

～1.Omと 大型だが、深さは0。 1～0.55mと ばらつきがあるものである。これらは、円弧を描 くように確認されて
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いる。土坑内の遺物の出土も比較的多いが、性格など詳細は不明である。

G。 これまでの調査で多 くの弥生時代中期段階の遺物が出土しているが、住居跡・建物跡は確認されていない。埋

没河道東側では、古墳時代初めの住居跡や中世後期の水田跡から多 くの弥生時代中期の遺物が出土 している。ま

た、この付近では、弥生時代に属すると考える小穴が多 く確認されている。これらのことから、当該期の集落本

体は調査区のさらに南にあったと思われるものの、調査区内の遺構は、後世の削平によって消滅した可能性が高

いと考えている。

Ho SD01内 から、弥生後期 (猫橋式期)の井堰 (SG01)と 弥生時代終末～古墳時代初めの井堰 (SG02)。 護岸

(SG03)を 確認 した。井堰から分水 した水は SD06・ SD05に流れる。調査区北側低位部では、水田畦畔は確認で

きなかったが、自然科学分析によつてプラントオパールが検出されている。SD06は、調査区北側の低位部に広が

っていたと考えている水田に水を供給 していたと考えている。1986・ 87調査で住居跡の周溝の可能性が指摘され

ている溝がある以外、明確な住居跡・建物は確認されていない。当概期の遺物の出土量もさほど多 くなく、この

一帯は広 く生産域として利用されていたと考える。そして、生産域としての利用は、これ以降現代に至るまで断

続的になされる。

I,SG01は 、県内では上市町中小泉遺跡で確認された弥生時代中期後半のものに次いで古いものである。遺存状況

が良く、1.太い縦杭を打つ 2.縦杭部分で合掌形になるように杭材を斜めに打ち込む 3.斜め材に横材を添

えて補強する という木組みがほぼ復元出来た。その構造は、堅固な作 りであるといえる。県内でこれまで確認

された他の遺跡のものが、自然木を多用しているのに対 し、使用されていたすべての材が製材されていた。それ

らの中には転用されたものは見受けられない。

」.古墳時代初め (古府クルビ期)の周溝が巡る4本柱の住居跡が 3棟確認された。うち2棟は、周溝が開口する

南側が出入 り日と推定される。SB04の 周溝 (SD414)の 出入 り口付近で遺物が多 く出土した。土師器の大小の甕・

赤彩高杯、滑石製勾玉石製模造品 。臼玉がセットで出土している。住居跡は、埋没河道を切つており、この頃ま

でに埋没河道は完全に埋没し、乾地化 していたことが分かる。調査区東側は、SD01・ 井堰の存在からみて生産域

であった。SD411 1・ 2は 、居住域と生産域の境界と考える。

K.H9～ H ll年調査で確認された8棟の掘立柱建物 (A群 )は、 8世紀後半～ 9世紀前半である。うち 7棟は倉

庫で、残る 1棟は、比較的大型で庇をもつ建物であることから倉庫の管理施設など少し異なった性格を考えてい

る。この建物に類似 した建物が1986・ 87調査でも確認されており、その特異性が指摘されている。また、このと

きの調査では、 9世紀後半の掘立桂建物群 (B群 )が17棟確認されている。重複が多 くみられ、短期間に何度も

建て替えられたことがうかがえる。なお一部の建物は10世紀代にはいる可能性があると思われる。B群は、A群

に比べてその配置に規則性はみられない。しかし、倉庫群と庇をもつやや大型の建物の存在から、A群からB群

へ移動 した可能性を考える。

L.古代のサク状遺構は、SD14(A地区)以西および北側低位部分以外ほぼ全域で確認できた。なお、中世後期の

水田跡が確認できたエリア以西は、削平のため確認できていない。北側低位部分は、水田域と考えている。また、

切 り合い 。溝方向よりいくつかのグループに分けられるが、時期毎の抽出までには至っていない。また、1986・

87年調査で確認された平行な小溝群は、弥生時代後期と報告されているが、他の遺構との関係より古代のものと

すべきと考えている。

M.古代遺物には、須恵器杯身・杯蓋・重・甕、土師器長胴甕 。小甕・鍋・碗・皿がある。灰釉・緑釉陶器はみあ

たらない。須恵器の多 くは上末窯産のものである。 9世紀後半以降の上師器碗は、赤彩を施 しているものが多い。

墨書は、須恵器のみにみられ数量的に少ない。具体的な文字は少なく、除祓に関係するものが多い。また、数点



第 3章  ま と め

出土 した硯は、すべて転用硯である。

N.調査区周辺は、古代において東大寺領大藪荘の荘域に含まれる可能性がある。荘園は、 8世紀中頃に設置され、

9世紀に最も開発が進み、10世紀のうちには廃絶した。なお、この荘園は、越中の東大寺領の中でも最も開発が

及ばなかった荘園とされている。一連の調査では荘園と遺跡を結びつける遺構・遺物は確認できなかった。しか

し、一帯は8世紀後半以降永続的に耕作がなされており、荘園の一角を占めていた可能性を考える。

O.B地区で基 3層途中まで吹きあが り平面的に広がる噴砂が確認された。噴砂は、他の地点でも数力所で確認さ

れているが、断面の確認ができたのは1カ 所のみである。また、基 3層 と基 4層 の層界が地震の影響で波打って

いる。D地区で実施 した軟X線写真分析により新旧 2回の大地震が確認されている。新 しいものは1858年 の飛越

地震と推定できる。古いものは弥生時代～古代の間に起きており、古代後半の可能性が高いと考えている。

P,中世前期 (13世紀代)は、様相が一変し、方形の区画溝とその内側の13棟の掘立柱建物群および同時期の区画

溝外の掘立柱建物が確認された。調査区内は主に居住域として利用されていた。建物方向や位置関係からみて、

SB01(SB184)。 SB03(SB173)・ SB179・ SB08・ SB09'SB10(SB 188)。 SBH o SB187・ SB12が 同時期の建物 と

考えている。床面積100ポ以上の大型建物および50ポ以上100♂未満の中規模建物に小規模建物が付随する配置が

されている。区画溝は、幅2.Om程度で 1辺80数mを 測る。しかし、深 くても20cm程 度と浅 く、北辺は確認され

なかった。建物位置や方向などから区画溝とするのが妥当と判断したものである。

Q。 中世後半～近世初め (16世紀～17世紀初め)は、再び主に生産域として利用される。楕円柱穴建物・井戸など

を中央南端で確認 したほかは、調査区西側を中心に溝・水田跡・サク状遺構を確認 した。 2棟の楕円柱穴建物は、

重複 し、建て替えと考えられる。時期は、16世紀代を考えている。これに伴い井戸 。土坑が確認されている。

R。 現在、この付近一帯の基幹用水は、調査区の南端に沿って流れている。この用水は、常願寺川より取水 してい

る高野用水を分水 している。立山町史下巻によると、高野用水は室町時代 (天正の「石直し」以前)にすでに出

来ていたと考えられている。sD307は、現在の基幹用水の前身と考えられ、用水の開削時期とSD307の始まる時

期がほぼ合致している点が注目される。さらに、字割・換地前の町村境をみてみると、ちょうどSD307付近が境

界となっていることが分かる。sD3071ま 、近世初めには埋没 した後は水田として利用されている。境界が SD307

を意識 したとすると、その起源は中世末～近世初めに求められる。

S。 中世後半～近世初めの水田跡は、調査区西側および北側の低位部で確認された。平面的に確認できたのは、基

3・ 4層 を畦畔部分を削 り残 しながらつ くっている西側のみである。北側では、畦畔が断片的に確認できたのみ

である。この後、現代に至るまで、一帝は水田として利用される。同様に、サク状遺構は、建物のすぐ西側の高

位部で確認された。この辺 りは、最近の土地利用状況を見ても畑地として利用されていたところが多い。

T。 近世になると建物は確認されず、調査地内はすべて水田・畑地として利用されていた。sD307は埋没 し、その

上部は水田として利用されている。土地利用状況は、最近までのそれと変わらない。近世後期の水田は、南西部

を中心に決水に起因すると思われる粗砂に覆われている。なお、1858年 (安政 5年)の飛越大地震のものと考え

ている地震痕跡は、この砂層に影響を与えている。 (越前・高梨 )

を∂
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附載 自然科学分析

樹 種 同 定 識 別 結 果

富山県林業技術センター・木材試験場

資源利用課 研究員 塚本 英子

1.資  料

遺物出土材  5点

(SGl-7、 SGⅢ 31、 SG2-14、  SG3‐ 12、 SG3‐ 17)

2.識別方法

試料 より木日、柾目、板 目面の薄切片をカッターナイフで切 り出し、それをガムクロラールで封入 し、樹種識別用

プレパラー トを作製 した。顕微鏡下で出土木の組織を観察 し、組織的特徴から樹種の同定を行った。また、観察 した

顕微鏡像を撮影記録 した (撮影倍率10× 、25× 、50X、 100× )。

3.識別結果

1)スギ CryptOmeria japo�ca D.Don スギ科  (SG l-7、 SG2-14、 SG3-12)

仮道管 と放射組織、樹脂細胞からなる針葉樹。早材 と晩材は明瞭で、早材から晩材への移行はやや急で、晩材部

分が比較的多い。樹脂細胞は早材と晩材の境界付近および晩材部に偏在 し、接線状にやや並ぶ傾向が見られる。分

野壁孔はスギ型で、 1分野に 1～ 3個見られる。

2)ト ネリコ属 Frax�us モクセイ科  (SGl-31)

大型 (直径150～ 350μ m)の道管が年輪のはじめに単独ないし2個複合 して 2～ 3層並び、晩材部では小道管が

散在状に配列する環孔材。道管は単穿孔で、内腔にはチロースが存在 し、複合道管壁が厚い。軸方向柔細胞には、

道管を取 り囲む周囲柔組織と年輪の終わりにターミナル柔組織が見られる。放射組織は平伏細胞のみからなる同性

で、 1～ 3細胞幅をもつ。

3)コ ナラ属クヌギ節 QucrcuS Sect.Aegilops ブナ科  (SG3-17)

大型 (直径約250～ 400μ m)の道管が年輸のはじめに単独で 1～ 3数層並び、晩材部では厚壁で円形をした小道

管が放射状に配列する環孔材。道管は単穿子とで、内腔には泡状のチロースが存在する。軸方向柔細胞には、道管を

取 り囲む周囲柔組織と短い接線状に連なる短接線状柔組織が見られる。放射組織は平伏細胞のみからなる同性で、

単列放射組織と広放射組織の 2種類の幅のものが見られる。
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浦田遺跡から出上した木材の年代と樹種

はじめに

浦田遺跡は常願川扇状地の扇端部に位置する、弥生時代および中世～近世の複合遺跡である。今回の発掘調査では、

弥生時代後期初頭から古代に至る溝跡、古代の建物跡、中世～近世の溝跡、近世の水田跡など多数の遺構が確認され

ており、本地域の土地利用状況に関する情報が蓄積されてきている。そこで、今回はこれらの遺構の性格や年代観、

当時の土地利用状況に関する情報を得ることを目的として、自然科学分析調査を実施する。調査課題は、 1)弥生時

代～古墳時代初頭の構跡 (SD01)の年代観と井堰および護岸構築材に関する検討、2)中世～近世の溝跡の性格とそ

の近辺の土地利用状況に関する検討、3)中世の トイレ遺構の可能性がある土坑の性格検討であり、以下に課題別に

報告する。なお、本報告は平成10年度・11年度に実施 した自然科学分析成果をまとめたものである。

I.弥生時代終末～古墳時代初頭の溝跡 (SD01)に 関する検討

SD01溝跡は、堆積状況から大きく2時期 (古段階・新段階)に区分されている。新段階の埋積土からは古代 (8世

紀後半以降)～ 中世初頭 (11世紀)ま での遺物が出土 している。一方、古段階の溝路跡からは、井堰 (SG01,02)や

溝の護岸 (SG03)が検出されている。このうち、井堰の上層部からは、弥生時代終末～古墳時代初頭の重が出土して

いる。ここでは、sG01～ 03の構築部材について、放射性炭素年代測定を行い、構築時期に関する資料を得る。また、

これらの樹種同定を行い、用材選択および年代測定を評価する際の資料 とする。

1.試料

試料は、古段階の溝跡 (SD01)か ら検出された井堰 (SG01,SG02)と 護岸 (SG03)か ら出土した構築部材合計 5点

である。各試料の詳細は測定結果および同定結果と共に表 1に記 した。

2.方法

(1)放射性炭素年代測定結果

測定は、学習院大学放射性炭素年代測定室が行つた。

(2)樹種同定

剃刀の刃を用いて木口 (横断面)・ 柾目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の 3断面の徒手切片を作製し、ガム・クロ

ラール (抱水クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ リセリン,蒸留水の混合液)で封入し、プレパラー トを作製する。

作製したプレパラー トは、生物顕微鏡で観察 。同定する。

3.結果

放射性炭素年代測定結果および樹種同定結果を表 1に示す。年代測定結果は、1600～ 2210yBPであった。また、木

材はいずれも針葉樹で、 2種類 (ス ギ・クロベ)に同定された。各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

・スギ (CryptOmcria japonica(L.二)D.Don)      スギ科スギ属

仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は比較的広い。樹脂細胞がほぼ晩材部に限つて認めら

れる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞の壁は滑らか。分野壁孔はスギ型で、 1分野に2～ 4個。放射組織

は単列、 1～ 15細胞高。

・クロベ (Tstta Standishii(Gord.)Carriere)       ヒノキ科クロベ属

仮道管の早材部から晩材部への移行は急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞が晩材部付近に認められる。放射組織は

柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑らか。分野壁子とはスギ型～ヒノキ型で、 1分野に1～ 4個。放射組織は単列、

1～ 15細胞高。



表 1 放射性炭素年代測定および樹種同定結果

遺構名  試料番号 試料の質 同定結果  年代 Code No

SG01(井堰 ) 生木   スギ   2060± 60 Cak-20066

生木   クロベ  2210± 70 GaK-20331

生木   スギ   1660± 80 CaK-20332

SG01(井堰)  53
SG02(井堰 )

SG02(井堰 )

SG03(護岸 )

7

15

16

生木

生木

スギ   未測定

スギ   1600± 110  CaK-20333

1)年代値測定値は、1950年 を基点とした年数で、同位体効果の補正を行った値
2)放射性炭素の半減期は、LIBBYの 5570年 を使用した

4.考察

(1)年代について

溝跡内の井堰 SG01の構築材は2,210yBP,2,060yBP、 井堰 SG02の構築材は1,660yBP、 護岸 SG03の構築材は1,600yBP

であつた。SG02と SG03の測定値は、誤差範囲で一致 してお り、ほぼ同時期の構築および使用が示唆される。これら

の年代は、おおよそ 3世紀末～4世紀中頃に相当する。SG02の上層部からは、弥生時代終末～古墳時代初頭の壺が出

土しており、年代測定結果とも大きな矛盾はない。これらの結果から、遺構の構築および使用年代は、弥生時代後期

～古墳時代初頭頃の可能性がある。

一方、SG01の年代値は2点でほぼ同様の年代を示 した。年代値は紀元前 3～ 5世紀頃に相当し、他の遺構 とは約

400～ 600年 ほど古い年代を示している。発掘調査所見では、いずれの遺構も同時期と考えられており、これらの年代

測定結果は発掘調査所見と異なる。推定年代よりも古い年代が得られた場合、古材の再利用や樹齢の問題などが考え

られる (東村,1990)。

今回の試料については樹種同定も行われている。その結果を見ると、SD01は クロベとスギであった。いずれも針葉

樹で、とくにスギは長寿の本として知られており、各地に巨木。名木が数多 く存在する (沼 田,1984)。 このような樹

種の中心に近い木材を利用した場合、実際の伐採年と差が出るため、実際よりも古い年代を示すことになる。今回の

結果についても、そのような樹齢の問題により、実際の構築および使用年よりも古い年代を示 している可能性がある。

また、SG02お よび SG03の構築材もスギであった。そのため、これらの遺構についても、樹齢の問題により、実際に

は弥生時代以降に構築された可能性がある。今後、樹皮がついている木材があれば、その樹皮付近の試料についても

年供測定を行いたい。また、構築材にはスギが多 く見られることから、大型の部材で樹皮が付いた試料があれば、年

輪年代学の応用で伐採年を知ることが可能である (奈良国立文化財研究所,1990)。 今後年輪年代の応用についても検

討したい。

(2)用材について

井堰および護岸の構築材は、SG01点がクロベ・スギ、SG02と SG03がスギであった。いずれも針葉樹材であり、加

工性や耐水性に優れた木材を選択 した可能性がある。SG01のみ異なる種類が認められたことから、用材選択が異なっ

ていた可能性があるが、スギカ琢U用 されていることをみれば、基本的には同様の用材選択であったと考えられる。

北陸地方では、これまでに行われた調査でもスギ材が多数利用されている様子が明らかになっている (飯島・長谷

川,1984;鈴木・能城,1988,1992,1993;鈴木ほか,1994;パ リノ・サーヴェイ株式会社,1994,1995)。 その背景

には、埋没林の調査などから低地を中心にスギが広 く分布 していたと考えられること(石井・山家,1934;植田・辻,1990)

が挙 tデ られる。これらの結果ら、本遺跡周辺についてもスギ材の入手が容易な環境であつたことが推定される。



Ⅱ。中世～近世の溝跡の性格とその近辺の土地利用状況に関する検討

調査区南西部では中世～近世にかけて利用されていたとみられる溝跡 (SD307)、 およびその周囲に水田跡が確認さ

れている。溝跡は、その埋積状況から少なくとも3回の掘 り直しが行われていることが窺える。最初の段階の埋積物

下部からは中世の遺物、最終段階の溝埋積物からは16世紀～17世紀初頭の遺物が出土 していることから、本溝が完全

に埋没するのは17世紀と考えられている。一方、調査区北東部に位置するB地区の低地部でも同時期の水田跡、微高

地部分で畑跡の可能性がある縦・横に並んだ小溝が検出されている。

ここでは中・近世およびそれ以前の時期の土地利用状況、特に溝内の水域環境や水田の様態や消長、畑作物の種類

に関する情報を得ることを目的として珪藻 。花粉・植物珪酸体分析を実施する。また、水田部分では耕作土の状況や

断面で確認された地層の変形に関する情報を捉えるために軟X線写真撮影観察を行うq

l,試料

今回の調査は、調査区南西部と調査区北東部 (B地区)の 2カ所で実施する。各調査地区別に層序および試料につ

いて記載する。

(1)調査区南西部 (D地区)

調査区南西部で確認された水田跡の模式断面図を図1に示す。最下位の⑥層は洵汰の良い明褐色微粒砂混じり細粒

砂層からなる。本層上位のC層 との層界は変形しており、横方向・縦方向に移動した痕跡が認められる。C層 とH層

は一連の堆積物であり、黒褐色細粒砂質シル

トからなる。擾乱作用の影響を受けている。

A層 は灰褐色シル ト質中～細粒砂からなり、

下位層との層界は変形 し、層界付近に挟在す

る黄灰色のシル トブロック土も変形 している。

その上位の①層は褐色中粒砂混じリシルト質

微粒砂からなる。本層は擾乱作用の影響を受

けている。発掘調査の結果、⑥層上面で区画

溝、H層上面で畦畔が確認されている。また

①層は18世紀頃の水田耕作土であることが推

定されている。試料は、本断面に2ヶ所の地

点を設定し (1地点・2地点)、 各地点より

柱状試料を採取 した。 1地点の試料は軟X線写真撮影観察、2地点の試料は微化石分析試料とした。分析層準は表 2・

図 1に示す。

SD307溝跡は、上記 したように堆積状況から3段階に区分される。いずれも砂質堆積物により埋没しており、層準

によってはトラフ型斜交葉理が形成されている。試料は、各段階の溝埋積物より層位試料として採取 した。分析は各

段階の溝底近 くの埋積物について実施する (表 2)。

(2)調査区北東部 (B地区)

B地区の堆積物は、大きく4層 に区分されている。上位から、現耕作土の①層、中・近世の耕作土とされる②層、

弥生時代～中世の遺物包含層を含む③層、地山の④層である。これらの土層は、酸化鉄の産状や調査区内の分布状態

から、さらに細分されている。排水用施設と付随する溝跡は③層上面に認められ、水田跡が流路の西側に分布するこ

とが想定されている。

試料は、調査区内に設定した4ヶ所の地点 (便宜上、Loc.1～ Loc.4と した)よ り、各層より層位試料として採取し
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図1 1・ 2地点の断面図
C層 :褐色中粒砂混じリシルト質微粒砂 A層 :灰褐色シルト質中～細粒砂 H層 :黒褐色

細粒砂質シルト C層 :H層にC眉混じる ⑥層卜明褐色微粒砂混じり細粒砂



た。Loc.1で 5点 (試料番号 1～ 5)、 Loc.2

とLoc,3で各 3点 (試料番号 1～ 3)、

Loc.4で 4点 (試料番号 1～ 4)で ある

(図 2)。 このうち、Loc.2では近世の畦

畔跡の下位にSDl16がみられ、Loc.3では

③ d層上面には畦畔がみられ、酸化鉄の

集積が顕著である。このほか、り,水路覆

土と付随する溝跡覆土、B地区西端の微

高地部で確認された縦横に並ぶ小溝覆土

から、各々 2カ所の地点より試料を採取

した (排水路覆± 1・ 2、 小溝 1・ 2)。

これら採取試料のうち、表 2に示す層準

について珪藻分析・植物珪酸体分析を実

施する。

標 高 (m)

12.6~

12.4-

12.2-

12.0-

11.8-

11.6-

表2 微化石分析試料

● :分析層準 ○ :概査層準ず

軟 :軟 X線写真撮影観察 D:珪藻分析 P:花粉分析 PO:植物珪酸体分析

③d      No 2

d    PO

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一

ＰＯ

・

図2 各地点の植物瑳酸体分析層位

試料採取位置を0あ るいは■で示す。

2.分析方法

(1)珪藻分析

試料を湿重で 7g前後秤量 し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理化学処理を施 して、と藻化石を濃

集する。検鏡に適する濃度まで希釈 した後、カバーガラス上に滴下 し乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入

して、永久プレパラー トを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あるいは1000倍 で行い、メカニカルステージで

任意の測線 に沿つて走査 し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に200イ固体以上同定 。計数する。種の同定は、

K.KFalnmcr and Lange‐Bertttot(1986。 1988・ 1991a。 1991b)、 K.Kralnmer(1992)な どを用いる。

同定結果は、海水～汽水生種、淡水～汽水生種、淡水生種の順に並べ、その中の各種類はアルファベ ット順に並べ

た一覧表で示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。そ して、産出個体数 100イ固体以上の試料については、

産出率2.00/O以 上の主要な種類について、主要珪藻化石群集図を作成する。また、産出した化石が現地性か異地性かを

判断する目安 として完形殻の出現率を求め考察の際に考慮 した。なお、淡水生種についてはさらに細か く生態区分 し

□
砂

例
［口
渤

凡
□
紐

囲
閥

地 区 地  点
試 料
番 号

層 名 備   考
分 析 項 目

軟 D P PO

D地区

1地点
1 ①～A 柱状試料 ●

2 H～⑥ 柱状試料 ●

2地点

1 ① 0 ● ●

2 A ● 0 0
3 H ● ● ●

SD307

3A 第 3段階の溝 ● ● ●

5 第 2段階の溝 0 0 0
第 1段階の溝 0 ○

B地区

Loc l

1 水田耕作土 ●

2 ●

3 ●

●

5 0

Loc 2
●

SDl16覆土 0

Loc 3
l 0

●

Loc.4 l ●

排水路 溝 跡 ● ●

小溝
ユ

畑跡の可能性あり
●

●



塩分・水素イオン濃度 (pH)・ 流水に対する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。

堆積環境の解析にあたって、淡水生種については安藤 (1990)、 陸生珪藻については伊藤・堀内 (1991)、 汚濁耐性に

ついては、As五 ,K.&,Watanお e,T.(1995)、 生活型などについては Vos,P.C.&DE WOLF,H。 (1993)の 環境指標種を参

考とする。

(2)花粉分析

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、舗別、重液 (臭化亜鉛 :比重2.2)イこよる有機物の分離、フッ

化水素酸による鉱物質の除去、アセ トリシス処理の順に物理・化学的処理を施し、花粉化石を濃集する。残澄をグリ

セリンで封入してプレパラー トを作製し、光学顕微鏡下でプレパラー ト全面を操作 し、出現する全ての種類について

同定 。計数する。

結果は、木本花粉は木本花粉総数、草本花粉・シダ類胞子は総花粉・胞子数から不明花粉を除いたものを基数とし

た百分率で出現率を算出し図示する。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間の区別が困難なもの

である。

(3)植物珪酸体分析

試料中の植物珪酸体は、過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理 (70W,250KHz,1分 間)、 沈定法、重液分離法 (ポ

リタングステイト,比重2.4)の 順に物理・化学処理を行って分離・濃集する。これを検鏡 しやすい濃度に希釈 して、

カバーガラス上に滴下・乾燥する。乾燥後、プリユウラックスで封入しプレパラートを作製する。400倍の光学顕微鏡

下で全面を走査 し、その間に出現するイネ科葉部 (葉身と葉鞘)の業部短細胞に由来した植物珪酸体 (以下、短細胞

珪酸体と呼ぶ)お よび葉身機動細胞に由来した植物珪酸体 (以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を 、近藤・佐瀬 (1986)

の分類に基づいて同定 。計数する。

(4)軟 X線写真撮影観察

土層断面より採取 したブロック状の試料を、幅 7 cm、 長さ20cm、 厚さ l cmの板状の試料を分離、成形して軟X線

写真の撮影を行つた。撮影は、ニッテッ・ファインプロダクツ釜石文化財保存処理センターの協力を得た。

3.結  果

3-1.珪藻分析

(1)調査区南西部

結果を表 3・ 図 3に示す。 2地点とSD307南側では、いずれも珪藻化石が普通に産出する。完形殻の出現率はとも

に70%前後で、化石の保存状態は良く、大部分が水生珪藻からなる。以下に、地点別に珪藻化石群集の特徴を述べる。

・ 2地点

水田区画溝の埋積物とされる試料番号 3は、淡水性種の生態性の特徴は他試料に近似するが、貧塩好塩性種 (小量

の塩分がある方が生育に道する種)や真十好流水性種 (流水域に生育する種)が多産する点で異なる。広域塩性種の

Rhopalodia gibberulaが 約20%と 多産し、好流水性の Cymbclla turgidula var.nipponicaや Fragilaria vauche� ae、 流水不定

性の COccOncis placentula、 Cymbella silesiaca、 Eunoda pcctinalis var minor、 Comphonema parvulumが 5%前後産出する。

このうち、Fragilaria vauchcriacは 河川中～下流部や河川沿いの河岸段丘、扇状地、自然堤防、後背湿地などに特異的

に出現することが多 く、他の地域には認められない、あるいは出現しても主要でない中～下流性河川指標種群 (安藤 ,

1990)である。

畦畔構成土である試料番号 2は、貧塩不定性種 (少量の塩分であれば耐えられる種)、 真十好酸性種～真十好アルカ

リ性種、流水不定性種が優占あるいは多産する。特に多産する種類は認められず、広域塩性種の Rhopalodia gibbemla、

流水不定性の COcconeis placcntula、 Cymbella naviculifomis、 Cymbella silesiaca、 Eunoda pectin� s var.minor、 Frustulia
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表 3 珪藻分析結果 (1)
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類種

表 3 珪藻分析結果 (2)

plonels ovalls

Diploneis parma Cleve
Epithemia adnata (Kuetz.)Brebisson
Eunotia arcus var. bidens Grunow
Eunotia bilunaris (Ehr.)Mills
Eu■otia duplicoraphis H.Kobayasi
Eu■otia exigua (Breb.)Gru■ ow

E■■otia Fallax A.Cleve
Eunotia tlex■ osa (Breb。 )Kuetzing
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Eunotia incisa WoSmith ex Gregory
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E■■otia pectinalis var. minol (Kuctz。 )Rabh.

Eunotia praerupta Ehrenberg
Eunotia spp.
Fragilaria bicapitata A.Mayer
Fragilaria capucina Desmazieres
Fragilaria capucina var. gracilis (Oestr.)Hust.
Fragilaria co■ struens Chr.)Grunow
Fragilaria construens fo, venter (Ehr.)Hust.
Fragilaria exigua Crunow
Fragilaria pinnata Ehrenberg
Fragilaria pinnata var. lancettula (Schun.)Hust.
Fragilaria pseudogai1lo■ li H.Kob. & Idei

Fragilaria uina (Nitzsch)Lange― Bertalot

Fragilaria ulna var. arcus (Kuetz。 )Lange― B.

Fragilaria vaucheriac (Kuetz.)Petersen
Frustulia rhomboides war. amphipleuroides (Grun.)De Toni

Frustulia rhomboides war. saxonica (Rabh.)De To■ i

Frustulia rlomboides varo saxonica fo.capitata GoMaver)Hust.

Frustulia vulgaris (Thwait。 )De To■ 1

Frust■ lia weinloldil Hustedt
Comphonema acuminatum Ehrenberg
Gompho■ ema angustum Agardh
Gomphonema clevei Fricke
Comphonema gracile Ehrenberg
Gomplonema helveticum Brun
Gomphonema parvulutt Kuetzing
Gomphonema productum (Grun.)hange― B.& Reichardt

Gomphonema pumilum (Grun.)Reichardt & Lange― B.

Gomplonema sphaerophorum Ehrenberg
Gomplonema truncatum Ehrenberg
Gomphonema spp.
Gvrosigma scalproides (Rabh.)Cleve
Hantzschia amphioxys Chr.)Grunow
Hantzschia vivax (Wo Smith)M.Preagallo
Meridion circulac var. co■ strictum (Ralfs)V.H.

Navicula angusta Cr■ ■ow
Navicula bryophila Boye― Petersen
Navicula co■ fervacea (Kuetz。 )Gru■ ow

Navicula co■ stans var, symmetrica Hustedt
Navicula conte■ ta Gru■ow

Navicula contenta foo biceps (Ar■ ott)Hustedt

Navicula cryptocephala Kuetzing
Navicula cryptotenella Lange― Bertalot

Navicula clginensis (Greg.)Ralfs
Navicula elginensis war. cuneata H.Kobayasi
Navicula elginensis var. neglecta (Krass.)Pat.
Navicula hasta var. gracilis Skvortzo平
Navicula lapidosa Krasske
Navicula nobiliensis var. ml■ or Patrick

Navicula mutica Kuetzing
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表 3 珪藻分析結果 (3)

類種 SD307南側

avicula placenta Ettre
Navic■ la pseudobryophila H■ stedt

Navicula pseudolanceolata Lange― Bertalot
Navicula pseudoscutiformis Hustedt
Navicula radiosa Kuetzing
Navicula senioensis H.Kobayasi
Navicula subcostulata Hustedt
Navicula tokyoensis H.Kobayasi
Navicula venerablis Hohn & Hellerman
Navicula viridula (Kuct盪 .)Kuetzing
Navicula viridula var. rostellata (Kuetz。 )Cleve
Navicula spp.
Neidium affine (Ehr.)Cleve
Neidium affine var. longiceps (Greg.)Cleve
Neidium alpinum Hustedt
Neidium ampliatum (Ehr.)Krammer
Neidium bisulcatum (Lagerst。 )Cleve
Neidium hercynicun A.Maver
Neididm iridis (Ehr.)Cleve
Neidium iridis war. amphigomphus (Ehr.)V.Hcurck
Nitzschia amphibia Crunow
Nitzschia brevissima Grunow
Nitzschia fonticola Grunow
Nitzschia spp.
Pin■ularia acrosphaeria W,Smith
Pinn■ laria borealis Ehrenberg
Pin■ularia bra■■ii (Gr■■.)Cleve
Pinnularia bra■ nii var. amphicephala l吐 .Mayer)Hust.
Pindularia brebisso■ li (Kuetz.)Rabenhorst
Pin■ularia brevicostata Cleve
Pinnularia divergens Wo Sttith

Pinnularia gibba Ehre■ berg
Pinnularia gibba var。  linearis Hustedt
Pinnularia gracilis Hustedt
Pin■■laria graciloides Hustedt
Pinttularia hemiptera (Kuetz.)Cleve
Pin■■laria imperatrix Mills
Pinnularia iulma Krammer & Metzeltin
Pin■■laria mesolepta (Ehr.)W,Snith
Pinnularia microstauro■  (Ehr。 )Cleve
Pinnularia neomalor Krammer
Pin■ularia nodosa Ehrenberg
Pin■■laria pisciculus Ehreaberg
Pin■ularia rupestris Hantzsch
Pin■■laria schoenfelderi Kranmer
Pinnularia schroederil (H■ st。 )Krammer
Pinnularia stomatophora (Gr■ ■.)Cleve
Pin■■laria subcapitata Cregory
Pl■■■laria substomatophora Hustedt
Pl■■ularia viridis (Nitz。 )Ehrenberg
Pinn■ laria spp.
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表 3 珪藻分析結果 (4)

auronels iaue■ otrglana lo. angu
Stauroneis legumen (Ehr。 )Kuetzing
Stauroneis legumen var. nipponica (Skv.)H.Kobayasi
Stauroneis ■obilis loo densestriata H.Kobayasi
Stauro■ eis obtusa Lagerstedt
Stauroneis phoenicentero■  (Nitz.)Ehrenberg
Stauroneis smithii Grunow
Stauroneis tenera Hustedt
Surirella angusta Kuetzing
Surirella bohemica Maly
Surirella linearis WoSmith
Surirella robusta Ehrenberg
Synedra inaequalis H.Kobavasi
abellaria flocculosa (Roth)Kuetzi
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R:陸生珪藻 (敵 :A群 ,RB:B群,RI群、伊藤・堀内,1991)
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vulgans、 Comphonema parvulumが 5%前後産出する。このうち、cymbella naviculifornisと Eunoda pectinalis var.minor

は沼よりも浅 く水深が lm前後で一面に水生植物が繁茂 している沼沢や更に水深の浅い湿地で優勢な出現の見られる

沼沢湿地付着生種群 (安藤,1990)で もある。

畦畔の上位層である試料番号 1は、貧塩不定性種、真十好アルカリ性種 (ア ルカリ性の水域に生育する種)、 流水不

定性種 (流水にも止水にも生育する種)、 真十好流水性種が優占あるいは多産する。産出種の特徴は、好流水性の

Navicula elgincnsis var.neglecta力 湘0%と 優占し、塩分に対する適応性が高 く汽水域～淡水域まで生育する広域塩性種の

Rhopalodia gibbcrula、 流水不定性の Amphora affinis、 Cymbella silesiaca、 Nitzschia amphibiaが 5～ 10%産出することで

ある。このうち、Nittschia alnphibiaは 有機汚濁の進んだ富栄養水域に一般的な好汚濁性種 (As五 ,K.and Wttanabe,T。 ,

1995)で もある。

,S D307

試料番号 3は、貧塩不定性種、真+好酸性種 (酸性水域に生育する種)、 流水不定性種と真十好止水性種 (止水域に

生育する種)が優占、あるいは多産する。特に産出の目立つ種類は見られず、広域塩性種の Rhopdodia gibberula、 流

水不定性の Cymbella silesiaca、 Eunotia pccindis var.minor、 Frustulia vulgaris、 Gomphonema parvulum、 Pittularia gibba、

好止水性種である cynbella amphioxys、 Eunoda arcus var.bidens、 Frustulia rhomboides var.saxonica、 Neidium ampliatum

が 5%前後産出する。このうち、Eunoda pcctinalis var.minor、 Pimularia gibba、 Frustulia homboides varo saxonicaは 沼

沢湿地付着生種群でもある。

試料番号 5は、貧塩不定性種、真十好酸性種～真十好アルカリ性種、流水不定性種が優占あるいは多産する。産出

種の特徴は、好流水性の Navicula elginensis var.ne81ectaが 約15%と 多産 し、広域塩性種の Rhopdodia gibberula、 流水

不定性の Cymbella silesiacaや Gomphonema parvuhm、 好止水性の Anomoconeis brachysiraや cymbella amphioxysが 50/O

前後産出する。

試料番号12は、貧塩不定性種、真十好酸性種～真+好アルカリ性種、流水不定性種が優占、あるいは高率を占める。

特に産出の目立つ種類は見られず、

広域塩性種の Rhopttodia gibberula、

流水不定性の Cymbella silcsiaca、

Comphonema parvulum、 好止水性

種である Fragilaria cxigua、 が 5%

前後産出する。

(2)調査区北東部 (B地区)

結果を表 4に示す。排水路覆土

の試料番号 2は、検出された珪藻

化石が34イ固体と非常に少ない。こ

れら検出された珪藻化石の多 くは

壊れたり、溶解 している。少ない

ながらも産出した種類には、流水

域に特徴的に産出する流水指標種

や、陸上の好気的環境に耐性のあ

る陸生珪藻など、様々な環境を指

標する種類が混在 している。
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Craticula spp.
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Neidium ampliatum (Ehr.)Krammer
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Pinnularia gibba Ehrenberg
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3-2.花粉分析

調査区南西部の花粉分析結果を表 5'図 4に

示す。組成は、 2地点とSD307で ともに類似す

る。以下に、地点別に産状を述べる。

・ 2地点

草本花粉の割合が高 く、特に試料番号 1で は

高率である。木本花粉は、 3試料ともマツ属の

割合が非常に高い。その他、試料番号 1ではス

ギ属が、試料番号 2・ 3で はハンノキ属がやや

多い。車本花粉ではイネ科の割合が高 く、上位

になるほど顕著である。その他、カヤツリグサ

科、ヨモギ属などの草本類や、栽培種であるソ

バ属も検出される。

・SD307南側

2地点と同様に草本花粉の割合が高く、シダ

類胞子も多い。また、花粉化石の保存状態は全

体的に悪い。木本花粉では2地点と同様、マツ

属の割合が非常に高い。草本花粉ではイネ科や

カヤツリグサ科の割合が高いものの、シダ類胞

子の検出個数が多いため、全体としては減少し

たように見える。

3-3.植物珪酸体分析

(1)調査区南西部
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結果を表 6、 図5に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるものの、銀存状態が悪く、表面に多数の小孔 (溶

食痕)が認められる。以下に、地点別に産状を述べる。
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図4 2地点 。SD307・ SK02の主要花粉化石群集

出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数

を基数として百分率で算出した。なお、●○は1%未満、十は木本花粉 100個体未満の試料

について検出した種類を示す。
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イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ属
キビ族チゴザサ属

タケ亜科
ヨシ属

ウシクサ族コブナグサ属

ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科

不明キビ型

不明ヒゲシバ型

93   137   40    14   21
1     -     1     2    2

22   25   23    17    14
8   17   88   51   51
1    3    4    7   10

26   34   41   30   26
6    8    9   13    8
40   44   54   44   86
28   33   21    15    18

。2地点

各試料から栽培植物のイネ属が検出され、特に畦畔の

上位層である試料番号 1や畦畔構成土の試料番号 2で産

出が目立つ。この他に、タケ亜科、ヨシ属、ウシクサ族、

イチゴツナギ亜科などが検出される。区画溝の埋積物で

ある試料番号 3ではヨン属やウシクサ族の産出が目立つ

が、試料番号 1,2で はヨシ属の割合が低下し、イネ属

とともにタケ亜科やウンクサ族の産出が目立つ。

。SD307南側

試料番号 5(底部),3(3A層 )は ヨシ属をはじめ

として、イネ属やタケ亜科、ウシクサ族、イチゴツナギ

亜科などが認められ、同様な産状である。また、 2地点

と比較すると、イネ属とヨシ属の産状を除いて、近い産

状である。

(2)調査区北東部

結果を表 7、 図6,7に示す。以下に、各地点毎に産

状を述べる。

不明ダンチク型       41 32 30 30 29
イネ科葉身機動細胞珪酸体
イネ族イネ属
タケ亜科
ヨシ属

ツシクサ族

コド刷写                            16    17    23    39    27

合  計

イネ科葉部短細胞珪酸体   266 333 311 223 215
イネ科葉身機動細胞珪酸体  118 106 116 147 145
鶏S  言+                       384  439  427  370  360

組 織 片

イネ属穎珪酸体
イネ属短細胞列
イネ属機動細胞列

・Loc.1

各試料からは、植物珪酸体が検出される。保存状態は、

悪く表面に多数の小子し(溶食痕)が見られる。

試料番号 1 2が良好であるが、試料番号 3・ 4・ 5では

試料番号5(③ h層 )・ 4(③ g層 )。 3(③ a層下部)では、タケ亜科、ヨン属、ウシクサ族、イチゴツナギ亜科な

どがわずかに検出される。また、試料番号3では、栽培植物のイネ属もわずかに認められる。試料番号2(③ a層上

部)。 1(② f層 )でも同様な種類が認められるが、イネ属の産出が目立つ。また、稲籾に形成されるイネ属穎珪酸体

や業部に形成される短細胞列も、わずかに認められる。

50   100% 十 :10個未満
‖ :10個以上 50個未満

図5 2地 点・SD307の植物珪酸体群集 と組織片の産状
出現率は、イネ科業部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数 として

百分率で算出 した。なお、●は 1%未満の種類を示す。また、組織片の産状を検出個数
により+,++の記号で示す。
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表7 B地 区各地点の植物珪酸体分析結果Loc.2

各試料からは植物珪酸体  種

が検出され、試料番号 2で  イ

保存状態が良好であるが、

試料番号 3で は悪い。

試料番号 3(SDl16埋積

土)では、タケ亜科、ヨシ

ナギ亜科などが検出され、

ヨン属とウンクサ族の産出
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ウシクサ族コブナグサ属
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Яく同月                           9   23    3    2   -    31   23   38   -    37     19   10
が目立つ。また、イネ属の 石

機動細胞珪酸体も、わずか

に認められる。上位の試料  預

イネ科業部短細胞珪酸体
イネ科業身機動細胞珪酸体

織 片
イネ属穎珪酸体
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7  233  220  268
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15  339  332  417

番号2(③ b層 )でも同様 イネ属短細胸列 2   -

な種類が認められ、イネ属

短細胞列もわずかに検出される。

・Loc.3

植物珪酸体の保存状態は、試

料番号 1で良好であるが、試料

番号 2では悪い。

試料番号 2(③ d層 :畦畔?)

では、ヨシ属、ウシクサ族がわ

ずかに検出されるに過ぎない。

上位の試料番号 1(③ b層 )

でも同様な種類が認められるが、

ヨシ属の産出が目立つ。また、

イネ属 も認められる。
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試料番号 1(③ b層 )では、

植物珪酸体の保存状態が良好で
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が検出され、ヨン属とウシクサ
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酸体の産出が目立つ。
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出現率は、イネ科葉部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数

として百分率で算出した。なお、●〇は 1%未満の種類、十はイネ科葉部短細胞
珪酸体で200個未満、イネ科棄身機動細胞珪酸体で100個未満の試料で検出された
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の保存状態が悪い。ヨシ属とウシクサ族の産出が目立ち、タケ亜科やイチゴツナギ亜科も検出される。また、イネ属

も認められる。

・小溝

植物珪酸体の保存状態は、両試料で悪い。いずれも、イネ属が認められるものの、検出個数はわずかである。また、

ヨシ属とウシクサ族の産出が目立つ。

3-4.軟 X線写真観察

調査区南西部の 1地点の軟X線写真を図版 6。 7に示す。本地点の堆積物は、上位より、褐色泥混じり粗粒～中粒

砂、褐灰色泥混じり細粒砂、黒褐～暗褐色細粒砂質シル ト、黄褐灰色微粒～細粒砂の各層に区分される。図版 6の写

真は掲色泥混 じり粗粒・中粒砂層から黒褐～暗褐色細粒砂質シル ト層最上部、図版 7の写真がその下位の堆積物に相

当する。以下に、下位より各層の地積構造について述べる。

明褐色微粒砂混じり細粒砂層 (⑥層):堆積物は比較的洵汰が良く、平行葉理が発達する。平行葉理は上位層から続

く、縦方向の植物根の擾乱作用により寸断する部分がある。上部の平行葉理は変形している。この変形は、上位層か

らの連続するロード構造である。

黒褐色細粒砂質シルト層 (C・ H層 ):本層は2回の変形を受けている。下位の変形は本層下部から中上部にかけて

の変形で、本層の下位層で認められた変形構造に連続するものである。下部は下位層との間で生じたロード構造、そ

の上位には堆積物の流動で生じたフレーム構造が認められる。堆積構造は変形しているものの、本層準で認められる

縦方向の植物根は変形していない。これは本植物根が変形後のものであることを示す。また、本植物根の形状は栽培

種のイネの植物根に近似する。上位の変形は、このフレーム構造直上の下に凸な層理面より上位で認められる。この

層準より上位では、本層の上位層からの荷重によるロード構造が発達する。このように本層の構造は変形しているも

のの、生物擾乱構造も認められる。

褐灰色泥混じり細粒砂層 (A層 ):本層の構造も変形している。この変形は下位層から連続するものであり、下部が

ロード構造、上部が堆積物の流動によるフレーム構造である。本層中の植物根は、この変形の影響を多少なりとも受

けている。また、変形する前の構造としては生物擾乱作用が及んでいたことが窺える。

褐色中粒砂混じリシルト質微粒砂層 :者 しい擾乱作用の影響を受ける。ペッド状の構造が認められる。細い植物根

と太い植物根が認められる。太い植物根は樹木や大型の草本植物に由来する可能性がある。

4,考  察

4-1.調査区南西部

(1)溝周辺の土地利用状況

SD307溝跡周辺の低地堆積物は、先述したように明褐色微粒砂混じり細粒砂層 (⑥層)、 黒褐色細粒砂質シルト層

(C・ H層 )、 褐灰色泥混じり細粒砂層 (A層 )、 褐色中粒砂混じリシルト質微粒砂層 (①層)の 4つの層に区分され

る。ここでは、上記した各分析結果に基づいて、各層の成因や堆積時・後の環境や土地利用状況について検討する。

発掘調査底面で確認された⑥層は洵汰の良い明褐色微粒砂混じり細粒砂層からなる。本堆積物の構造は肉眼では塊

状に見えたが、軟X線写真撮影では平行葉理構造が確認された。また、本層は調査区の広い範囲に連続して分布して

いる。これらことから、本層はユ可川の氾濫などにより広範囲に堆積物とみられる。本堆積物中には、植生などの生物

擾乱の影響はほとんど認められなかったが、上位層との層界が変形しているものの明瞭であつたこと、層界付近に中

粒砂のブロック上が連続して堆積していることから、堆積後に氾濫などの影響を受け、本堆積物上部が浸食されてい

ることが考えられる。このように本層およびその後の氾濫堆積は、調査区内の地理的条件を大きく変化させる契機と

なったとみられ、下記する後背湿地性堆積物の堆積を促進することになったと思われる。



ところで、本層上部では平行葉理構造が変形 しており、その変形構造は上位の黒褐色細粒砂質シル ト層まで連続して

いた。この変形構造は、上位層 との層界付近で渦巻き状に流動したロー ド構造を呈し、その上部の縦方向に粒子が移

動したフレーム構造に連続している。調査断面においてもこのうちのロー ド構造は広範囲に認められた。このような変

形構造の原因としては、地震動による変形が推定される。地震の発生層準は下記するH層上部の堆積時期とみられる。

C層 とH層 は一連の堆積物で黒褐色細粒砂質シル ト層からなる。本層も調査区の広範囲に堆積 しており、生物擾乱

作用の影響を受けており、腐植が著しく集積 している。また、C層 ・H層 中の生藻化石群集は、塩分を含む河口汽水

域や塩類の豊富な温泉などに多 く生育する Rhopnodia gibbcrulaが 多産し、沼沢湿地付着生種群を含む流水不定性種が

多産する特徴を示した。これらのことから、本堆積物は富栄養な沼沢地～湿地のような状態で堆積 したことが推定さ

れる。本堆積物の分布状況から、調査区一帯が後背湿地のような土地条件へ変化 したとみられる。また、堆積物中に

砂質ブロック上を挟在することや、珪藻化石群集において中～下流性河川指標種群が含まれていることから、しばし

ば河川の氾濫の影響を受けることもあったことが推定される。さらに区画溝では、中～下流性河川指標種群を含む流

水性種の割合が高かったことから、水流の影響を受けていたことが推定される。

また、本堆積物中には上記 した下位層準から連続する変形構造の直上に別の変形構造が認められる。この変形構造

は上位層であるA層 まで連続 しており、層界付近でロー ド構造、その上位でフレーム構造を呈する。このような変形

構造もまた地震動に起因する可能性が高く、そうだとすれば地震の発生層準はA層堆積後、①層が堆積するまでの間

の時期と推定される。下位の変形構造が確認される層準の植物根が変形構造の影響を受けていなかったのは、地震の

影響を受けたのがH層上部の堆積期であることを示唆する。

このような沼沢地～湿地が形成された当初 (C層堆積期)は、植物珪酸体紅成および花粉化石群集の特徴から、大

型の抽水植物であるヨシ属が繁茂していたことが推定される。また、ウシクサ族、イチゴツナギ亜科などのイネ科、

アブラナ科、アリノトウグサ属、ヨモギ属などの草本植物なども湿地内やその周辺の高燥な場所に分布していた可能

性がある。また、木本花粉化石群集で高率に出現したハンノキ属も湿地林や河畔林を構成する要素を含むことから、

ここでのハンノキ属も調査区内に局地的に分布していた可能性がある。

本層準からは栽培種のイネ属の植物珪酸体やソバ属の花粉化石が検出された。このことは本時期に調査地点ないし、

その近辺で稲作や畑作が行われていた可能性を示唆する。栽培種イネ属植物遊酸体の出現率は、本層準上位のH層層

準では50%以上と優占するようになり、これとは逆にヨシ属が減少する。これらのことは、本湿地帯で行われていた

稲作の規模が拡大したことや、稲作地として長期間にわたって利用されていたことを示している可能性が考えられる。

褐灰色泥混じり細粒砂層 (A層 )は、珪藻化石群集において好流水性種が多産する特徴を示したことから、その成

因として河川の流水が流入するような状況下で堆積したことが推定される。ただし、陸生珪藻の種群が認められるこ

とや、生物擾乱作用が及んでいることからみて、堆積後は植生に覆われたことが推定される。本層中からも栽培種の

イネ属植物珪酸体が高率に出現したことから、本層堆積期も稲作が行われていたことが推定される。

①層の褐色中粒砂混じリシルト質微粒砂層は著しい擾乱作用の影響を受けている。本層準については植物珪酸体分

析を実施していないが、擾乱作用により生じたとみられるペッド状の構造が確認されることから、耕作など人為的な

擾乱の影響が及んでいることが推定される。発掘調査所見では、本層が近世の水田耕作土であったと指摘されており、

堆積微細構造から推定される所見は調和的である。

このように調査区は後背湿地となった頃から、稲作地として利用されていたことが推定される。SD307溝跡埋積物

からも栽培種のイネ属植物珪酸体が多産しており、後述するように木本花粉化石群集の特徴から溝埋積物と水田地点

の堆積物が同時期の可能性があることから、本溝跡は稲作に伴う施設の可能性がある。

骸



(2)周辺の森林植生

SD307溝跡および2地点の木本花粉化石群集は類似 した特徴を示 しており、マツ属が優占する特徴を示 した。マツ

属花粉は風媒花でかつ花粉生産量が膨大であり、広域的な植生を反映している要素とされる。このような広域要素は

堆積物の層序対比を行う際に利用され、同じような組成を示す層準では生層序対比される。したがって、今回の SD307

溝跡埋積物と2地点の堆積物は生層序学的に対比される。

ここでのマツ属花粉は保存状態が悪いものの、形態的には復維管束亜属に近似するものが多い。マツ属復維管束亜

属にはクロマツ・アカマツの 2種類があり、いずれも陽樹である。特にアカマツは、人為的な伐採や山火事などによ

って生じた空間において二次林を形成する要素であり、しばしば山地に植林される種類でもある。これらのことを考

慮すると、稲作が行われていた当時の遺跡周辺の植生は二次林や植林などに起因するマツ林であつた可能性がある。

また、随伴 して出現するスギ属やハンノキ属、コナラ亜属などは、湧水帯や沢筋などに分布する種類でもあり、当時

も扇状地上に分布 していたことが推定される。

(3)溝跡の埋積環境

SD307溝 は、上記 したように最低でも3回の掘 り直しがあったことが堆積状況から推定される。最初の段階の溝埋積

物では、珪藻化石群集は特定の種群が優占せず、異なる環境を指標する種群が低率に出現する特徴を示 した。このよう

な特徴を示す珪藻化石群集は混合群集と呼ばれ、河川の氾濫堆積物や水田耕土などで認められる場合が多い群集であ

る。このことと、溝埋積物であることを合わせ考えると、本層は短期間に溝内を埋めた洪水性の堆積物の可能性がある。

第 2段階の溝埋積物の珪藻化石群集は好流水性種が占める割合が増加するものの、止水性種や陸生珪藻など異なる

環境を指標する種群も群集構成種として認められることから、混合群集といえる。したがって、本層もまた流水の影

響を受けて、周囲の異なる環境の堆積物が侵食され、再堆積 した堆積物と考えられる。

第 3段階の溝埋積物下部の珪藻化石群集は、真+好酸性種が多産し、沼沢湿地付着生種群を含む流水不定性種も多

産した。このことから、本層準が堆積する頃の溝内は弱酸性を呈 した沼沢地～湿地のような状態であつたことが推定

される。

以上、溝の埋積環境について述べてきたが、本溝は洪水等の被害を受け、短期間に埋没することがしばしばあった

可能性がある。

4-2.調査区北東部

(1)稲作の消長

弥生時代～中世の遺物包含層を含む③層上面に認められた排水用施設と、これに付随する溝跡の西側には、水田の

分布が想定されている。また、植物珪酸体分析の概査では、近現代の水田耕作土直下層で、イネ属の植物珪酸体が認

められている。

今回の調査では、③層～②層下部にかけてのイネ属の出現傾向を把握するために設定したLoc.1では、③ a層上部と

② f層 で保存状態が良好なイネ属が産出し、稲籾に形成されるイネ属穎珪酸体や短細胞列もわずかに認められた。ま

た、水田層とされる層位を対象としたLoc.2・ 3・ 4で も、② f層 直下の③ b層 でイネ属が検出、あるいは検出個数が

増加する傾向が見られた。しかし、③ a層 より下位ではイネ属が全く検出されなかった。

これらのことから、③ a層 あるいは③b層 は稲作耕土として利用されていたことが推定される。また、湿潤な場所

に生育する大型の抽水植物のヨシ属が多産したことから、水田稲作であつたと思われる。

③層の下部層では、植物珪酸体の検出個数が少なく、植物珪酸体が取り込まれにくかったと考えられる。しかし、

検出される種類は同様であり、ヨシ属やタケ亜科などのイネ科植物が生育していたことがうかがえる。

“



(2)排水路内の状態

B区 にみられた排水用施設に付随する溝内では、珪藻化石や植物珪酸体の保存状態が悪かった。また、少ないなが

らも産出した珪藻化石には、流水域に特徴的に産出する流水指標種だけでなく、陸上の好気的環境に耐性のある陸生

珪藻など、いろいろな環境を指標する種類が混在 している。このような珪藻化石の産状から、溝内は常に水の流れる

状態ではなかったことがうかがえる。また、微化石の検出個数が少ないことから、溝内は堆積速度が速い、すなわち

構築された後、比較的短期間に埋積されたと思われる。なお、イネ属も産出することから、溝内に水田稲作土の流入

が示唆され、水田から溝へ水の流入があつた可能性がある。

(3)畑作物の確認

B地区西端の畑跡の可能性がある小溝では、 2地点で植物珪酸体の産状を調べたが、保存状態が悪 く、栽培植物で

はイネ属がわずかに認められるに過ぎなかった。そのため、イネ属の栽培、あるいは敷き藁などの形で利用されたこ

とが示唆されるが、断定には至らない。また、ムギ類やキビ類などのイネ科作物に由来する植物珪酸体は認められず、こ

れらの栽培は考えにくい。畑が構築された時期は明確ではないが、イネ科以外のマメ類や根菜類などの栽培も考慮 し

て、花粉分析や種子分析を行い、遺構の性格をさらに検討 したい。なお、ヨシ属とウンクサ族が、畑跡の周囲に生育

していたらしい。

Ш.中世の トイレ遺構の可能性がある土坑の性格検討

調査区南部では近世初頭の土坑が確認されている。本土坑は、その検出状況からトイレ遺構の可能性が考えられて

いる。ここでは、その可能性の寄生虫卵分析により検証する。

1.試料

近世初頭の上坑 (SK02)は 、す り鉢状を呈 し、砂を主体とした砕屑物で埋積されている。試料は埋積物の上部 (試

料番号 1)、 中部 (試料番号 2)、 底部 (試料番号 3)の 3層準から1点ずつ採取された。今回は底部の試料番号 3に

ついて寄生虫卵分析を実施する。

2.分析方法

試料の一部を水で薄めてグリセリンで封入して、プレパラー トを作製し、光学顕微鏡下で観察したが、寄生虫卵は

検出されなかったため、花粉分析と同様の手法を用いて寄生虫卵を濃集した。なお、堆積物 l ccあ たりの検出個数を

求めるために、分析過程の各所で重量や容積の測定を適宜行った。

3.結果

試料中からは、寄生虫卵が全 く検出されない。しかし、花粉化石は多少検出される。そのため、試料中の花粉化石

の産状を他の花粉分析の結果とともに、表 4・ 図 3に示す。

花粉化石の傾向は、 2地点や SD307な どと類似 した組成を示す。しかし、化石の保存状態はこれらの遺構の花粉化

石と比較して悪い。また、シダ類胞子の割合も高い。

4.考察

SK02か らは、トイレ遺構としての機能を示唆する寄生虫卵が全 く検出されなかった。本邦での トイレ遺構を対象と

した調査では、寄生虫卵のほか、食糞性昆虫、魚骨、栽培植物の種実などが検出され、寄生虫卵の個数は5,000個 /

ccを越える場合が多い (金原・金原,1994)。 一方、 トイレ遺構以外の場所では寄生虫卵が検出されない、もしくは

検出されたとしても100イ固未満であることが多い (金原 。金原,1994)。 そのため、今回の結果を見る限り、本土坑は

トイレ遺構と特定することはできない。

なお、本試料中の花粉化石は他の遺構と比較して保存状態が悪かった。このような産状は、埋積後に風化作用の影



響を受けていることを示唆するものであり、有機物である寄生虫卵も埋積後に分解消失 している可能性がある。今後、

本遺構の性格に関する情報を得るためにリン酸や窒素など残留成分の分布状況の調査を実施 していきたい。
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図版 1 木材

図版 2 木材・珪藻化石(1)
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図版 3 珪藻化石(2)

図版 4 珪藻化石(3)

・・

Ⅱ

８
，
１３

０μ
卜
い

μ

”

l ИT力ο∝ 9,ヵ a=pigenコ (Grun)Kranmer (SD307南 壁 :5)

2 И,ノ ,ο 9,つァFa ambigua (Grun )Sin10nsen (SD307南 壁 ,5)

3 つゴコぢ効 a力/釘盟どθ (Lyng)Hciberg(2'也 点 :3)

4 財税げ″てヵ θircP′ aθ var  θ
",=riο

歩口″ (Ralfs)V Hcurck (SD307南 壁 ,3)

5 Fragi′ ar■2 じω sFr〃ω o (hr )crunOw (2士 也点 ,1)

6 И,2ゎっ0″θ′s brac・ 71/s,´ρ (Breb)Grunow(2'也 ′点i3)

7 め る‐a βFFヵ た Kuetzing(21L点 :1)

3 働′ωす,笠ガοコカ (Ehr)Cleve(2地 点 ,1)

9 α′″あつ′′♂ ιtrPP,ど , (Breb  ex Kuetz )V Hcurcに  (SD307南 Eと ,5)

10 分肪ダカ  ぢユrg■カカ Grunov (2地点 ,1)

1l  C躍力9′′a r=g■ Jtr′ , var  r2ヱ Dゅ伽」ο, Sに vortzov (SD307日訂亀占:3)

12 ◆諺θ′力 2りう」9jr/s(Kuetz)Grunov(2地 点 ;2)

13  c′″bっノ′♂ 力,7'つυ′ど肋 ″ブ, Auerswald (SD307君 豚壁 ,5)

・８

に

ｖ

・６

・５

錘
踵

轟

判２６２５

錘
に

け

群
28 142肪 θ′力 ,2ガじy7ゴ ror懇み Auerswald(2地 点 ,2)

15嚇 っユカ ,ガθS力ο281eisch(2地点■)

16助 b9′ 力 ,9rp“ガカ A Cleve(2地点 i2)

W Gttb9′ 力 ,カロ2ォ♂ GregOry(S,307南 壁 お)

18卵 ∽っ/sο陶た,(Hilse)Cleve(SD307南 壁 ,3)

lo μm】i:協銹転子力;お戦孟独二を
膠
iザ透繋:9舒

壁
'9

21筋 だθtry,9■gi4∽す O Var ″留 ″θ¢ι2(Krass)Patrick(2地 点 ,1)

22.陸財 翅 効 力 射 ∽ (Ehr)Krammer(2地 点 i3)

23d9ガ,コ Lοヵ ″vpガ ,(Kuetz)Mereschkowsky(SD30イ 南壁 ,6)

24″ あ あ力 勲

"カ
カ Grunow(参 地点■)

25F跨 9p2′οどカ ガわわ9rr/2(Ehr.)O lluller(2地ィミ,1)

26 fprfοιメB aroぃ var_ あメ肋 θ Crunov (2地点 ,3)

27 Jr7fPο ι力 θ́ο肋 ″た var ″βtlr(Kuetz)Rabenhorst(SD307南 壁 i5)
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'sa W Smith ex Cregory(SD307南

壁 ;5)



図版 5 花粉化石

一２

一

1.マツ属 (2地点;1)
3,ツガ属 (2地点 ;1)
6.コ ナラ属ヨナラ亜属 (2地点,1)
7.イ ネ科(2地点il)

2.ス ギ属 (2地点 ,1)
4.クル ミ属 (2地点,1)
6.ハンノキ属 (2地点,1)
8.ニ レ属―ケヤキ属 (2地点 ,1)
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図 植物珪酸体

1.イ ネ属短細胞珪酸体 (Loc。 1,2)

3.ス スキ属短細胞珪酸体 (Loc,1;3)

5.ヨ シ属短細胞珪酸体 (Loc,1;1)

7.イ ネ属機動細胞珪酸体 (Loc.3;1)

9。 イネ属機動細胞珪酸体 (Loc.1,1)

11.ヨ シ属機動細胞珪酸体 (Loc,3;1)

2.イ ネ属短細胞珪酸体 (Loc,2,2)

4.ヨ ブナグサ属短細胞珪酸体 (Loc.1;1)

6.ヨ シ属短細胞珪酸体 (Loc.3,1)

8。 イネ属機動細胞珪酸体 (Loc.2i2)

10。 ウシクサ族機動細胞珪酸体 (Loc,■ 3)



図版 7 植物珪酸体

50μ 駐

1,イ ネ属短細胞列 (2地点 ,1)

3.チゴザサ属短細胞珪酸体 (SD307南壁 ,3)

5.ク シクサ族機動細胞珪酸体 (2地点 ,3)

7.イ チゴツナギ亜科短細胞珪酸体 (2地点 ,3)

9。 タケ亜科機動細胞珪酸体 (SD307南壁 i3)

2.イ ネ属短細胞列 (SD307南壁 i3)

4.タ ケ亜群短細胞珪酸体 (SD307南壁 ,3)

6.ス スキ属短細胞珪駿体 (2地点 ,3)

3。 イネ属機動紳胞珪酸体 (2地点■)

10.ヨ シ属機動細胞珪酸体 (2地点 ,3)



図版8 軟X線写真(1)
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層界より下位の黄褐灰色微粒～細粒砂層は平行葉理が発達するが、上部は上位層から

の荷重により変形する (ロー ド構造)。 この変形構造は本層上位の黒褐～暗褐色細粒砂

質シル ト層下部にも及んでいる。下部がロード構造、その上位が堆積物の流動で生じた

フレーム構造からなり、その上位に別の変形構造であるロード構造が認められる。堆積

構造は変形しているが縦方向の植物根は変形していない。また、生物優乱作用の痕跡が

認められる。

79



図版 9 軟X線写真(2)

―

:lCm

下位の層界付近に上位層からの商重によるロード構造が発達する。その上位には堆積

物の流動によるフレーム構造が認められ、この変形構造は上位の層界まで続く。本層中

の植物根は、変形作用の影響を多少受けて波打つ。生物擾乱作用も及んでいる。最上位

の褐色泥混じり粗粒～中粒砂も生物擾乱作用の影響を受けるが、変形の影響は及んでい

ない。

密
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遺構図関係凡例

SD01

古代末～

中世初

弥生後期～

古墳初頭

遺物図関係凡例
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飲
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内容物痕跡
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代

柱痕 (木質残欠含) 抜き取りもしくは人為的な埋め戻しによると

思われる埋積土

近世後半の水田の耕土とそれを埋めた砂層 (洪水層か)が地震によってカクハンされた層

中世後半～

近世初めの水田の耕土
水田畦畔

建物柱穴

水田遺構
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BL‐ 119m

1 黄灰色砂は 自砂10%程 度混)

2 黒色砂 [粗砂混](浅黄色砂 [粗砂混]2596
程度混)

3 浅黄色砂 [粗砂](黒 褐色砂7%程度縞状
に混)

4 黒色砂 (黒褐色砂20%程度と浅黄色砂
〔組砂〕15%程 度縞状に混)

5 浅黄色砂 [粗砂]と黒褐色砂120%程度)の

互層(王砂利多混)

6 黒褐色砂と黒色砂(15%程度)と黄褐色砂
(15%程度)とにぶい黄色砂 [粗砂](15%程
度)の斑状混土

ク 黒色シルト質砂(植物遺体少混)

8 黒色砂 [瓶砂](浅黄色砂 [粗砂]10%程度
B'   混)~~~9 

オリーブ褐色王砂利と黒褐色砂(15%程
度)と浅黄色砂 [粗砂](15%程度)の互層

10黄灰色砂 [粗砂多混](黒色シルト質砂小ブ
ロック10%程度混)

■黄褐色砂 (黒色砂小プロックIo%程 度混)

12黒色砂
13黒色砂と黄灰色砂(30%程度)と灰自色砂

(10%程度)の互層
14黒褐色砂(暗灰黄色砂30%程度混)

15黒色砂(黄灰色砂協小カ ック5%程度混)

16黒褐色砂 (黄灰色砂30%程度混)

17黒褐色砂 [粗砂](黒色砂 [粗砂]ao96程 度
混)

SG01見通し図

図版4 遺構図 (2)(A地区弥生時代 )
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2 黒色砂 [シルト少混]と灰黄色砂 (20～ 30%程 度)と浅黄色砂(20%程度)の 混上 ｀

B 黒色砂 [シルト少混]と灰黄色砂極小プロック(40%程度)とにぶい黄色砂 [粗砂](IS%程 度)の 混土
SD422と 谷の切り合い

1 黒色ンルト質砂
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図版7 遺構図 (5)(D地区古墳時代)
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1黒色砂 [シルト混]と黒褐色砂 (30″程度)と黄褐色砂 (30笏程度)とにぶい責色砂極小プロツク(10第程度)の混土
1黒色砂 [シルト混]と黄灰色砂極小7uック(307e程 度)と 1こぶい黄色砂極小プロック(157p程 度)の混土
2黒褐色砂と浅責色砂極小～小プロック140笏程度)と黒色砂極小～小/Eック(15第程度)の混土
1黒色ンルト質砂と黒褐色砂 [シルト混]極小カ ツク(7～25第程度)と明黄褐色砂橿小プロック(10～ 25笏程度)の混土
1黒色砂とにぶい黄色砂種小プロック(40%程度)と黄灰色砂極小プロック(10%程度)の混上
2黒色砂とにぶい黄色砂極小～小プロック(30%程度)と黄灰色砂極小～小プロック(30%程度)の 混土 (1よ り4Tまリカ強い)

3黒色シルト質砂と黒褐色砂 [ンルト混〕4/1ヽ 7EIック(7～25%程 度)と明黄褐色砂極小プロツク(10～ 21%程度)の 混土
I黒褐色砂 (黒色砂15笏程度混)(SD412)
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3黒色砂 [ンルト少混](暗灰黄色砂3C隔程度混)[根系状に鉄分混](SD413)
4黒色砂種小7Hックとにぶい黄色砂極小プロック(25～ 40%程度)の 混土lSD413)
5黒褐色砂 [シルト混](明 黄褐色砂極小―小プロック10～20笏程度と黒色砂 [ンルト混]穆小～小プロツク7～ IO%程度疑状に混)[鉄分多く沈着](SD413)(水 田遺構の上)

6黒色砂 [シルト少混](にぶい黄色砂趣小/uック数～7第程度混)[根 系状に鉄分混](SD4141

7黒褐色砂 [シルト混](灰責色砂極小如 ック2tl～ 40斃程度とにぶい黄色砂湧小プロックク～20%程 度混)(SD414)

0      1      2     3     4     5m

(平面図)
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こ祭f望ぞ脇'朋鰭右チ序tttj鶴咄銘イと恐1件研
励(マンガン艤あり府餘～中世拗

黒色シルト箕砂(黒褐tシ ルト質砂10%程 度混xマ ンオン洸着ありx古代末ヽ 中世初)

黒褐色シルト質砂(具褐色砂0～ 5%程度混xマ ンガン沈着少しありx古代末～中世FD)

黒褐色ンルト質砂(階灰責色ンルト質砂Io%程 度と里色ンルト質砂10%程度混)(マ ンガン沈者あり)(古代)

暗灰費色砂(阜褐色砂ao%程度混)(古代)

黒鴇色または軍色砂(黒色砂ノロック25%程度混)(古代)

黒色ンルト質砂 [狙砂況](黒 褐色シルト質砂づ～知%i黒色ンルト質砂 [狙砂況](黒 褐色シルト質砂づ～知%程度混x古代)

黒褐色砂(暗灰貨色砂 [nif1/多 混〕40%程度混)(古代)

黒色砂 [狙砂混](古 代)iO黒色砂 [狙砂混](古代)

11暗灰責色または具褐色砂 [粗砂混](黒褐色砂 [粘砂 シルト混]lll%程 度と貨褐色砂 [粗砂]lo～ 15%程 度

鷹を
'予

や携忌与ケヤV;務与鴛亀Ёうぽ綿身鼈些七尋蟄G小
ブロッカい

"%程
度励曲

,4黒協色ンルト(黒色シルト0～ 2S%程度と責灰色砂または暗灰黄色砂質シルト1,～ ao%程度混)(炭化物混)(古代)

15黒褐色砂とにがい費色砂(20%程 度)の互層(弥 生後糾～古墳初頭)

16黒褐色砂(黒色砂5～ЭO%程度とオリ_ブ褐色砂またはにおい貨色砂 [狙砂]10～ao%程度混)(炭化物混)(弥生後
期～古墳初頭)

17黒色砂(黒禍色または貨褐色砂10～ 25%程度とにオい黄色砂10%程度混)

18暗オリ_ブ褐色砂(黒褐色齢ヽ %程度混x古代)

踪岳揚g蠍兆進糾ξ語揆犠鰐 よヂ垢亀二▲悌を鮮どをぎT無え辮 (縣
T残4跳

混土(弥生後期～古墳初頭)

21黒褐色砂 [4砂混]と 黄灰または灰責色砂(10～ 20%程度)の互層(具 t砂質ンルト極小アロックまたはにがい黄
色砂 〔狙砂〕敷%程度混x弥生後期～古墳勃頭)

22黒褐色砂(明責褐色砂極小プロッタ欲%程度励(弥生後期～古墳初頭)

2a黒褐色砂(灰費とまたは黒褐色砂IO%程 度混x弥生後期～古墳初票)

24黄灰色砂とにぶい黄色砂小ブロック [粗砂](15～ aO%程度)と 黒褐色砂o～ lo%程度)の互層(炭化物少混x弥■
後期～古墳初頭)

25黒褐色砂と責灰と砂oO%程度)と反責色砂(30%程 度)の互層(弘生後期～古墳初頭)

26にぶい責色砂 t粗砂](灰 黄色砂鰤%程度と暗灰黄色砂 [uv/〕 15%程 度混)(弥生後期～古墳初頭)

27褐灰色(仄 責色砂敏%程度混)(弥生後期 古ヽ墳初頭)

28黒色砂(灰 費色砂15%程度と責仄色砂IO%程度混x弥生後期～古墳初頭)

2,黄灰色砂(旱褐色砂30%程度とにぶい費色砂iO%程度混)

30にぶい黄色砂 [粗砂混](黒褐色砂tO～ 20%程度混)(弥生後期 古ヽ墳初頭)

31暗灰貨色砂(黒 lB色砂30%程度混x炭化物混x弥生後期～古墳4D頭 )

32灰黄褐色砂 〔狙砂〕(弥生後期～古墳初頭)

33黒褐色砂(絡灰色砂ao%程度とにぶい黄橙r7/1o%程 度とにぶい黄色砂極小プロックlo%程度混)(弥生後期～古墳初頭)

И黒色ンルト質砂(責灰色シルⅢ質砂15%程度x弥生後期 古ヽ墳初票)

0                       2m                      4m

aS黒褐色砂 [粗砂](1こ がい黄色砂 [粗砂混]30%程度と暗灰責色砂15%程度混x弥生後期～古墳初頭)

a6黒色砂(にぶい黄色砂極小プロックlo%程度混x弥生後期 古ヽ墳初頭)

a7黒色シルト質砂(弥生後期～古墳初頭)

38暗灰黄色砂 t'任砂]と 黄褐色砂(15%程 度)と 黒色砂(10%程 度)の互層(弥生後潮～古墳初頭)

99黒褐色砂と暗灰黄色V/郷 %程度と暗オリ‐ブ褐色砂15%程 度の互層(灰黄色シルト質秒小ブロック数%
程度混x弥生後期～古墳初駅)

40黒 色シルト質砂(黒褐色シルト質砂20%程度混)(SDll・ )

41黒褐色砂(責褐色砂 [粗砂]20%程度混)(SD07)

ゆ黄灰色砂(にぶい責色砂 [狙砂混]20%程度と黒色砂極小ブロック数～
"%PI慶

混)(SD06り
43黒 褐色砂とにおい責色砂 [粗砂混](40%程 度)の互層(SD06 1)

“

黒色砂と黒褐色砂(25%Fi度 )と にぶい黄色砂 [粗砂]oS%程度)の互層lSD06-1)
4Sに ぶい責色砂 [粗砂](黒 褐色砂5%程度混xSD06り
46黒褐色砂(灰黄色砂 [粗砂混]15%Ii度 と黒色砂5%程 度混)(SD06■ )

,黒色シルト質砂と暗灰黄色砂(ao%程 度)と オリ‐ブ褐色砂(20%程 度)と にぶい黄色砂 [粗砂]o5%f■ 震)

の混土(SD16-1)

48黒 色砂 [粗砂少混](に ぶい賓色砂利ブロック15%程度と暗灰黄色砂15%程 度混)(SD16 1)
49黒褐色砂(景褐色砂iO%ri度 混)(SD06?)
SO黒褐色砂(黄灰色砂30%程度とにぶい黄色砂25%程度混)(SDl16‐ 2)

うI黒色砂と黒褐色または灰黄色砂●～10%程度)にがい黄色砂(5～ tO%程度)の互層(SD06 2)
52責灰色砂とにぶい黄色砂 [粗砂 砂利](25～ 40%程度)と 黒lB色砂(10～ 20%程度)の互層(StX 6 2)

53暗灰寅色砂(黒褐色砂10%程 度とにぶい黄色砂数%程度混)(SID1 6つ )

54黒褐色砂(灰責色秒lo～ 15%程 度と黒色砂0～30%jri度 とにぶい責色砂 [粗砂 砂利]5～ 20%程度況)(SIX 6 2)

55黄灰色砂(灰貢色砂敏°o程度と黒色シルト貿砂小プロック数%程度混)(SD06‐ 2)

56黒色砂 〔粗砂混](1こ ぶい黄色砂 [組砂]ブロック25%程度混)(SDl16 2)

57黒褐色砂(暗灰黄色砂20%程度混)(SIX 6 a)

58暗灰責色砂(にがい黄色砂 [粗砂]30%T■ 度と黒褐色砂15%程 度混)(SD06‐3)

59黒 褐色砂(暗灰黄色砂25%程度と灰黄色砂10%ri度 混xSD06 3)
61黒 褐色砂(マ ンガン沈着あり)lsD05)

61黒褐色砂 〔粗砂多混](1こ ぶい責色砂 〔程砂]5～ 10%程度混)(S画 5)

0暗灰貨色砂(灰黄色砂15%程度混)(SIX 5)

6a黒 色砂(黒褐色砂 [ン ルト少混〕ao%程度混)(SD95)
64黒掲色砂 [狙砂混〕(黒色砂15%程 度と黄褐色砂 [粗砂]プ ロック敷～20%程度混)(SD05)
65黒褐色砂と暗灰責色砂 [粗砂](郷%程度)と 黒色砂(5%程 度)の互層(SD05)
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黒色砂 (オリーブ褐色砂5～ 15%程度と明黄褐色砂極小プロック敷%程度混)

黒色シルト質砂 (浅責色砂極 Jラ竹ツク0～ 数%程度混)

畢色ンルト質砂 (1こ ぶい黄色砂極小ブロック7～ 30%程 度混)

暗灰黄色砂 (黒褐色砂5%程度混)

黒掲色砂 (黄褐色砂れ%程度混)

黒褐色砂と賠灰黄色砂(20%程度)と黒色砂(20%程 度)とオリープ褐色砂小プロック(20%程度)の 混土
オリー1/1E色砂 (暗灰黄色砂15%程 度と黒褐色砂7%程度混)
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黒 (褐 )色シルト質砂と責灰色シルト質砂(40%程度)とにおい黄色砂種小～小プロック(20%程度)の 混土
黒褐色ンルト質砂 (黄灰色ンルト質砂数～25%程度縞状に混)

黒 (褐 )色砂質シルト(暗オリーブ褐色ンルト質砂20～30%程度とにぶい黄色砂極小プロック数%程度混)

にぶい黄色砂 (黒色シルト質砂25%程度混)

黒褐色または黒色砂質ンルト
6 黒褐色砂質シルト(黒色砂質シルト極小プロック5%程度と灰黄褐色砂極小ブロック5%程度と褐色シルト質砂極小ブロック数%程度が斑状に混)

7 黒褐色ンルト質砂 (灰黄褐色砂数～15%程度とにぶい黄色砂数～5%程度混)

8 黄灰色砂 (1こ ぶい黄色砂極小か ツク5%程度とオリープ褐色砂種小ブロック5%程度混)

9 褐灰色ンルト質砂
10黒色砂質シルト(黒褐色砂質シルト数～80%程度混)

H黒褐色砂質シルト(黄褐色砂M/1ヽ ～小プロック30%程度と灰黄褐色シルト15%程 度混)

12黒褐色砂質ンルト(にぶい黄褐色7/N質 シルト30%程度混)

SD04 1 黒褐色砂賓シルト(黒色砂質シルh/1ヽ /Eック10%程 度混)

2 黒色砂質シルト(責褐色砂機小プロック数%程度混)

3 黒褐色砂質ンルトとにがい黄橙砂の混■
4 明黄褐色砂 (灰責褐色砂5%程度と黒色砂質シルト数%程度混)
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黒褐色ンルト(基本層序の3b層に近似する。)

SDl14  1灰 黄色砂混じリンルトと黒褐色シルトの混合層
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黒色シルト質砂(暗灰黄色砂極小～4ヽ プロック20～ 30%程 度とにおい黄色砂極小ブロック5～ 20%程 度混)(SD330が やや明色)

黒褐色砂(黒色砂30%程 度と暗灰黄色砂IO%程度混)
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(平面図)

黒色砂とにぶい黄色砂極小ブロック(40%程度)と黄灰色砂極小カ ック(10%程度)の 混土
黒色砂とにがい黄色砂機小～小プロック(30%程度)と責灰色砂極小～小如 ック(aO%程度)の 混土 (1よ り締まリカ摯い)

黒色砂 (黄灰色砂10～ 15%程度とにぶい黄色砂機小加 ックlo～ 15%程度混)

にぶい黄色砂極小プロックと黒色砂極小プロック(25%程度)の混土                        sK410
黄灰色ンルト質砂 (上層遺構の名残り)

黒褐色シルト質砂(にぶい黄色砂極小プロック7%程度混)と鉄分少混〕
黒褐色ンルト質砂(黒色ンルト質砂極小ブロック21脇程度とにぶい黄色砂極小プロック数%程度混)

灰黄色砂(黒色砂種小プロック(10%程度)と浅黄色砂[粗砂少混]の混土
黄灰色砂(黒色砂極小～小プロツク15∽程度とにぶい黄色砂種小プロック7%程度混)

SK403
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黒褐色砂 (にぶい黄色砂極小プロツク数%程度混)

黒褐色砂とオリーブ褐色砂 [粗砂多混]極小ブロツク
(20笏程度)と |こぶい黄色砂 [粗砂多混]種小プロック
(20%程度)の 混土
黒色シルト賓砂 (暗灰黄色砂極小プロックlo切程度とに
がい黄色砂極小プロック数笏程度混)[鉄分少混]

黒色ンルト質砂 (,こ ぶい黄色砂25%程度混)[鉄分少
混]

黒色砂極小ブロック(にぶい黄色砂極小プロック15%程
度混)[鉄分少混〕
黄灰色砂 (暗灰黄色砂機小ブロック25%程 度と1こぶい
責色砂10笏程度縦方向の渦巻状況)

黒褐色砂とにぶい黄色砂(30%程度)と黒色砂(10%程
度)の 互層
黒褐色砂 (暗灰黄色砂10～ 25笏程度混)(SF401 91
暗灰黄色砂 (黒褐色砂25笏程度とにぶい責色砂1079

程度混)

黒色ンルト質砂とにぶい黄色砂極小～小プロツク(25～

30%程度)と暗灰黄色砂種小～小カ ック(15～ 20%程
度)の 混土
昌褐色砂と嗜灰黄色砂極小ブロック(20～ 30笏程度)と

にぶい黄色砂極小プロック(20～ aO¢程度)と黒色砂
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旧床土
中世後～近世の包含層
～中世前の包含層
水田遺構の上
水田遺構の上
水田遺構の上
水日遺構の土

1暗灰黄色シルト質砂 (灰黄色シルト質砂極小プロック5%程度混)[マンガン多沈着]

2黒掲色 (シルト質)砂 (黒色シルト質砂極小プロックiO%程度混)

a黒色 (ンルト質)砂 (黒褐色ンルト質砂7～ 15%程度とにぶい黄色砂O-15%程 度混)

4責灰色砂 [ンルト少混]と灰白色砂 [粗砂多混〕(aO修程度)と明黄褐色砂 [糧砂](20%程 度)と黒褐色砂 [シルト混](15%程 度)の 混土 [鉄分多沈着]

5責灰色ところにより黒褐色砂 [ンルト少混](にぶい黄色砂極小プロック10～40%程度と黒色砂極小ブロック7～ 15%程 度斑状混)

6黒褐色砂 [シルト混](明 黄褐色砂枢小～小プロック10～20%程度と黒色砂 [シルト混]粧小～小ノロック7～ 10笏程度斑状に混)[鉄 分多沈着]

7責灰色砂 [シルト少混〕(にぶい黄色砂極小プロック579程度と黒色砂極小プロック数%程度斑状混)

8黄褐色砂もしくはオリーブ褐色砂
9黄灰色砂 [シルト混](黒 色砂10～ 20%程 度混)

10にぶい黄色砂と黒褐色砂 [シルト混](25%程 度)と黒色砂 [シルト多混]小プロック(7%程度)の縞状混土
11黄灰色砂と灰責色砂(25%程度)とイこがい黄色砂小ブロック(10%程度)の 混土
12黒褐色砂 (にぶい黄色砂極小カ ックiO～20%程度と黒色砂極小プロック5～ 10%程度混)

13黒褐色砂とにぶい黄色砂種小ブロック(5%程度)と黒色砂極小プロック(15%程度)の 混土
14黄灰色砂 [ンルト混]

(37)(中世 )

5(暗色 )

5     5(暗 色 )

※B～Hセ クションの水糸高は、すべて標高126m

図版39 遺構図
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SD100            1灰 責色砂[狙砂〕(費灰也シルト質碗0%程度と責灰色p/[細砂]小プロック15%程度混)

2責仄色秒(灰責色砂Rl%程度と黒褐色シルト質砂S%程度縮状に混)

Э責灰色シルト質秒と灰黄色砂oo%F■ 度)と にぶい責色砂[4砂〕(10%程 度p細かい互層

(黒褐也シレト質♭極小アロッタ15%程度混)

4暗反費色砂質ンルト(鼻褐色シルト質砂極小アロツクIs%程度況)

5費仄也シルト質砂[狙砂少混](暗灰黄色砂郷～ЭOOb程 度と黒色砂小アロック溺 程度励

6黒褐色砂[ンルト混〕仮責色砂4恥程度n航の残欠あり)

7暗灰費色砂(灰黄色砂堪小/11ック郷%程度混)

8責褐t抄 (暗反黄色砂30%程度とにぷい責t秒 20%程度混)

,灰黄色秒(黄灰色砂15%程度混)

10景褐色砂[社砂混](にぶい責也V/種小プロック,～ lo%程度混)

SD■ 2            1責 仄色砂もしくは暗反黄色シルト質吹黒褐色ンルト質砂20～ aO%程度と明黄褐色砂極小

7Dック欲～7%程度混)

2暗灰貰色砂もしくは黒褐色秒[カレト混](明 黄褐色砂纏小カッ殉0%程度働

3黄灰色砂[粗砂混](にがい責tまたは賞褐色砂5～ 20et程度混)

4景褐色シルト質欧黄招色砂Ю%程度め

SD006            1黄 灰tシルト質砂

2黄仄を1/[)レト多況〕(浅責色砂極小アロック10%程度と黒褐色カレト質砂極小/Dッ ク

7%程度混)

a黒褐色砂(におい責色砂[粗秒12S%程度箱状に拘

4黒褐tシルト質砂

SD101            1灰 費色砂質ンルト(黒協色シルト質砂極小如 ッタ鰯 程度とにぷい責色砂極小プロック欲

%程度混)

2暗灰黄色砂質ンルⅢ(黒褐tンルト質砂極小/tjッ ク5ヽ 15%程度とにおい費色砂,%littlPl

4灰費色砂またはにぶい黄色ir/1と寅灰色ンルト質砂(暗色)(30%程 度)の 細かい互層

5階灰貨色砂質ンルト(責灰色砂質ンルトЭO%程度拘

婢 褐とカレト質虫にぶい責色砂またはオリア褐tカレト質砂極小アロック・l～ 31%程度n
3暗灰黄色砂質カトと黒褐色力ヽ質砂極小,ロッタljFlにより砂ウ″卜多くなる〕(30硲程度)と 明責

褐色砂またはにぶい黄色砂極小7.1ヮ

'(数

～10第程度)の 互層

SD100～ 102(V～ Yセクション):黒褐色ンルト(SDIm

2責灰電カレト(sDiOOl

a灰白色砂(SDIOOl

4責 /ktシ ルド(sDi021                 ・

S暗仄費色ンルIlsDI01)

o暗灰責tシルト+金色土t欽分マンガン層1+暗灰責tシルト(sDI01)

上
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図版40

1におい責色砂:粗砂Iと賞灰色砂(Ro銘程度)と灰寅色班Ю

“

程度)の 互層

2暗灰責色砂(黄灰色砂30%程度泥)

3黄仄也秒と|:がい黄色砂(如硲程度)と阜色V/・ (碗程度)の互層

4黒構色砂I粗砂混〕(にがい貨色り極小ア1ッケ1碗程度拘

S費灰色砂とに )の互層

6責仄色シルト質砂tシルト多混]

t灰黄也1/tIEIJ〕 と資仄也v/1ntJ]3嶋 程度のコ膏lSDlり

2責灰色たは暗灰責色抄(反自または黄反色Ⅲヽ %程度縞状に混、にぶい費

色砂lXI砂 憶弥如ッタ数%程度働(SDl∞ )

3暗オリツ鴇色砂6D1001

4黒褐色砂[nt/潮 (灰黄と砂iO～如

“

T.度 混浴D1901

5黒褐色砂

6暗オナア褐色砂(阜構色絣ヽ %程度籍降状に混)

7責仄色砂(黒褐色♭極小アロックIO%程 度)

8暗オリ湘 色砂(オリア得色砂lu砂

“

馴、ァロック1碗程度混)sDiOOl

,暗オリフ鴇色砂(黒褐色または暗黄反色砂極小7Eック5%程度とにぷい資色

砂題4ヽ /Hッ ク数%程度励

10黒 褐色砂1こぶい寅色砂[粗砂〕25%程度縮状に混)lSD3061

11景 褐色ンルト質ひ(鉄分沈着あり)lSD3“ )

,2黒 格色砂(オリフ褐色砂[粗砂]題小アロッタ10%程度を暗灰責色砂S%程度混)

13景 欄色t/(暗 灰責色砂20%程度とItぷい責色砂極小カック数%程度混)

14オリブ褐色砂[4砂 ](灰 白色砂[粗抄]1酪程度撤 SDn3)

15暗 オリフ褐色玖オナ湘 色》脱程度縞状に混澪Dl13)

16暗 オリツ召色砂[粗砂](にがい黄色砂[粗砂]200o程度と景色砂種小アロッタ敷

%PI度混)(SD1 0)

17暗 オリア褐色砂(にぶい責色砂極小7uック欲%程度温)lSDlla)

硝暗オリブ褐色砂恢ど絶砂luV/11■ 40%程度温xSDlB)

ゆ黒褐色砂(Itぶい責七砂極小アロック数%程度とオリーL/13色 砂橿小/Eッ ク敷%

程度混)rsDl19)

21黒褐色砂[ンルト混〕(暗オリブ褐t砂 40%程度混)(鉄分lt着あり)

21黒褐色馘オリ‐ア褐色砂[狙砂]枢小ノロッタ卸ドm%程度と暗オリブ褐色砂IoLT.度 混)

22責灰色砂とにぶい費色砂(lS～如第程度)の 混土

鰤黄灰色シルト質砂[シレトケ混〕(にぶい黄色砂極小カック10～伽%程度混)

1資灰色砂質シルト(灰費色砂,%程度混)

2黄灰色砂質/1レ ト(灰責色砂15%程度混)

a浅責色粘上質ンルH馴 アヽロックと費反色砂質シルW団ワ
"ッ

ク140%程 度)と 明責褐色粘土質

ンルW財ワ
"ッ

ク(20%程 度)の 混と

4皓反黄色砂[シルト混〕(黒褐色ンルト質砂7%程度混)

遺構図 (38)(近世 )
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黒褐色シルト質砂lPalxl,P301)

暗灰責色シルト質砂(オリ‐プ褐色砂極小プロツク25%程 度
混)lP3∞ ,Pa01)

黄灰色シルト質砂lP300,301)

暗灰黄色シルト質砂(砂多く混xP300,301)
黄灰色砂lPS18)

オリ‐ブ褐色シルト質砂(P318)

暗灰黄色砂(P418)

責灰色砂質シルトと黒褐色砂(25%程度)と暗灰黄色シルト質上
(20%程度)と明黄褐色砂 (10笏程度)の 混■lP319)

黒褐色砂質ンルト(明黄褐色シルト質砂種小 小ヽカ ック15%程度
混)lP3191

10黒褐色砂質ンルト(P319)
H暗灰黄色砂(P3:9)

灰白色砂(SDi04)
黄褐色シルト(SDi05)
黄褐色ンルト十責橙色シルトカ ック(sDi05)
褐灰色ンルト(SD106)
灰白色砂+褐灰色シルトlSD109)
褐灰色ンルトsDl∞ )

褐灰色シルトKSD■ 2,1121,H2つ )

掲灰色ンルトlsK51)
黒褐色シルトlSDl13,Hal,■ 921

暗灰黄色砂質シルト(にぶい黄色砂15%縞 状に混)

黄灰色砂 [粗砂混](暗灰黄色砂iO%程 度霜降状に混)

黄灰色ンルト質砂(黄褐色砂 [粗砂混]20%程度混)

贈灰黄色ンルト質砂(明黄褐色砂15%程度め
浅黄色砂と黒褐色シルト質砂125%程度)と暗灰黄色砂(20%程度)と

明黄褐色砂[粗砂混〕(15%程度)の互層
黒褐色砂質シルト
黒褐色シルト質砂 [シルト多混]

B 明黄褐色砂と黒褐色シルト質砂140%程度)の互層
, 暗オリ‐プ褐色砂(黒色砂極小アロック数%程度とにぶい黄色砂極小

プロック数%程度混)

10黄灰色シルト質砂(オリ‐ア褐色砂極小プロック数%程度混)

H黄灰色砂賓ンルト
12黒褐色砂 [シルト混](SD17)

SDl13-2 SDl12     1'

P319 東

SD104・ 108(B・ Cセクンョン)

SD01(情 11)

SD08(Hll)

SX07(Hll)

1 黄灰色砂 [粗砂多く混]

2 黄灰色砂(浅黄色砂極小プロック10%程 度差状に混)

3 黒褐色砂質シルト(黒色砂7%程度とにぶい黄色砂極小プロック5%
程度混)

4 黄灰色(シルト質)砂(黄灰色シルト質砂0～ 25%程度と黄褐色砂極小
プロック数～7%程度混)

5 暗灰黄色砂質ンルト(にぶい黄色砂極小プロック極少混)

6 黄灰色シルト質砂(にぶい黄色砂25%程度混)

7 黒褐色砂 [シルト少混](黄 褐色砂極小プロック7%程度混)

B 黒揚色砂質シルト(オリ‐/73色 砂種小プロック7%程度混)

9 暗オリ‐ブ褐色砂質カレト(オリア褐色砂質ンルト30%程度混)

io黒褐色砂質シルト(暗灰黄色砂質シルトaO%程度と浅黄色砂小如 ッ
ク敷%程度混)

H暗灰黄色ンルト(砂少混)(オリブ褐色シルト10%程 度混)

12暗灰黄色ンルト(砂少混x黄褐色砂 [鵜砂]15%程度混)

13黄灰色シルト

1 黄灰色砂とにぶい黄色砂極小プロック(20%程度)と黒色砂極小ブ
ロツク(15笏程度)の 混土

2 黄灰色砂 [ンルト少混](黒 色砂15%程度とにぶい黄色砂5%程度
混)[鉄分沈着]

1 黄灰色砂 [シルト多混](黄 灰色砂極小プロック10%程度混)[鉄分
多沈着]

1 黄灰色砂 [シルト少混]と黒色砂 (30∽程度)の混土 [鉄分多沈着〕

2 黄灰色砂 [シルト混](黒 色砂極小アロツク5%程度とにぶい黄色砂
極小プロツク5%程度と灰黄色砂極小ブロック5%程度混)

3 黒褐色砂〔シルト少混〕(にぶい黄色砂極小プロック5～ 10%程度混)

4 黄灰色砂 (黄褐色砂種小プロツク7%程度と灰黄色砂種小プロック
5笏程度混)

5 黄灰色砂 (はり暗色)(黒褐色砂極小ブロック7%程度とにぶい黄色
砂極小プロツク5%程度混)

6 暗灰費色砂 [ンルトIPt](明 黄褐色砂極小/uック10笏程度と黄灰色
砂iO%程度縞状混)

7 黒褐色シルト質砂 (黄褐色砂修小プロック57p程度混)

8 灰黄色砂と黄灰色砂 (40∽程度)の 細かい互層
9 黒褐色ンルト質砂 (黄褐色砂15%程 度縞状混)

10黒褐色砂 [ンルト混](黄灰色砂30%程 度と明黄褐色砂15第程度縞
状混)

H暗灰責色 (ンルト質)砂 (黒色 (ンルト質)砂 20～ 30%程度と黄褐色
(シルト質)砂 10～ 207D程度混)

12黄灰色砂 (1こ ぶい責色砂極小プロツク5妨程度混)

13黄灰色砂とにぶい黄色砂(ao%程度)と灰黄色砂 (30笏程度)の 混
土

14黒色 (ンルト質)砂 (黒褐色ンルト質砂7～ 15∽程度とにぶい黄色砂O

～15∽程度混)

15下層の遺構
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写真図版36 D地区(7)



1中世掘立柱建物 (SBOユ・02)

7 SB01P16

写真図版37 D地区(8) 2中世サク】大遺構群ブロック 3 SB02P1 4 SB02P6 5 SB01P5 6 SB01P14



写 真 図 版 38 D地 区(9)l P414 2 P453 3 P454 4 P457 5 P461 6 P472 7 P480 8 P482 9上 層遺構全景



写 真 図 版 39 D地 区10 1・ 2楕円柱穴建物及び井戸 3・ 4 SK01 5 SK■ 6 SK17 7 SK02 8 SK08 9 SK14



写真図版40 D地区|→ 1～ 3 SD307
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1中世後期水田ブロック

6 SD09と 基本層序

写真図版41 D地区ta 2・ 3.水田畦畔部分 4最下層の水田(X42Y33付 近)5 SD02・ 03



写 真 図版 42 D地 区19 1近世水田跡 (SX07)ブ ロック 2近 世水田畦畔 3.近世後期地震痕跡 4 SD01 5 SD08 6 SD05 7 SD06
8 SD06・07 9 SD317



写真図版43 Hlo年度調査出土遺物(1)※ 遺物の香号は、実測番号
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写真 図版 44 Hlo年度調査出土遺物(2)



写真 図版 45 Hlo年度調査出土遺物(3)



写真 図版 46 Hlo年度調査出土遺物(4)
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写 真 図 版 47 Hlo年度調査出土遺物(5)
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写 真 図版 48 Hlo年度調査出土遺物(6)
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写真 図版 49 Hlo年度調査出土遺物(n



写真図版 50 Hlo年度調査出土遺物(9



写真 図版 51 Hlo年度調査出土遺物(9)



写真 図版 52 Hlo年度調査出土遺物α0
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写真 図版 53 H10年度調査出土遺物tつ
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写真 図版 54 Hlo年度調査出土遺物tの
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写真 図版 55 Hlo年度調査出上遺物19

279 287



H10年度調査出土遺物⑭写真図版56
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写真 図版 57 Hll年度調査出土遺物(1)



65

写真 図版 58 Hll年度調査出土遺物(2)



写真図版59 Hll年度調査出土遺物(3)
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写 真 図版 60 Hll年度調査出土遺物141



写真 図版 61 Hll年度調査出土遺物(5)
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写真 図版 62 H11年度調査出土遺物(6)
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写真 図版 63 Hll年度調査出土遺物(7)



写真図版64 Hll年度調査出土遺物(9
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写真 図版 65 Hll年度調査出土遺物(9)
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写 真 図版 66 Hll年度調査出土遺物t0



写真図版67 Hll年度調査出土遺物αゆ
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写 真 図版 68 Hll年度調査出土遺物CD
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写真図版 69 Hll年度調査出土遺物19
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写真図版70 Hュ 1年度調査出土遺物α0



朗機
３９●
３９８

１
３６４●
３９７

写真 図版 71 Hll年度調査出土遺物19



写真 図版 72 Hll年度調査出土遺物顕微鏡写真&0



写真図版 73 H9年度調査出土遺物 ※191は平成10年度
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